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　　　　　　ぴーんぽーんぱーんぽーん




　　　　様々な問題を抱える、人類さまに朗報です。










　　　皆さまをお救いするために、夢の中へと、やって参りました。




　　　　　　　人類さまの味方、カミサマちゃんです！






　呼ばれなくても飛び出て、じゃじゃじゃじゃーん！

　おっはようございます！

　突然、私の様な美女が目の前に現れて、皆さまさぞ驚きかとは思いますが、しばしお付き合い願います。

　どうも、初めまして。私は皆さまのおっしゃるところのカミサマと呼ばれる存在です。どうぞ気軽に、カミサマちゃんとお呼びください。よろしくお願いします。

　それでは、簡単な自己紹介も終わったところで、改めまして皆さまっ。

　おっはようございます！

　……反応、薄いですね。挨あい拶さつは大事ですよ？

　どうしました、皆さま。元気出して下さい？　元気が無いなんて言う人は見て下さい。私を見て下さい！　美女です。私は、美女ですよ！　男性用のタキシードの上からでも隠し切れないわがままボディに、毛先クルンが愛らしい長髪。目元は仮面で隠しておりますが、露出した口元だけでも、私が美女であることは十二分にお分かりですよね？　美女ですよ。美女！　美女が皆さまに口元にっこり微笑ほほえみかけてますよ！　元気出ますね？　元気出ますよね？　では、テンション↗アゲ☆↗アゲでいきましょう！　はい、それではもう一度っ！　おっはようございます！

　……おはようございますぅー……。皆さま、反応薄いですね……。あっ、もしかして、絶世の美女を目の前にして、夢でも見てるとか思ってます？

　ピンポーン！　大正解ッ！　そうですっ。今、皆さまは私によって強制的に眠らされ、人類まるごと全員で、同じ夢を見ている状態なんです！　キャー、カミサマの奇跡☆凄すごぉーい！　私が夢に呼び出しちゃったせいで、遅刻しちゃった人はドンマーイ。あなたのせいじゃないですよ。上司、先生の皆さまは怒らないであげてくださいね。あなたも寝てたんですからッ！

　……。

　本当に反応薄いですね。まぁ、いいや。最初から皆さまのリアクションなんて、どーでも、良かったし。

　本題は、皆さまへの朗報。そう、朗報なんですよ！

　ぱんぱかぱーんっ！　えーっ、この度、私カミサマちゃんは、力ずくでこの世界に干渉し、人類さまを救済することに決めました。今まで、『何な故ぜ、カミサマは我々をお救い下さらないんだ!?』なんて嘆いていた仔こ羊ひつじども。おめでとうございます！　皆さま全員もれなく救われちゃいますよ！　おめでとうございます！

　しかし、突然『救う』等と言われても、皆さまピンときませんよね？　しかし、ご安心を。こう見えて、私は色々考えてこの場に臨んでおります。皆さまを救済するに当たっての、救済プランを説明する準備もあります。

　えー……皆さまを救済するに当たりまして、私カミサマちゃんは手始めに……。




　──人類さまを、超能力者にしてあげちゃおうと思います！




　はい。何を言っているか分かりませんね。細かく説明しますので少々お付き合い下さい。

『人類さまを救済する』とは言っても、何をすれば良いのか？　人類さまを救済すると決めた時、まず私は悩みました。

　なにせ人類さまの抱えますお悩みは、エネルギー問題に食料不足、広がる砂漠に壊れるオゾン、数え始めればキリがありません。何をどうすれば人類さまを救えるのかなんて、万能の私にも全く分かりませんでした。

　しかし、私は全知全能カミサマちゃん。指を鳴らせば、砂漠にメロンを生やし、温室効果ガスをダイヤモンドに変えてしまうことはおろか、氷河期を再来させることだって出来ます。やろうと思えば、どうにか出来るカミサマパワーは、ここにあるのです。この力さえあれば、世界は恵みに溢あふれ、人類さまの環境問題、食しよく糧りよう危機なんかは、簡単に解決するでしょう！

　ですので、そんなカミサマパワー、超・能・力を人類さまにお貸しします！　その上で、どうやって人類さまが救われるのかは、皆さまで勝手に考えて下さい。

　超能力ですよ、超能力！　凄すごいでしょ!?　テンション上がりますよね！　はい拍手ッ！

　……。

　拍手ぅー……反応薄ぅー……。本当に反応薄いですね。私の声ちゃんと聞こえてます？

　あっ。もしかして、そんなうまい話なんか無い、なんて思ってるから、反応薄いんです？

　ははぁん。そうですかそうですか。ええ、分かりますよ。いきなりカミサマが現れて、皆さまを救うだなんて、世の中そんなにうまい話は無い。あるなら一度ぐらいは乗ってみたい。とは言うものの、私たちカミサマが何かをする際には、人ひと身み御ご供くうとか生いけ贄にえとか、そういった類たぐいのお供えを要求されちゃうんじゃないかって訝いぶかしんでらっしゃるんですね？

　それなら話は早い！　イケニエちゃんのお話をしましょう！

　私は良心的で優しいカミサマです。ですので、ご安心下さい！

　──要求するイケニエは、たった一人だけですッ[image: ]

　どんな方法を用いてもいいので、その一人を殺して下さい。その方の生命と引き換えに、全すべての人類さまを救済いたしますっ。

　たった一人の命で全人類さまが救われるんですよ。凄いでしょう？　素敵な取引でしょう？　安い買い物でしょう？　世界的な平均で見れば、一秒に二十人ぐらいの割合で亡くなっている皆さまの命を、たったひとつ私に差し出すだけで、全人類さまが救われるんです。圧倒的に人類さまに有利なお話ですよね！　これはもう思い切って、イケニエの十人や二十人、ぶっ殺す以外ありませんよね？　でも、殺すイケニエはたった一人で良いんです！　いよっ。カミサマちゃんってば太っ腹！　デブって言ったら泣くまで殴りますよ。

　……とは言っても、私は邪神の類ではございません。決して無理強いは致しません。皆さまが、『そんな救済は必要ない』、『イケニエちゃんが可哀かわい想そうだ』あるいは『カミサマちゃんの笑え顔がおが見れただけで、僕たちは救われた』等とおっしゃるのであれば、何一つちょっかいも出すこと無く消えましょう。

　っと、いうわけで、運命の多数決タイム！　皆さまの深層心理を覗のぞかせて頂き、本音を聞かせて貰もらいたいと思います。一人の人間を殺すことになっても、救済が必要だと思う方は『賛成』、救済なんていらねー、あるいはイケニエちゃんが可哀想なので、救済は必要無いと思う方は『反対』。と、心の中で念じて下さい。

　それではいきますよ？　さん、にー、いちっ。……はい、投票終了！

　ふむふむ。結果が出ました！　票数を数えるのは面倒なので、大まかなパーセンテージだけで結果をお伝えします。

『賛成──七十二％』おやおや、可決ですね。『反対──五％』彼らを偽善者なんて呼んじゃ駄目ですよ？　『白票──三％』こういう方こそ偽善者だと思います！　そして、『いきなりそんな事を言われても、答えられない。ちょっと考えさせて──十一％』お前ら優柔不断かっ！

　ちなみに、他にはこんな意見もありました。『脱ぎなよ』私に対して言ってるんでしょうか？　美人は辛つらいですね。彼の故郷にはハリケーンをぶつけておきます。『好きです、付き合って下さい』体だけの関係でしたら考えておきます！

　はいはい、ではこんな感じで、楽しい投票タイムは終了です。

　それでは次に、名誉あるイケニエちゃんを選びましょう！

　私は若い子が大好きですので、出来るだけ若い子からチョイスしちゃおうと思います。だ・れ・に・し・よ・う・か・ナ……出ました。

　大きいお兄さんたちの前で、名前と住所を公開して、何かの事件に発展してはいけないので、イケニエちゃんについては顔写真だけを公開します。

　選ばれたのは、この……十二歳の女の子です！　うわぁ！　小学生ですよ、小学生！　女子小学生ちゃんです！　よだれが出そうですね！

　ちなみにご本人「え？　……もしかしてわたし？」って自分を指さしながら、可愛かわいらしく小首を傾かしげています！　よだれが止まりません！

　……失礼。少々、取り乱しました。

　はーい、皆さま。そろそろイケニエちゃんの顔は覚えましたか？　他人の空そら似にでそっくりさんをぶっ殺してしまわないように、細部まで舐なめ回まわすようにしっかりと見てあげて下さいね。ちなみに、生写真はあげませんよ。大きなお兄さんたちに女子小学生の生写真なんて十年早いんです。だから、しっかり覚えて帰って下さいね。

　…………よろしいですか？

　私からの説明は以上になります。なにかご質問はございませんか？　あっても、面倒なのでお答えしませんっ！　私とはここで一度お別れですが、皆さまどうか悲観せず、現実世界に戻った暁には、とっととイケニエちゃんをぶっ殺して、皆で幸せになって下さいね！

　それでは、以上をもちまして、人類さま救済計画の説明を終わりにしたいと思いま────あ。




　────そうそう、大切なことを言うのを忘れていました。




　実は、私が欲しいのは幸せな人間の魂なんです。人ひと身み御ご供くうに選ばれて、泣いている女の子の魂なんて、これっぽっちも欲しくありません。

　ですので、イケニエに選ばれたイケニエちゃんには、不死の体になってもらいましたー。

　え？　それじゃあイケニエちゃんを殺せないから、詐欺じゃないかって？　ちっちっち。

　カミサマは嘘うそをつきませんよ。これはあくまで、人類さまを救済するための企画です。

　人類さまに到達不可能な要求は致しません。皆さまのすべきことは、たった一人のイケニエちゃんを殺すことだけです。

　私が求めているのは、幸せなイケニエちゃんの魂。……というわけで、イケニエちゃんを不死の体にする事で、彼女が死ぬ方法だけを限定させていただきました。

　彼女は何をやっても死にません。斬きっても刺しても焼いても潰つぶしても溶かしても、どんなにズタズタに肉体を傷つけてもすぐに再生することでしょう。……あ、痛覚は皆さんと同じようにちゃんと残っているので、試すのは三回までにしてあげて下さいねー。

　そんな死なない彼女を殺す方法、それはっ。




　────彼女を幸せにすることです！




　彼女が幸せを感じる度に、その幸せは彼女の体を蝕むしばみます。幸せを感じる度、彼女は真まっ赤かな血を流し、むせび喜ぶことになるでしょう。そして彼女が、『今なら死んでもいい』って思うぐらい幸せになったら、何もしなくても、彼女はあっけ無くコロンと死んでしまいます。

　見事、彼女を幸せにし殺し、イケニエとして私に捧げることが出来ましたら、契約は完遂です。私の貸し与えた超能力は人類さまのものとなり、地球が滅ぶまでの向こう何億年と掛けて、人類さまは繁栄するでしょう。

　おっめでとうございます！

　しかし、ゆめゆめ忘れないでいただきたいのは、私が求めているのは幸せな魂であり、若い魂でもある。ということです。そうですね……守備範囲はギリギリで十八歳までといったところでしょうか。

　というわけで、もう一個ルールを追加しちゃいます。

　もし仮にイケニエちゃんが、この世界で生きたまま、十七歳の誕生日を迎えるようなことがあれば、先行して貸し与えた超能力は返していただく事にしましょう。あ、ちなみに返していただくって言うのはですね。

　──イケニエちゃんが十八歳の誕生日を、この世界で生きたまま迎えるようなことがあれば、先んじて超能力を与えられた方々に、皆さまもれなく、死んでもらうという意味です。

　でも、気にすることはありませんっ。現在イケニエちゃんは十二歳、時間はまだまだたっぷりありますっ。ひいふう……五年以上もあるのですからっ！　これだけ時間があれば、初う心ぶな女の子の一人や二人、幸せに出来ない人類さまではないでしょう？　女の子一人幸せに出来ない人類さまなら、もういっそ滅んでしまうのも手だと思います！　大丈夫。私は私を信じてくれる人類さまを信じています！

　ではこれにて、カミサマちゃんによる人類さま救済計画の説明を終わりたいと思います。質問はありませんか？　あっても面倒なので受け付けません。はい、終了ーっ！




　──それでは皆さま、イケニエちゃんを幸せにしてぶつ殺して、人類皆さまで幸せになって下さいっ！






　　　プロローグⅡ・Ⅳ　イケニエ少女の始まり









　──わたしが幸せになれば、この世界は完成する。




　ある日突然転機が訪れて、世界で一番不幸な女の子になってしまったかもしれないわたしに、人々は口を揃そろえて言うようになった。

「幸せになって」「幸せになって」「幸せになって」「幸せになって」。

　不幸な女の子が、周りの人々に導かれ、幸せな結末へと進んでいく。

　まるでおとぎ話の主人公だ。

　沢山の人が、わたしの幸せを望んでいる。




　この物語の最後に、わたしは幸せになるのだろう。

　この物語の最後に、わたしは幸せにならなければいけない。




　そして、わたしの物語を読んだ人は、きっとこう思うのだ。

　物語の中で、どれだけわたしが辛つらい思いを、苦しい思いを、悲しい思いをしてきたかも忘れ、最後の一瞬だけ幸せになれたわたしを見て、きっとこう思うのだ。




　──幸せになれて、良かったね、と。






　　　一章　救われた異世界のイケニエ少女









「とりあえず……胸を揉もみなさい」

　高校二年生の秋、高たか松まつ裕ユタカがこの世界で最初に出会った彼女の、最初の要求がそれだった。

　もちろん、欲望よりも手前に、理性と気恥ずかしさが混在する思春期真っ盛りの彼に、相手に言われたからといって、両手を上げて胸を触りに行けるような甲か斐い性しようなど無い。

　というか、初対面の女の子（なかなかの美人）にそんな要求をされれば、嬉うれしさ気恥ずかしさよりも、先に『何かの罠わななんじゃないか？』と思い至る。

　普段なら、相手にせず逃げ出すべき場面だ。

　しかし、

「揉まなければ、撃つわ」

　胸を揉めと要求してきた彼女の手には、黒光りする一丁の拳けん銃じゆうが握られており、その銃口は裕に向けられていた。

　彼女の要求はこうだ。『胸を揉め、さもなければ、撃つ』

　裕が彼女の要求を飲んだとして、彼女にどんな得があるというのだろうか。




　──少しだけ、時間は遡さかのぼる。





　　　＊






　夜。どこかのオフィス街。

　気づいた時には、もう自分がどこに居るのか分からなかった。

　最初に目に飛び込んできたのは、太い道路をまたいで陣取った巨大な鳥居だ。

　夜道に沿ってビルが建ち並ぶどこかのオフィス街の真ん中に、明らかに場違いな神域への入り口は建っていた。

　いや、おかしいのは眼めの前の鳥居だけではない。よく見ると、周囲を取り囲む建造物も、神社にあるような立派なしめ縄で飾られていた。

　続く夜道を目で追いかける。人工的な明かりは見当たらず、人の気配も全く無い。

　しかし、街灯の類たぐいが無いにしては、夜道が明るい。

　何気なく空そらを見上げる。

　雲ひとつ無い夜空に、巨大な二つの月が浮かんでいた。

　通常の約二倍の眩まばゆい月明かりが、こうこうと薄暗い夜道を照らしている。

「……月が二つ」

　明らかに、現実世界ではあり得ない光景だった。

　ぼんやりとした思考が、もしかしたら夢を見ているんじゃないか？　という結論を導き出した。

　しかし、秋の終わりを告げるような、冷たい北風が吹き抜ける。

　学ランの隙すき間まから入り込んでくる冷風が、目覚めに顔を洗う冷水の様に、確かなリアリティを以って訴えてきた。

　眼めの前の光景は、現実だ、と。

　背後を振り返る。延々と続いているようなオフィス街の先を目を細めて睨にらむが、見覚えのある道などは見えてこない。

「変な世界で迷まい子ごになった……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいて、自分の置かれた状況を理解する。

　普通の高校生だった裕ユタカが、何の前触れもなく異世界に迷い込んでしまった。

「異世界なう……」

　世界を見下ろすカミサマの双そう眸ぼうみたいな二つの月を見上げた。




　とにかく、このままジッとしていたところで事態は好転しない。

　そう判断した裕は、歩き出した。

　浮かぶ二つの月を方角の目印に、曲がり角をクネクネと曲がりながら、早足にオフィス街を歩いていく。街の中には、どっちを向いてもしめ縄が顔を覗のぞかせ、至る所に鳥居が建てられていた。

　神社っぽいそれらに目を瞑つぶれば、オフィス街の作りは、概おおむね裕の世界の物と同じと言ってもいい。大きなオフィスビルが幾つも立ち並び、その中に飲食店やコンビニ等といった個性を感じさせる建物が紛れ込んでいる。看板の様な物も幾つか見受けられたが、看板に記載されている記号の羅列を、裕には解読することが出来なかった。

「神隠しにでもあったのか？」

　帰り道は見つからずとも、人に出会い、行く宛あてでも聞ければ助かるのだが。

　見覚えのある景け色しきはおろか、人の気配すら見つけられない。

　人も居ない、音も無い、明かりも無い。薄暗い道路を歩いている内に、だんだんと気分が沈んでくる。

　歩き始めて大した時間が経たったわけではないのだが、裕の顔には疲れの色が浮かび始めていた。

「誰も居ないのか？」

　焦じれたような声で吐き出す。

　目はせわしなく周囲を見渡した。

　その時、視界の端に、何か動く物が見えた気がして、咄とつ嗟さに振り向く。

　そこにあったのは、黒い窓ガラスだった。窓ガラスの向こうに誰か居るのかと目を凝らすが、建物の中に人の気配は無い。

「見間違いだったのか？」

　視線を戻すと、窓ガラスに映った裕ユタカの姿が、ガラスの表面で動いていた。

「なんだ、俺かよ……」

　落胆に、ため息が出た。

　ガラスに映った、自分を見返す。

　いたって普通の男子高校生が、疲れきった顔で、こちらを見ていた。

「ひっでぇ、顔だな」

　自分で自分の頬ほおを力いっぱい抓つねって、口角を吊つり上げる。鏡の中の自分も同じように頬を抓って、変顔の合格ラインをギリギリ超えられる様な顔で、こちらを見返していた。

「よし。及第点」

　どんな時にも、とりあえず気分だけは前向きにが裕のモットーだ。

　抓った頬を放す。少し痛い。

「なぁに、大丈夫。来れたんだから、何とかすりゃ帰れるさ」

　ガラスの向こうの自分にそう告げて、裕はガラスから離れ、再び歩き始めた。

「そういえば、ここに来る前って何してたんだっけ？」

　周囲を散策しながら、ふとそんな事が気になった。

　歩く足を止めずに、記憶を掘り返していく。

　裕は、公立高校に通う高校二年生だ。不ふ真面目まじめというわけではないが、取り立てて真面目というわけでもない。少々ひょうきん者であるという点を含め、いたって普通の男子高校生だ。

　今日きようは高校の帰りに、趣味として通っているボクシングジムに足を運んで、その帰り道だった。身につけた学ランや、手にした学生カバンから、帰宅途中だった事は間違いない。

「そういえば、ケータイあったな」

　思いついてズボンから、スマホを取り出す。まずはアンテナを確認したが、やはり『圏外』。液晶画面の真ん中には、『二十時四十分』と表示されていた。

「ジムを出たのが、八時過ぎだったから……」

　どれだけの時間、しめ縄と鳥居が並んだオフィス街を歩き回っていたのかは分からないが、多く見積もっても、ジムを出てからここに来るまで、四十分以上の時間は経過していない。

「異世界って、意外と近くだったんだな……さて」

　裕ユタカは足を止め、周囲を見渡す。

　街の中に無造作に立てられた鳥居、しめ縄、そして空そらに浮かぶ二つの月。これらにさえ目を瞑つぶれば、建造物等は裕の居た世界のそれと似ている。恐らくこれは人が作った物なのだろう。

「頑張って探せば、どこかに人は居そうなんだけどなぁ」

　周囲の建物を見上げる。どの建物も背が高く、裕の視界を大きく阻んでいる。しかし、

「上からなら、遠くまで見渡せそうだよな……」

　中でもとりわけ背の高いビルを裕が見上げる。

「いっちょ、登ってみるか」

　そう、決断した。

　勝手に入って良いものかとも思ったが、緊急事態だし仕方がないだろう。人か帰り道かを探しているのだから、人が現れたのなら、怒られたとしても、むしろ僥ぎよう倖こうだ。

　最も背の高い建物の扉に手を掛けたが、扉には鍵かぎがかかっていた。裕は周囲の建物を見渡し、上へと登る階段が外に設置された建物を探す。

　すぐに条件に合った建物は見つかった。

　だが、そこでふと、再び視界の端に動く物が見えた。

　また窓ガラスに映った自分の影かと思いつつ、気配の方向に視線を投げる。

　視線の先は、延々と続くオフィス街の道路で、窓ガラスも鏡も、裕の姿を映しそうな物は何一つ見当たらなかった。

　では、何が動いたのか？

　裕の位置から、だいたい百メートルぐらい離れた道路の真ん中に、それは居た。

　それは、クマのヌイグルミだった。

　誰しも一度は見たことがありそうな、中型犬ぐらいの大きさのクマのヌイグルミである。

　それが何な故ぜか、吊つられた操り人にん形ぎようの様に、ふわりと宙に浮遊して、道の真ん中に佇たたずんでいた。

　──片手に、斧おのを携えて。

　斧の形状は、薪まき割わり用の片手斧というよりは、ゲームなんかで出てくるバトルアックスのそれに近い。柄を含めた斧おのの大きさは、クマのヌイグルミとさほど変わらないが、モコモコしたクマのヌイグルミよりも、金属の塊である斧は、異様な存在感を放っていた。

　宙に浮かび上がったクマのヌイグルミの頭部が、こちらを向いた。

　その無機質な瞳ひとみと、目が合った。

「……えっと」

　何だ、あれ？

　裕ユタカを見つめるクマのヌイグルミは、その場でゆっくりと回転し、まるで海を漂うクラゲの様な動きで、浮遊したままゆっくりとこちらに近づいてくる。

「人じゃないみたいだけど……生き物だよな？」

　もしかしたら、この世界の住民的な何かかもしれない。

「斧なんか持ってるし、もしかしたら、言葉とかも通じるんじゃねぇか？」

　淡い期待が胸の中で高まっていく。

　裕は社交的な作り笑え顔がおを浮かべて、空そら飛ぶクマのヌイグルミに手を振った。

「……よ、よぉ」

　手にした斧に異様なプレッシャーを感じるが、そんな事を気にしていては、相手に警戒心を与えるだけだ。













「あのさ。実は帰り道が分からなくなっちまってさ。ちょっと、相談に乗ってくれるとありがたいんだけど……俺の言ってること、分かる？」

　裕ユタカの声に反応してか、こちらに近づいてきていたクマのヌイグルミの速度が増した。無言のまま一直線にこちらに近づいてくる。

「分かってくれたか？　助かる」

　無機質なクマのヌイグルミの瞳ひとみは、真まっ直すぐに裕を見ていた。

　歓喜に声をはずませる裕だったが、クマのヌイグルミが手にした斧おのの刃にどうしても目がいってしまう。

　あんな物で切りつけられたら、ひとたまりも無い。という思考が頭をよぎった。

「とりあえず、その斧は置いてくれないか？　何かさっきから気になっちまってしょうがないんだ」

　と言うと、クマのヌイグルミが両手で斧を持ち上げて、自分の頭の上に斧の刃を置いた。

「いや、置くってそういうことじゃないんだけど……」

　見ようによっては、いつでも振り下ろせるように振りかぶったようにも見える。

　クマのヌイグルミとの距離が、徐々に近づいてきて。

「まぁ、いいや。とりあえず話を……」

　刃が、閃ひらめいた。

「──っ！」

　クマのヌイグルミが、斧を振り下ろしたのだ。

　判断する余裕など無かった。

　本能的に後ろに飛とび退のいた。裕の眼めの前を、斧の刃が通過する。後ろに倒れて尻しりもちをついた裕の前髪が、刃先に撫なでられ宙を舞い、パラパラと地面に落ちていった。

　アスファルトに金属の塊が激突する甲高い音が鳴り響き、砕けたアスファルトを撒まき散らしながら斧が静止した。

「……っ」

　全身の毛が逆立ち、首の後ろを冷たいものが走っていく。

「は……っ」

　自分の生を確かめるように、息を吸い込んだ。

　右腕がチクリと痛んだ。見ると、二の腕に一本の切り傷が走っており、傷口から真まっ赤かな血がポタポタと流れ出していた。

　咄とつ嗟さに頭をかばって、利き腕を前に出そうとした時に切られたのだろう。

　アスファルトに乗った斧を見下ろす。斧は真っ直ぐに裕の頭があったところを通過していた。避けていなければ、裕ユタカの頭ず蓋がい骨こつは、眼の前のアスファルトの様に砕けていただろう。

　そこまで理解して、ようやくガチガチと、歯が震え始めた。

「マジ洒落しやれになんねぇってっ！」

　地面に食くい込んだまま静止していた斧おのの刃が動いた。視線を上げると、斧を持つクマのヌイグルミの無機質な瞳ひとみが、真まっ直すぐに裕に向けられていた。

「……！」

　反射的に、カバンをクマのヌイグルミに投げつけた。

　革のカバンは、クマのヌイグルミの頭に当たり、音を立てて地面に転がる。

　裕はクマのヌイグルミに背を向けると、もつれる足で駆け出した。

　背後で再び甲高い金属音が響いた。

　だが、もう背後を振り返る余裕なんて無い。

「っ。何なんだよ、こいつっ！」

　ペース配分も呼吸も何も考えず、ただ前だけを見て薄暗い道を駆け抜けていく。

　闇やみ雲くもに走って、走って。

　曲がり角を曲がって、慌てて足を止めた。

「なん……っ」

　曲がった角の向こうに、宙を浮遊するクマのヌイグルミが佇たたずんでいたのである。

　プラスチックの瞳が、裕を見ていた。

　いつの間に、回り込まれたのだろうか？

　踵きびすを返す。

　しかし、背後にも裕を追いかけてくるクマのヌイグルミの姿があった。

　そこでようやく、目の前に現れたクマのヌイグルミが別の個体であることが理解できた。

「こいつら、一匹じゃねぇのかよっ！」

　新たに遭遇したクマのヌイグルミが動き出す気配を感じて、慌てて裕は脇わき道みちへと逸それていく。

　背後からは何度も金属の甲高い音が聞こえた。

　闇雲に街の中を走り回る内に、金属の音が増えていく。いつしか閑静だったオフィス街は、そこかしこから金属の甲高い音の鳴り響く、工事現場のような騒がしい空間へと変わっていた。

　細道から大通りに飛び出す。

　目の前に飛び込んできた光景に、思わず足を止めてしまった。

「なんだ、これ……」

　街の中にクマのヌイグルミが溢あふれていた。

　まるでエサに群がるスズメバチの様に、無数のクマのヌイグルミが街の中を飛び交い、手にした斧おので乱暴にビルなどの人工的な建造物を殴っていた。

「建物を、壊してるのか……？」

　建造物の臓物のように撒まき散らされたコンクリートの破片が、足下に転がっている。

　そして建物に群がっていた何匹かのクマのヌイグルミが、裕ユタカの方に目を向けた。

「やばっ！」

　再び、地面を蹴けって走り出す。

　しかし、一度立ち止まったせいで、左わき腹がズキズキと痛み始めた。

　このまま走り回って逃げていれば、いつかは体力が尽きて走れなくなるだろう。

　背後を追ってくるクマのヌイグルミは、決して速くはないが、歩いて逃げ切れるほど遅くもない。

　何とか逃げ切らないと。

　だが、どこに逃げろというのか。背後を追いかけてくるクマのヌイグルミの気配は、どんどん増えていく。

「くそっ、どうしろってんだよっ！」

「──誰かいるの!?」

　突然、頭上から人の声が聞こえた。女性の声だ。

　縋すがるように空そらを見上げる。人影が見えた。

　丁度、裕の真横のビルの、三階の窓だった。

　月明かりの逆光で相手の姿は見えないが、開け放たれたビルの窓から、人のシルエットが上半身を乗り出して、裕を見下ろしていた。

「今すぐこっちに来て！」

　シルエットの人物は、裕に向かってそう叫ぶ。

「こっちってどっちだよ！」

「建物の中に入れって言ってるの！　はやく！」

　言われた裕が、ビルの入り口を探す。すぐに、叩たたき割わられたガラス製の自動ドアの入り口を見つけた。

「奥に階段があるわ！　上がって来なさい！」

　声に急せかされるように、裕はビルの中に駆け込んでいった。背後から、クマのヌイグルミの気配がついてくるのを感じた。

　ビルの中に飛び込むと、すぐに奥の階段とやらを探し始めたが、先にエレベーターの入り口が目に飛び込んできた。

　駆け寄って、慌ててエレベーター脇わきのボタンを連打する。

　しかし、通電されていないのか、エレベーターのボタンは反応しなかった。

「くそっ」

　エレベーターを諦あきらめ、シルエットの人物の言葉を信じて、ビルの奥へと進んでいく。

　すぐに階段は見つかった。

　三段飛ばしで階段を駆け上がって、三階フロアの廊下に出る。

「多分、三階に居たよな？」

　こっちに来いと言っていたシルエットの人物を探して、フロア内の扉のドアノブを端から順に乱暴に捻ひねっていく。

　どの扉も鍵かぎが掛かっていたが、ひとつだけ、覗のぞき窓が叩たたき破やぶられて、開けっ放しになっている扉があった。

「ここか……？　うわっ！」

　ガキンッ、と。下のフロアから、甲高い金属の音が聞こえてきて、心臓が撥はねた。

「クマのヌイグルミが来たっ！」

　内心に焦りが広がっていく。

　続いて、削岩機で岩を叩くような破裂音が連続で聞こえてくる。

　この音には聞き覚えは無かった。

「今度は、何の音だ!?」

　半狂乱になって叫んで、部へ屋やの中に逃げ込む。どこかのオフィスの様な、パソコンとデスクが規則的に並べられた部屋だった。扉と対面の壁には、ガラス張りの窓が並んでおり、その中の一枚の窓が開け放たれていた。

　窓に寄って、下を見下ろすと、丁度先ほどまで裕ユタカの居た場所が見えた。

　間違いない。ここが、先ほどシルエットの人物が身を乗り出していた窓だ。

　しかし、部屋の中に人の気配は無い。

　しかも、部屋は行き止まりだ。ここまでクマのヌイグルミが追ってくれば、窓から飛び降りる以外に逃げ場は無い。

　入ってきた扉の向こうからは、金属の甲高い音が幾重にも聞こえていた。

「おい、どーすんだよ、これ」

　焦じれつつも、懸命に声の主を探す。

　その時、だった。

「──！」

　何かが弾はじけるような爆発音。

　そして、裕ユタカの立っている床が、大きく揺れた。

「なんだっ？」

　大きくふらついて、壁に寄りかかる。

　地震の様な大きな揺れは、すぐに収まった。

　地震が収まるのとともに、オフィスから音が消えた。

　まるで、先ほどの轟ごう音おんが、音をさらってしまったかの様に、鳴り止やまなかった甲高い金属音が止んで、オフィス街に静寂が戻ってくる。

「……何が起こったんだ？」

　開いた窓から、外の様子を窺うかがった。

「あれ？」

　先ほどまで、あれだけうごめいていたクマのヌイグルミ達たちが、一匹残らず街の中から消えていた。

　何が起こったのだろうか。

　耳を澄まし、金属の音が聞こえないことを確認すると、恐る恐る部へ屋やの外へと出て行く。

　そういえば、先ほどのシルエットの人物はどこに行ったのだろうか？

　声を出して探そうかとも思ったが、まだクマのヌイグルミが近くに居ないとも限らない。止めておこう。

　ビクビクしながら、裕は一階へと戻っていった。

　そして、恐る恐るエントランスに顔を覗のぞかせてみる。

「なんだ、これ？」

　そこに先ほどまでの面影は、殆ほとんど無かった。

　薄い煙の立ち込める室内は、壁も床も、全すべてが黒く染まっており、何かが焼け焦げた様な臭いが充満していた。薄暗いエントランスに、光が差し込む窓ガラスは全て叩たたき割わられ、部屋の中は散乱している。黒く色を変えた壁に触れると、火傷やけどしそうなほど熱かった。

「壁が、焦げてる……」

　そして薄暗いエントランスの中には、雪のような繊維状の塊が舞っていた。

　その一つを手を伸ばして掴つかむ。

「なんだこれ？　……綿か？」

　何な故ぜか温ぬくもりのある綿を手の中でほぐしていると、生地に引っ付いてプラスチックの塊が出てきた。

「……」

　思わず、固唾かたずを呑のむ。

　そのプラスチックの塊は、クマのヌイグルミの目だった。

「じゃあ、この綿……あいつらの残ざん骸がいか？」

　見ると、足下にもクマのヌイグルミの生地と思われる焼け焦げた布地が、転がっていた。

　カランッ。

「うおっ」

　金属の音が聞こえて、裕ユタカは身を縮めた。

　クマのヌイグルミが追ってきたのかと、周囲を見渡す。

　だが、エントランスの中にクマのヌイグルミの姿は無い。

　音の出どころを探していると、焼け焦げたエレベーターの扉の前に、斧おのが散乱しているのが見えた。それは、クマのヌイグルミ達たちが手にしていた斧と同じものだった。

　だが、転がっているのは斧だけで、クマのヌイグルミの姿は無い。

　先ほどの音は、これが何かの拍子に鳴ったのだろう。

「脅おどかしやがって……」

　声のトーンを落として、裕が呟つぶやく。

「いや、ビビってないし」

　誰に言い訳をするでもなく呟く。

　音一つ無い薄暗いエントランスの中。

　先ほどまで、クマのヌイグルミに追い回されていたのが嘘うそのようだった。本当に、夢でも見ているのだろうか。

「夢だってんなら、早く覚めてくれないかなぁ……」

　はぁっと、裕がため息を吐く。

　その時だった。

　突然、部へ屋やの中に眩まばゆい光が溢あふれた。

「今度は何だよっ」

　慌てて周囲を見渡す。

　そして、その光景に、息を呑のんだ。

「何だ……これ？」

　光が宙を舞っていた。

　薄暗いエントランスの中、眩い燐りん光こうを放つ無数の小さな光の粒が、焼け焦げた部屋の中の、様々な場所から朝露の雫しずくのように現れて、ふわりと浮かび上がり、空気中を舞っていた。一瞬ホタルが舞っているのかとも思ったが、違う。

　手を伸ばして光の粒を一つ捕まえると、雪が溶けるように、掌てのひらの中で消えた。

　やがて光がゆっくりと、床の上で一つに集い始めた。

　エントランスのエレベーターの前、焼け焦げたその床の上で、眩まばゆい光の粒が一つの大きな光の塊になろうとしていた。

　見る見る光が集まっていく。

　あまりの眩まぶしさに目を細めると──

　──光の中に、一人の少女が浮かび上がった。

　いつから少女はそこに居たのだろうか？　癖のない黒髪に、雪の様に白い肌。レースのブラウスと青のロングスカートを身につけたその小柄な少女は、眠るように光の中で目を閉じていた。

　年の頃は、裕ユタカと同じぐらいか、少し下ぐらいだ。

　眩い光を纏まといながら、少女が目を開いた。

　雪のように白い綿の舞う、薄暗い部へ屋やの中で、光を纏ったその少女は、ただ一人、悠然と立ち上がった。

　まるで、感情を動かすことが許されない人にん形ぎようのように表情を固くした少女が、裕の方を向いた。













　光の無い少女の瞳ひとみが、裕ユタカを捉とらえた。

　引き裂かれた女の子を楽しませる玩具おもちやの残ざん骸がいに包まれて、舞い上がる光が、彼女の世界を彩る。

　彼女を祝福するような眩い光に包まれて、彼女だけが。

　世界で、ただ一人浮いていた。

　一陣の風が吹き抜けて、彼女の髪をかき乱す。

　部屋の中に溢あふれていたクマのヌイグルミの残骸は、風がさらってしまった。

　吹き抜ける風が止やみ。

　光が消えた。

　暗転した舞台上のように、エントランスが薄暗い静寂に包まれる。終わってしまった舞台の上で、少女を見つけた裕を、少女が見つけて瞬きした。

　少女の瞳に、感情の光が宿る。

「何でここにいるの……？」

　冷たい夜の空気に溶けるような透き通る声で、裕に問いかけてきた。

　何でこんな場所に来てしまったのかは、裕にもわからない。

　だけど、何となく。

　彼女と出会うためにここに来たような。

　そんな気がした。




「──答えなさいッ！」




　少女が声を張り上げた。

　裕を叱しつ咤たするような怒声に、裕の意識が現実に引き戻される。

　敵意むき出しの瞳で、少女がこちらを睨にらんでいた。

「あ……」

　口を開きかけて、裕が口を噤つぐんだ。

　今の感情を、どう表現していいのか分からなかったのだ。

「言いよどむなんて……何か後ろめたいことがあるのかしら？」

　裕の反応を勘違いした少女が、威圧するように目に力を込める。

　何か言わないといけない。だけど、今の自分の気持ちを、どう言葉にして良いか分からなかった。

「答えなさい」

　再度、少女が催促してくる。

　言葉が喉のどまで出かかった。──言ってしまっていいのだろうか？　今、口にしてしまうと、せっかく出会えた少女との関係が、壊れてしまうような気がした。

「あなたは、何で、ここにいるの？」

　強気な口調で少女が聞いてくる。

「黙ってないで答えて」

　胸の中に溢あふれる感情を何とか抑え込もうとした。だが、もう我慢が出来ない。

　裕ユタカは、スゥっと肺の中に息を吸い込んだ。

「人がいたァ────────！」

　肺の中いっぱいに吸い込んだ空気で、腹の中の感情を一気に吐き出した。

　突然の大声に少女が目をむいて驚いていた。

　怪しい街で迷まい子ごになり、クマのヌイグルミに襲われて、命からがら逃げ出して、ようやく人に出会えた。たとえ相手が裕より二回りも小さい小柄な女の子だったとしても、その安心感たるや半端なものではない。

「……な、何を言っているの、あなた？」

　小躍りを始めた裕を見て、先ほどまでの迫力も何ど処こへやら。少女が目を丸くしていた。

「しかも言語通じてるしッ！」

　裕が両手を上げて歓喜する。少女は警戒するように一歩後退した。

　上機嫌な裕は、軽やかな足取りで少女に近づいていく。

　少女は身構えると更にもう一歩下がった。

「ほら、引かれた。引かれると思ったから、感情に任せて喋しやべりたくなかったんだよ。あんたが言えって言ったんだぞ。でも、俺と出会ってくれてありがとう！　ありがとう！」

「ど、どういたしまし……て？」

　気け圧おされるように、少女が返事をする。

「いやぁ、助かった。本当に助かった。あんたと出会えて、マジ助かった。……ああ、やば。ちょっと泣きそう」

　ズッと裕が鼻をすする。

「いや、ホントこの街に来ちまった時から、心細くて心細くて……」

　感情を垂れ流しにする裕。

　すると、裕のペースに押されていた少女が、気を取り直すように首を振った。

「そ、そうよ。誤ご魔ま化かさないで！　わたしの質問に答えてもらってないわ。何で、あなたはこの街にいたの？」

「俺もそれが知りたい。そしてあわよくば早く家に帰りたい」

「……さっきから何を言ってるの？」

　少女が不快げに眉み間けんにシワを寄せた。

「そんなところにシワ寄せてると、人相が悪くなるぞ？」

　裕ユタカは少女の眉まゆ毛げに両手の親指を添えると、左右に引っ張って強引に少女の眉間のシワを伸ばした。

「……な、何するのよ!?」

　驚いたような声を上げて、少女が裕の手を振り払う。

「はっはっは」

　……やべー、つい妹と接してる時のノリで接しちまった。

　笑って誤ご魔ま化かそうとしたが、今のはセクハラと呼ばれてもしょうがないと反省する。

「ちょっと待ってくれ。少し落ち着く」

「な、何なのよ、あなた」

　訝いぶかしむように少女が目を細める。

「……もう一度言うわ。わたしの質問に答えなさい。何であなたはここにいるの？」

　少女が再び質問を投げかけてくる。

「いや、俺も本当に何でこんな所にいるのか、さっぱり分からないんだ。強いて言うなら、気づかない内に道に迷って、ここに来てしまった。ってのが正しいんだろうか？」

「誤魔化さないでッ！」

　先ほどにも増して、鋭い瞳ひとみで裕を睨にらみつけ、少女が声を張り上げた。

　少女の右手が、ロングスカートをはためかせる。

　すると、まるで手品か魔法の様に、少女の右手に鈍く黒光りするハンドガンが現れた。

　なびくスカートの下に、銃のホルスターのような物がチラリと見える。

　少女は自分の額の前で銃口を空そらに向けると、引き金を引いた。

　一瞬の火花が散り、短い破裂音が上がる。火薬の臭いが鼻をついて、銃口から薄い硝煙が上がった。

「玩具おもちやじゃないのは分かったかしら？」

　そして、少女はハンドガンの銃口を裕に向けた。

「……ちょっ！　な、何すんだよ」

　銃口を向けられて戸惑う裕に、少女が強い口調で言った。

「分からない、なんて理由でわたしが納得すると思うの？　あなたの目的なんて、最初からお見通しよ！」

　有無を言わせないような強い口調だ。

　そして、裕ユタカを親の仇かたきのように睨みつけると。

「わたしを、捕まえに来たんでしょう？」

　少女は言い切った。

「……………………違うけど？」

　言い切る彼女に、裕は正直に答えた。

「嘘うそつかないで！」

「ま、待て待て！　落ち着け。とりあえず銃口を下ろして話を聞いてくれ」

「話すことなんて無いわ。撃たれたくなければ、今すぐわたしの前から消えなさい！」

「いやっ……！　まずは俺の話を聞いてくれっ。本当に何でこんな場所にいるかも分からないし、帰り道だって分からないんだ」

「嘘つかないでって、言ってるでしょ！」

「嘘じゃねぇって！　そもそも、あんたを捕まえに来たって何だよ？　俺はあんたの顔だって知らなかったんだぞ！」

「……わたしを知らないですって？」

　少女が鼻を鳴らす。

「語るに落ちたわね。わたしを知らないわけがないじゃない。この嘘つき」

「嘘じゃねぇって。どう考えたって初対面だろ？」

「ふん。そんなに言うなら、本当にわたしを知らないって証明してみなさいよ！」

「証明しろって言ったって、……どうすりゃいいんだよ？」

「そうね」

　ふむ、とか考え込むように少女が唸うなった。

　そして、裕に不敵な眼まな差ざしを向けてきた。




「とりあえず、わたしの胸を揉もみなさい！」




　勝ち誇ったような顔で、少女が言う。

「…………………………………………は？」

　銃を向けられていることも忘れて、裕は鼻から呆ほうけた声を出した。

「わたしの胸を揉みなさいって、言ってるの！」

　少女が繰り返す。

　聞き違いではなかったらしい。

「……む、胸を揉もむことと、あんたの事を知らないっていうのは……どう関係してるんだ？」

「あくまで白しらを切るつもりね。言ってみれば、この胸を揉むというのは……踏み絵よ！」

　すごくいいアイディア出してるんです。

　少女の顔にそう書いてあった。

　だが、意味は分からない。

「ほら、どうしたの？　わたしの事を知らないなら、揉めるわよね？」

「い、いや……あの。それはちょっと……」

「やっぱり出来ないの？」

　少女の瞳ひとみに、再び敵意が宿る。

「そりゃそうよね。だってわたしを知らないはずがないんだもの。……ほら、撃たれたくないなら、消えなさい？」

「いや、あんたの事は本当に知らないんだ。だけど、その、胸を揉むっていうのは……」

「これ以上話すことは無いわ」

　少女の声が、裕ユタカの言葉を遮った。

「胸を揉めないあなたは、敵。今すぐわたしの前から消えなさい！」

「待ってくれ、その……っ」

　火薬の破裂音。

　思わず、裕は口を噤つぐんだ。

　少女が引き金を引いたのだ。

　風をまとった弾丸が、裕の頬ほおの横を通過していくのを感じた。

「警告はここまで」

　少女が冷酷な声音で告げて、銃口を真まっ直すぐに裕に向け直す。

「体に穴を開けられたくなければ、何も言わずに今すぐここから消えなさい」

　有無を言わさぬ強い口調だった。

　今すぐ少女に背を向けて走り出そうとも思うが、街にはびこっていたクマのヌイグルミを思うと、逃げ出して、一人ぼっちには戻りたくない。

　動き出さない裕に、少女が苛いら立だたしげに唇を噛かむ。

　彼女の我慢ももう限界の様子だった。

　このままでは、撃たれるか、再びクマのヌイグルミの街で一人ぼっちに戻るかの二択だった。

「ほら、どうするの！」

「ええい、ままよっ」

　意を決すると、裕は少女に向かって右手を突き出した。

　裕ユタカの右手が少女の左胸に触れた。

　一見すると、女性的な凹凸に乏しい少女の体は、触ってみると。

　ふにょん、と。柔らかかった。

　生まれてはじめて感じるその柔らかさに、裕の体が強こわ張ばる。

　……女性の胸ってこんなに柔らかかったんだ。

　銃口を向けられていることも忘れて、感動していた。

　しかし、少女は裕に銃口を向けたまま静止して、ピクリとも動かない。

「……」

　何も言わずに、自分の胸に触れる裕の腕を見下ろしていた。

　見ようによっては、何か次のアクションを待っているようにも見える。

　まだ裕の触り方が足りないのだろうか？

　そこまで考えて、少女の要求が、胸を揉もめだった事を思い出し、裕は少女の胸に押し付けた右手の指先を、動かした。

「ひゃんっ！」













　声を上げて少女が体を震わせて。

　タン──ッ！

　引き金に掛かった少女の指が、誤射を誘発した。

「危ねェ！」

　発射の瞬間に銃口が逸それたおかげで、かろうじて弾の軌道は裕を逸れる。

　慌てて少女が裕ユタカの方を向いた。

「あ！　ご、ごめんなさ……あ、当たらなかった？」

「お、おお。大丈夫だ」

　裕の心臓も、裕の右手から伝わる少女の鼓動も、バクバク言っていた。

　裕の返答に、少女が胸を撫なで下おろす。

　もちろん、撫で下ろした胸の片方には、まだ裕の右手が張り付いていた。

「なんだこれ。……柔らかい」

　発砲のインパクトで、完全に少女の胸から意識が逸れていた裕の掌てのひらが、少女の胸をモミモミモミと、三揉もみした。

　柔らかさを確かめるような、ねっとりとした三揉みだ。

　口を結んだ少女の顔が、見る見る真まっ赤かに染まっていった。

「いやぁぁぁ──[image: ]」

　絹を引き裂くような少女の悲鳴が、閑静な夜のオフィス街に響き渡った。





　　　＊






「男の子に触られるの初めてだったのに……男の子に触られるの初めてだったのに……」

　少女がブツブツと念仏のように、呪じゆ言ごんを吐き出していた。

「いや、あんたが触れって言ったんじゃないか！」

「言い訳しないで！」

　先刻、悲鳴を上げた少女は、錯乱してか手にしたハンドガンのグリップで、胸を揉む裕の顔面を殴打した。

　金属製の鈍器による頭部への一撃だ。

　目の中でお星様が散らばって、裕はフラフラとノックアウト。現在はじんわり痛むたんこぶを押さえて、床に座り込んでいた。

　そして少女は先ほどまでの攻撃的な雰囲気は何ど処こへやら。銃もホルスターに戻して、胸元を両手で押さえ、顔を真っ赤にしてウジウジとしていた。

　なんだか、そんな背中を見ていると、悪いことをしたような気分になってくる。

　いや、悪いことをしたのだろうか？

『命欲しさに勢いで嫁入り前の娘（予想）の胸を揉もむ』

　よくよく考えると、裕ユタカの行動は理に適かなっていないように思えてきた。

「なぁ、……すまん。悪かった」

　立ち上がり、少女の背中に声を掛ける。

　ピタリ。──少女の呪じゆ言ごんが止まった。

「…………いいわ。もともとはわたしが言い出したことだし。……いいわ」

「……本当に悪かった」

　少女に向かって深々と頭を下げる。

「だいたい、何であなたが謝るの？　胸を触るように言ったのも、殴ったのも……わたしだし……」

「でも初めてだったんだろ？」

「何で初めてだって分かるの!?」

　少女が驚いたように声を上げて、こちらを振り返った。

　いや、さっきから自分で言ってたんですよ。「初めてだったのに……」って。

「もしかして、分かるの？　男の子ってそういうの、触った時に分かっちゃうものなの？　う、……わたし、もうお嫁に行けないのかしら？　好きな人が出来た時に、『あれ？　この胸……誰かに触らせたことある？』とか聞かれちゃうのかしら？」

　少女の目に涙が溜たまっていく。

「いや、そんな清らかな乙おと女めを嗅かぎ分けるユニコーンみたいな奴やついないから！　大丈夫だから！」フォローするが、少女には聞こえていないようだ。

　背中でシクシクと泣いている。

　罪悪感がチクチクと刺激される。

　言葉に詰まった裕は、意を決して提案した。

「分かった。じゃあ、俺と結婚しないか？」

「……」

　少女が無言で顔を上げた。

「……結婚？　誰が？」

「あんたと俺が」

「……」

　しばらくの沈黙。

　時間差で裕ユタカの言葉が飲み込めてきたのか、少女の表情が一転。涙を浮かべた半べそが、熟れたトマトみたいに真まっ赤かに染まる。

「なっ」

「な？」

「何言ってるのよ……っ！」

　少女の声が上ずった。

　真まっ赤かな頬ほおに手を当てて、怒ったように眉まゆ毛げを吊つり上げたかと思うと、裕と目が合って、固く目を閉じて顔を逸そらす。

　コロコロ表情の変わる子だ。見ていて面白い。

「俺が責任を取るなら、あんたも初めてじゃないことに、負い目を感じる必要はないだろ？」

「『すごくいいアイディア、出してるんです』みたいな顔で言わないでっ！」

「『胸を揉もめ』って言った時のあんたも、そんな顔をしてたぞ」

「その話を蒸し返すなぁ！」

「なぁに、大丈夫。俺は……初対面の相手だけには、結構モテるほうだ！」

「顔だけで結婚相手なんて選べるわけないでしょ！」

「中身か？　付き合いが長くなると、みんな離れていくけど？」

「中身が伴ってないの丸出しじゃない！」

「結婚はしないにしても……。どう詫わびていいか分からないんだ。あんたの気の済むようにしてくれ」

　そう言って裕は、もう一度頭を下げた。

「悪かった」

　裕の言葉に、少女が困ったように眉をひそめた。

　眉にシワを寄せて、わざとらしく不機嫌な顔をつくる。

「気にしなくて良いわ。女友達たちとなら、触りあいっこする時だってある……だろうし。大げさに考えなくても良いわ。……そもそも、わたしの方こそ、殴ってしまって……その、ご、ごめ……」

「ほら、そんな所にシワを寄せるなって。人相が悪くなるぞ」

　何かを言いかけていた少女の顔に手を添えて、眉み間けんのシワを左右に伸ばした。

　眉間のシワを伸ばされた少女の表情が、見るも愉快なアホ面になる。

「……何やってんの？」

「シワ伸ばし」

「伸ばすなっ！　自然な手つきでわたしのシワを伸ばすなっ！」

　少女が裕ユタカの手を払う。

「本当に反省してるのっ!?」

「中身が分からないと結婚できないんだろう？　俺の中身は、こういう人間だ」

　裕に見つめられて、少女が「うっ」と言いよどんだ。

「責任を取るって言ったって、あんたの気持ちが最優先だからな。他に責任の取り方があるなら言ってくれ。俺に出来ることなら、何でもする」

「わたしの気持ちって……何言ってるのよ！　だ、だいたいわたし達たち、まだ知り合ったばっかりで……」

　真剣な目で、少女を見据える裕。

　あわあわと唇を開閉していた少女が、裕からバッと顔を逸そらした。だが、裕が彼女の頬ほおを両端から挟んで、彼女が顔を逸らすのを阻止する。

「恥ずかしいのは分かるけど、今は俺の事を見て、決めてくれ」

「……っ」

　少女が、怯おびえたように息を呑のんだ。

「いや、あの……わたし……」

　言葉を選ぶように、少女の目が泳ぐ。焦点の定さだまらない瞳ひとみが、最後は裕を見つめる。

　少女の瞳が、キュッと、意を決したように瞼まぶたを閉じた。

「……ところで、あんた。元が良い分、変顔すると凄すごいな」

　裕がムニムニと、少女のほっぺたを弄いじって少女の顔で遊びはじめた。

「っぷ。スッゲェ顔」

　裕は、そういう人間だ。

　少女の無言の怒りが、頭突きとなって裕の顔面に炸さく裂れつした。

「い、……良いもん持ってんじゃねぇか……」

　少女にボコボコにされた裕が床に膝ひざをつく。思いの外、少女の身体能力は高く、何発か良いのを貰もらってしまった。

「一瞬でもこんな人を良いと思っちゃうなんて……思っちゃうなんてぇ……」ブツブツと少女が何かを言っていた。

「何か言ったか？」

「何でもないわよ！」

　ギリギリと歯ぎしりをしていた少女が、片手で顔を押さえた。

「だいたい何でこんな人に、む、胸を…………そうだ。この人がわたしを知らないなんて言い出すから……」

　そこでふと、少女が何かを思いついたように顔を上げた。

「そういえばあなた、胸を揉もんだっていうことは、本当にわたしの事を知らなかったの？」

「それがどうして判断基準になるのか全く理解できないけれど、確かに……俺とあんたは初対面だよな？　もしかしてどこかで会ったことあったか？」

「いいえ、わたし達たちは初対面よ」

　不思議なものを見る表情で、少女がまじまじと裕ユタカを観察する。

「さっきからわたしに対する態度も何かおかしいし……嘘うそを言ってるわけじゃなさそうね」

　うーん、と唸うなって、少女が続ける。

「でも、わたしに見覚えはない？　必ずどこかでわたしを見たことがあると思うのだけれど。……わたしの顔をよく見て。胸が膨らんで、少し髪を伸ばした事以外、五年前と殆ほとんど変わってないはずだわ」

　少女が胸元に手を添えて、裕に訴える。

　言われるがままに、裕は少女の顔を注視した。

　よく整った可愛かわいらしい顔立ちの少女だった。少々切れ長の目に、形の良い口元、何よりきめ細やかな肌には、吸い込まれそうなほどの透明感があり、天然素材の少女の愛らしさを、神秘的なまでに際きわ立だたせていた。至近距離で見つめると、普段肌なんて気にしない裕でさえ、その肌の美しさに、一瞬見とれてしまった。

　ちなみに、見る限り胸はさして大きく見えない。

「あ、あんまり見ないで」

　じっと見つめられた少女が、顔の前で掌てのひらの壁を作って、裕の視線をシャットアウトした。

「あ、あんたが見ろって、言ったんだろ？」

「わ、分かってるわよ！　……で、どう？　見覚えはあった？」

「……」

　もう一度だけ考え込む。

　覚えは無い。忘れているのだろうか？

　しかし、裕も男だ。こんな綺き麗れいな少女を忘れるなんて考えられなかった。

「すまん。やっぱり見覚えは無い」

「そう……」

　そう答えた裕の顔を、不思議そうに少女が覗のぞき込こんだ。

「やっぱり嘘をついているわけではないのよね？　昔、どこかで頭をぶつけて、記憶を無くした事とか、無いかしら？」

「何でそこまで疑うんだよ」

「わたしの事を知らない人間なんて、この世界に居るはずがないからよ」

　言い切った少女の顔に、一瞬陰りが差す。

「少なくとも五歳以上の年齢の人間なら、老ろう若にやく男なん女によ問わず、わたしの事を知らない人間なんて、この世界には居ないわ。……居るとすれば、それは忘れているだけ」

「あんた、そんな有名人なのか？　俺、テレビとかあんまり見ないからなぁ……」

　裕ユタカの発言は的はずれだったらしい。少女が首を横に振る。

　すると、裕の方を見て、少女がふと思いついたように言った。

「……もしかしてあなた、老ふけて見えるけど五歳より年下？」

「こんな幼稚園児が居たら、保母さんも引くわ」

「今まで、幼稚園では辛つらい思いをしてきたのね……」

「違う。今のは皮肉めいた否定であって、俺が保母さんをビビらせながら幼稚園に通う、規格外な幼稚園児だって説明ではない！」

「そうなの？」

「そうだよ。どう考えてもそうだろう」

「……でも、あなたはわたしが誰か知らない」

　何か珍しい物でも見るような顔で裕を見つめて、少女が呟つぶやいた。

　そして黙り込んだ少女は、品しな定さだめをするように裕をジーっと見つめていた。

「あなた、さっき、あなたに出来ることなら、何でもしてくれるって言ったわよね？」

　見つめられて何となく気恥ずかしくなった裕は、目を逸そらしてしまう。

「言ったわよね？」少女が念を押してくる。

「言ったか？」少女に見つめられて、照れたのが悔しくて、シラバックレてみた。

「言ったじゃない！　責任取るって言って、俺に出来ることなら何でもするって、言ったじゃない！」

「ああ、覚えてる覚えてる」

　涙目で主張する少女を見て、裕が勝ち誇った顔でニヤニヤと笑う。

「うー」と、少女が悔しそうに唸うなった。

「それで？　俺にしてほしいことって何だ？　まぁ、胸触っちゃったし。俺に出来ることなら、何でもするぞ」

「胸の話は蒸し返すなぁ！」

「分かった分かった。それで、俺に何をしてほしいんだ？　自分で言うのも何だが、義理には厚いほうだ。一度約束したら、絶対に守るぞ」

　そう告げると、イタズラされたワンコみたいに興奮していた少女が、大きく深呼吸した。

　少女が落ち着きを取り戻す。

「それを聞いて安心したわ」

　そして、真剣な表情で、少女が裕ユタカを見つめる。

「念を押すような言い方をして、ごめんなさい。でも、どうしてもやらなきゃいけないことがあるの。……あなたには、それを手て伝つだってほしい」

　少女は自分の胸に手を当てると、真剣な声音で裕に訴えた。




「──わたしを、幸せにしてくれないかしら？」




　真剣な少女の瞳ひとみ。

　その言葉は、まるで愛の告白の様だった。

　少女の表情にも、言葉の重みからも、彼女の強い決意が込められていることがひしひしと感じられた。

　だから、裕も、真剣に言葉を受け止め、噛かみ砕くだいて、十分に理解した上で、聞き返した。

「……そ、それは……やっぱり結婚してくれってことで、いいのか？」

「──ふざけないでっ！」

「ぶっ」

　顔を真まっ赤かにした少女が、裕にビンタを食くらわせた。

　生まれて初めて女の子にビンタされた。

「わたしは真剣に言ってるのよ！」

「いや、俺も真面目まじめに考えて、聞き返したんだよ！」

「え？」

　言われて少女が、先ほどの自分の発言を思い返す。

「…………あわ……」

　自分の発言を思い返して、見る見る顔を真っ赤に染めていく。

「ち、違……そういう意味じゃなくて……！」

　手をパタパタさせて、先ほどの発言を否定していく。

「し、幸せにしてっていうのは、その。……わたしと一緒に遊んでくれたり、わたしが嬉うれしいと思うことをしてくれたり……そ、そういう事をあなたにしてほしくって……。え、えっと、つまり……」

「何か、普通に友達みたいだな」

「そうっ！」

　少女が、声を張り上げて肯定した。

　そして、恥ずかしさを押し殺すように、声を絞って、少女が訴えた。

「わたしと……友達になってほしいのっ……！」

　そして、恐る恐るといった様子で、少女が裕ユタカの様子を窺うかがってきた。

「そんな事でいいのか？」

　あっけらかんと答えると、少女は何度もまばたきをして、裕を見つめた。

「じゃあ……」

「ああ、分かった。友達になろう。……って、口で言うのは恥ずかしいな」

　照れ隠しに笑って、頭を掻かく。

「今日きようから俺はあんたの友達で、あんたの事を幸せにする。約束だ」

　その言葉に、少女がパッと花が咲いたように笑った。

「ありがとう。約束よ」

　少女が目を輝かせた。

　そして、少しモジモジしながら、裕の方に肩を向けてきた。

「どーんっ」

「うぐっ」

　少女が裕のボディに、えぐり込むようなタックルを打ち込んできた。

「な、何しやがる……」

　内臓へのダメージに、裕が悶もだえる。

　少女はそんな裕の状態も、見えていないといった様子で、「えへえへ」と某ＲＰＧのスライムみたいな笑みを浮かべながら、

「何か、こういうのって友達っぽいわよね」

　訳の分からない言辞を垂れていた。

「いきなりキャラ変わってないか？」

「友達ってもう何年もいなかったから、嬉うれしくって嬉しくって！」

　少女の暴露に目頭が熱くなった。

　お腹なかの痛みぐらい、我慢しよう。

　少女が裕の隣に肩を並べる。

　なんだろうと思っていると、チラチラ、と。無言でこちらを窺ってきていた。

「あー……そういえば、あんた名前は？」

　何となく空気に耐えられなくなり、裕ユタカが話題を振った。

「名前？」

　少女が聞き返してくる。

　一瞬、裕の言葉が理解できないといった、ぽかんとした表情を浮かべた後、ハッと肩を震わせて、キラリと目を輝かせた。

「それって自己紹介かしら!?」

「お、おう」

「自己紹介なんて久しぶりっ。あなたのお名前は？」

　すごく楽しそうに少女が食くいついてくる。

　しかし、どうやら先に裕が質問した内容は、既に忘れてしまった様子だった。

「ああ、俺は高たか松まつ裕って言うんだ。よろしくな」

「タカマツユタカ？　変な名前ね。長いし」

　素直な感想を言った少女が、裕の注目を促すように、自分の胸に手を当てた。

「わたしの名前は、エルよ。よろしくね、タカマツユタカ」

「エルだけか？　苗みよう字じは？」

「苗字？」

　エルと名乗った少女が、首を傾かしげる。

　そういえば、この世界は裕の居た世界とは違う世界だった。名前の文化にも違いがあるのかもしれない。

「アダ名を決めないといけないわね……わたし達たちは友達だし」

　唸うなるような少女の言葉が聞こえてきた。

「……じゃあ、タカマツユタカのアダ名は、タカタカね」

「なんかダサいな。略すにしても他の呼び方は無かったのか？」

「カマツユだと、なんか人の名前っぽくないじゃない？」

「まさか、高松のタカと裕のタカを組み合わせてたのか？　タカタカとカマツユ以外にも、タカマツユタカは分解できるだろう？」

「分かったわよ。じゃあ、わたしもエルエルで良いわ。それなら文句無いでしょう？」

「おい。文句どころか、何一つ問題が解決してないぞ。何でそんな『私は妥協してあげた』みたいな顔をしてるんだ？」

「タカタカー」

「何だい、エルエル」

　返事をすると、エルが満足気にニッと口角を吊つり上げた。

　乗せられたような気持ちになったが、目の前にいる人間が楽しそうなら、自分も楽しい気持ちになれるから良しとしよう。

「って、おい。鼻血出てるぞ？」

　エルの鼻の下をツッと赤い線が走った。

「あら」

　エルが反射的に口元を手で押さえる。

　裕ユタカはズボンのポケットからティッシュを取り出すと、何枚か抜いてエルに渡した。

　ティッシュを受け取ったエルが、鼻元を押さえる。そして、不敵に笑った。

「ふふ……わたしに鼻血を流させたのは、タカタカで三人目よ。こんな短時間でわたしに血を流させたこと、褒めてあげるわ」

「何？　その鼻血って俺のせいで出たの？」

『もう一枚』とティッシュを求めるエルの手に、新しいティッシュを渡す。エルはそのティッシュを丸めて自分の鼻の穴に押し込んだ。

「でも、勘違いしないでよね。こんなに早くわたしが血を流したのは、わたし自身も幸せになることに積極的だからなのよ」

「どういう意味だ？」

「タカタカは理解しなくていいわ」

　何を言っているかは分からないが、真剣な目でエルがこちらを見ていた。しかし、鼻から飛び出す白いティッシュで、その真剣な眼まな差ざしは台無しだ。

「叶かなうなら、タカタカは何も知らないまま、わたしを幸せにしてくれると、嬉うれしいわ」

　そう言ってエルが、ニッコリと笑った。

　何な故ぜか裕には、彼女の笑え顔がおが、どこか悲しげに見えた。

「そういえば、エルエルって幾つなんだ？」

　何となく、その笑顔を見てられなくて、裕が話題を振った。

「幾つ？　Ａ……び、Ｂカップだけど？」

　鼻のティッシュを抜きながら、エルが答える。

　血はもう止まった様子だ。

「何で胸の話になるんだよ」

　しかも、若干サバを読まれた。

「あ、もしかして、年齢の話かしら？」

「もしかしなくても、年齢の話だな」

「ごめんなさい。タカタカを見てると、まず胸のことが頭をよぎるのよ」

　胸を揉もまれたことを、根に持っているのだろうか？

「歳としかぁー……」

　エルは少し困ったように視線を泳がせた。触れてはいけないところだったのだろうか。

「十七歳よ。永遠の十七歳」

　憂いを帯びたような表情で、エルが言う。

　ツッコむところなのだろうか？

　エルのテンションが、先ほどから掴つかみにくい。

「そっか。あ、十七歳なら、俺とタメだな。エルエルは小さいから、ちょっと年下ぐらいかと思ってた。胸が小さいから」

「そういう事を言うから、おっぱい君のイメージが定着するのよ」

「おっぱいが小さいなんて言ってねぇよ」

「ところで、タメってどういう意味？　何を溜ためるの？」

　首を傾かしげるエルに、言葉の意味を聞き返される。

「ああ。同い年、って意味だよ。俺も、十七歳なんだ。で、今年十八歳になる」

　裕ユタカは何気なく答えた。つもりだった。

「じゅう、七歳……？」

　だけど、耳を疑うように、エルが裕の言葉を反はん芻すうした。

「そう……。タカタカは、わたしと同い年だったのね」

　エルが俯うつむく。

　そして、エルの雰囲気が見る見る変わっていった。

　目を見開き、肩を震わせ、何か堪こらえ難がたいものを堪えるように、胸元でブラウスをグシャリと掴んだ。

「どうした？　大丈夫か？」

　エルの様子がおかしい。

　そう感じた瞬間だった。




「──わたしはお前が嫌いっ！」




　突然、エルが悲鳴のように叫んだ。

　俯いたまま、苦虫を噛かみ潰つぶすように歯を食くいしばって、裕に向かって怒鳴り散らした。

「わたしはお前が嫌い。大嫌いっ！」

「……？　お、おい、いきなりどうしたんだよ、エルエル」

「きっ、気安く呼ばないでっ！」

　叫んだ彼女が、裕ユタカを両手で突き飛ばした。

　ふらついた裕が、三歩後ろに下がったのを見て、エルがスカートの中のホルスターから、再びハンドガンを抜く。

　銃口を裕に向けて、銃身の照準越しに裕を見据えた。

「さっきのお願いを変更するわ。……わたしの友達にはならなくていい」

　あれほど、友達という言葉に胸を弾ませていたエルが、言う。

「わたしはあなたの事が嫌い。大嫌い。……だから、わたしの事を嫌いになりなさい」

「……何か、俺、悪い事したか？　もしそうなら、謝る」

「あなたの行動は関係ないっ！」

　短い破裂音がした。

　エルが発砲したのだと気づいて、裕は押し黙る。

「親しくしないで。わたしに親しみを持たないで。あなたは黙ってわたしの事を嫌いになってくれればいいの……っ！」

　低い声でそう告げて、エルがもう一発発砲した。

　出会った時以上の、鬼気迫る雰囲気が、エルにはあった。

　下へ手たに反論すると、本当に撃たれてしまうような気がした。

「んな、事言われても、意味分かんねぇよ！」

　だけど、裕は反論した。

　鈍く光る銃口が震えて、裕の方を真まっ直すぐと見つめる。

　だけど、その背後のエルは、裕の方を見ていない気がした。

「いいから、わたしの前から消えて。わたしの事を嫌いになりなさいっ」

　息を荒くして告げるエルが、虚勢を張った子供のように見える。

「わたしを嫌いになって！　お願いよ……っ」

　一瞬だけこちらを見たエルの目が、今にも泣き出しそうな子供のように見えた。

　裕はもう動かずにいられなかった。

　エルに向かって一歩を踏み出す。

　裕の行動に、エルは驚いている様子だった。撃たれてしまうかもしれないと思いながら、ハンドガンの銃身を鷲わし掴づかみにして、横に逸そらした。

　照準越しにしか、裕を見ていなかったエルの瞳ひとみが、裕を見る。

「お前が気に入らないって言うんなら、俺は別に消えてやってもいいよ」

「そう言ってるじゃない！」

「でもさ……だったら、その泣きそうな顔、やめろよ」

　言われてエルは、さも裕ユタカの発言が意外そうに目を見開いた。

　エルが自分の頬ほおに触れる。もちろん、そこに涙など無い。

「泣いてなんかないわっ」

「じゃあ何で、今確かめたんだよ。……本当は、泣きそうなんじゃないのか？」

　言われてエルが、唇を一の字に結んだ。

　エルが顔を伏せる。肩が小さく震えていた。

「……悪い。責めてるわけじゃないんだ」

　ハンドガンを持つ手を離す。

　エルは銃口をもう裕に向けなかった。ハンドガンを持った右手は、項うな垂だれるように力なく下へと垂れた。

「何かあるなら言えよ。ちゃんと聞くからさ」

　そう告げるが、エルは反応を示さない。

　代わりに、エルの鼻の下を真まっ赤かな液体がツッと走った。

「ありがとう、タカタカ……」

　小さく呟つぶやいたエルが、拳けん銃じゆうを床に落とした。

「おい、それ……」

　エルの鼻血と、自由落下していくハンドガンに気を取られていた裕に、エルがゆっくりと近づいた。

　そして、

「ぐっ……！」

　後頭部に、突然の衝撃。

「ごめんなさい……っ」

　悲痛なエルの声が聞こえた。

　体に力が入らなくなる。

　落ちていく意識の中で、優しく床に寝かされるのを感じた。




　──もうすぐあなたの仲間が、迎えに来てくれるはずだから、少しだけ……。




　声が聞こえた。

　そして、裕の意識はぶっつりと途切れた。






　　　二章　イケニエ少女を幸せにする超能力者達









　裕ユタカの意識がじんわりと浮上してくる。頭がボーっとして、瞼まぶたが重い。

　いつの間にか、裕は眠っていたらしい。つい先刻まで、自分が何をしていたのか思い出せなかった。

「……意識レベル回復、検査可能です」

「オッケー。じゃあ、サクッとやっちゃって」

　誰かの声が聞こえて、髪の毛にワシャリと何かが乗った。

「結論から言います。ハズレです。これは……恐らく、瞬間移動ですね」

「そう。じゃあ、人違いね」

「はい」

　近くに人の気配が二人。誰だろう？

「んー……」

　声を出そうと思ったが、喉のどが思うように開かない。ずいぶん長く眠っていたようだ。

　頭に乗った何かを掴つかむ。

「きゃっ」小さな悲鳴が聞こえて、何かと思い、瞼を開けた。

「……」

　ショートカットの少女が、仰あお向むけに横たわる裕の顔を、横から覗のぞき込こんでいた。制服のようなジャケットを着た、背の低い少女だ。中学生ぐらいだろうか？

「あ……、あの」

　少女と目が合って、彼女は三回まばたきをした後に、裕から目を逸そらした。少女の視線がせわしなく泳ぐ。何だか、怖がりな仔こウサギのような雰囲気の少女だった。

「おはよう」

　明らかに裕を警戒している様子の少女に、出来るだけ柔和に笑って挨あい拶さつ。

　少女は目を逸らしたまま、こちらを観察するようにチラチラと目配せをしながら、「お、おはようごじあます」と返事。緊張した様子で、半分ぐらい噛かんでた。

　気が弱い子なのだろうか？

「おっはよ。目覚めた気分はどうかしら？」

　思わぬ方向から声を掛けられた。

　返事をしたのはショートカットの少女ではない。

　ショートカットの少女の隣にもう一人、髪の長い少女が立っていた。中性的なモデル顔の、大人びた雰囲気のある少女だ。ショートカットの女の子と同じ制服を、スカートを織り込んで短くして着ている。年の頃は十代半ばといった雰囲気だが、女性にしては背が高いせいか、裕ユタカより年上っぽい印象も受ける。笑みを浮かべる髪の長い少女には、ショートカットの少女とは対照的に社交的な雰囲気がある。

　二人の顔は、裕から見上げる位置にあった。そこまで考えてようやく、裕は自分がベッドの上に寝かされている事に気づいた。

　目線を泳がして周囲を見渡す。場所は、六畳ぐらいの部へ屋や。ベッドがひとつとソファーとテーブルがひとつずつ。重たそうな入り口扉と、恐らく洗面室に繋つながっていると思われる、鍵かぎのついていない扉。窓の類たぐいはついておらず、天てん井じように張り付いた蛍光灯のような照明が、部屋の中を照らしていた。

　ここはどこだ……？

　見覚えのない光景に、寝起きの頭がここに至るまでの経緯を思い返そうとする。

　記憶が霞かすみがかったように、そこだけが思い出せなかった。

「突然こんな所に連れて来られて、驚いていると思うけれど、慌てる必要は無いわ」

「連れて来られた……？」

　髪の長い少女が、にこやかな笑みを浮かべる。口調も柔らかく、どこか親しみ易やすい印象が髪の長い少女にはあった。













「私達たちは倒れていた君を保護したの」

「えーっと……」

　イマイチ状況が分からない。裕ユタカが首を傾かしげた。

　髪の長い少女の言葉を頭の中で噛かみ砕くだいていく。

「あんたらは、俺を助けてくれたってことか？　っていうか、倒れてたって？　どこに？」

　自分が何をしていたのか覚えていないので、イマイチ実感が無い。

　裕の様子に、髪の長い少女は目をパチクリとさせる。

「覚えてないの？　テディがウヨウヨいた街で、キミはスヤスヤ眠ってたのよ」

「テディ？」

「空そら飛ぶクマのヌイグルミよ。見なかった？」

　クマのヌイグルミ。

　その言葉を耳にした途端、裕の頭の中に、夜の街の情景が浮かび上がってきた。最初に思い出したのは、襲い来るクマのヌイグルミの群れ。それを皮切りに、裕の記憶が一気に繋がっていく。

　そして記憶の連鎖は、瞬く間にあの夜の街で出会った少女、エルへと繋がっていった。

「そうだ。あの時、何か意識が遠のいて……」

　そこまで思い出して、裕は跳ね上がるように上半身を起こした。

「ひっ」体を起こした裕に驚いて、ショートカットの少女がたじろいだ。

「女の子が居なかったか!?」

「女の子？　ここに二人、居るけど？」

「そうじゃなくて！　俺が倒れてた所に、俺の他にもう一人、女の子が居なかったか!?」

　髪の長い少女に、食くって掛かるように詰きつ問もんする。

　二人は揃そろって首を傾かしげた。

　思考のはっきりしない頭で、裕は懸命に昨日きのう出会った少女の特徴を説明する。

「あんたと、そっちの子の中間ぐらいの身長で、胸がペッタンコだけど、柔らかくって……えっと……。そうだ、エルだ！」

「エル？　神み子このこと？」

「エルって名前の女の子だっ。居なかったか？」

「だから、あなたの言っている女の子って、神子のことなの？」

「ミコじゃなくて！　何か、ハンドガンとかも持ってるエルだよ！　その子が、あの街にいたんだよ！」

「……何を言っているの？」

　まるで裕ユタカの質問が的はずれだとでも言わんばかりに、髪の長い少女が眉まゆをひそめた。

　どうやら彼女達たちは、エルという少女に心当たりが無いというよりは、裕の説明に要領を得ていないという様子だ。

　エルはまだ、あのクマのヌイグルミが蔓延はびこる街にいるのだろうか？

「っ……くそっ」

　そう思うと、居ても立っても居られなかった。

　あんな場所で女の子を一人にしちゃおけない。すぐに駆けつけないと。

　衝動に駆られ、裕がベッドから降りようとする。

「待ってください！」

　声を上げたのは、髪の短い少女だった。

　突如、鼓膜を震わせた大声に、裕が驚き動きを止めた。

　一刻を争う状況で呼び止められ、裕は血走った目をショートカットの少女に向ける。

　声を上げたショートカットの少女が、裕の身体からだに触れ、小さく肩を震わせていた。

「あ、あの……」

　何かを説明しようとするショートカットの少女だったが、裕に見つめられ、怯おびえたように俯うつむいて、口を噤つぐんでしまう。

　自分がショートカットの少女を怯えさせているのだと気づいた裕は、そこでようやく落ち着きを取り戻した。

「……悪い」

　謝ると、ショートカットの少女はこちらを上目に窺うかがったが、やはりまだ怖いのか、顔を伏せてしまう。

　ショートカットの少女は、髪の長い少女の方を向くと、小さな声で言った。

「彼が伝えようとしている人物についてなのですが、外見的な特徴から言って、恐らく神み子こに間違いありません」

「……それは、どういう事かしら？」

　髪の長い少女が聞き返す。

「彼は心から神子の身を案じています。まさかとは思いましたが、……恐らく彼は、神子について、何も知らないんだと思います」

　ショートカットの少女の説明に、「そんなまさか……っ」と、髪の長い少女が驚く。

「おい、何の話してるんだよ」

「ああ、ごめんなさい」

　髪の長い少女が、裕ユタカの方を振り返った。

「まずは、君の質問に答えるわ。君の言っているエルって女の子は、もうあの街にはいない。彼女が街を出て行くところは、私達たちが確認しているわ」

　裕が面めん食くらったように目を丸くした。

「今、あの街に人はいないわ。そもそも、君があの街にいたのだって、相当なイレギュラーだったの。テディ……クマのヌイグルミの残党がいないか確認をしてる時、たまたま君を見つけたの。繰り返すけど、エルって女の子は、もうあの街にはいないわ」

　彼女の言葉は、真剣味を帯びていた。

　裕を落ち着かせるために、気休めを言ってくれている様子でもない。

「そうか……」

　それを聞いて、安心した。裕は胸を撫なで下おろす。

　しかし、髪の長い少女は、表情を強こわ張ばらせたまま続けた。

「じゃあ、私からの質問に答えてもらえるかしら？」

　これからが本題。と、言わんばかりに、少女の雰囲気が変わった。

「君の年齢は、今こ年としで十八歳になるわね？」

　予測で年齢を聞かれている、というより断定されているような口調だった。

「ああ、そうだ」

　納得した様に髪の長い少女が頷うなずくと、更に続けた。

「じゃあ、単刀直入に聞くけど。十七歳の君が、何で神み子こを知らないの？」

「ミコ？　さっきからコロコロ出てくるけど、ミコって何だ？」

「『神』様に選ばれた『子』と書いて神子よ。君が言ってるエルって女の子の、……アダ名みたいなものね」

「はぁ……」

　首を傾かしげる裕を、訝いぶかしむ様に髪の長い少女が注意深く観察してくる。

「それで。君は神子の事を知らないの？」

「あんたらの言っている女の子が、俺の知ってるエルって女の子で間違いないなら、知り合いだ」

「……知り合い？」

　髪の長い少女に聞き返された。

　何か変なことでも言ったのか？　と思ったが、別段、間違いを言ったつもりはない。

「ああ。クマのヌイグルミがウヨウヨしてた街で、知り合った」

「それはつまり、彼女とは昨日きのう知り合った。それまでは彼女の事を何も知らなかった。って、ことでいいのかしら？」

「俺が街に寝てたのが昨日きのうの事で間違いないなら、そうなるな」

　裕ユタカが同意すると、髪の長い少女がショートカットの少女に目配せをした。

　ショートカットの少女が「嘘うそはついていません」と首を横に振る。

「記憶を損傷しているわけでもないようです」

　ショートカットの少女が付け足し、髪の長い少女が「うーん……」と唸うなる。

「信じられないことですが、この人……恐らく、本当に知らないのかと」

「確認はしたの？」

「いえ、それは……。プライバシーに関かかわることですし」

　ショートカットの少女が決まりが悪そうに目を伏せる。

「ううん、ごめん。少し取り乱してるみたい」

　さっきから、話の中身が全く分からない。

「……ねぇ、あなた。名前は？」

「え？　ああ。高たか松まつ裕だ」

「タカマツユタカ……変な名前ね。ずいぶんと長いし」

　エルの時と同様、またしても名前と苗みよう字じを一緒くたにされてしまう。

「彼には親族で名前の一部を共有する『姓』と呼ばれる概念があるそうです。タカマツがその姓に該当するそうです。彼個人を指す名称は、ユタカですね」

　名前についてどう説明したものかと考えあぐねていると、ショートカットの女の子が、まるで、裕の心を読んだように、裕に代わって説明してくれた。

「そう。ユタカくんね。オーケー」

　髪の長い少女が頷うなずく。

「私の名前は、リタ。で、こっちの小さくて可愛かわいい子が、アガサよ」

「よろし……く、お願いします」

　リタと名乗った髪の長い少女が、手で自分と、隣のショートカットの少女を指す。

　アガサと紹介された少女が裕にペコリと頭を下げるが、裕と目が合って、彼女は怯おびえたように体を強こわ張ばらせた。

　どうやらアガサは、リタとは饒じよう舌ぜつに会話が出来るが、裕相手にはまだ緊張してしまう様子だった。

「自己紹介も簡単に済んだところで、ユタカくん」

　改める様に、リタが切り出してくる。

「君、五年前って何してた？」

「五年前……？」

　突然、変な方向に話題を振られた。

「ええ、差し支えない範はん疇ちゆうで教えてくれればいいの。五年前から今日きようまで、ユタカくんはどんな生活をしてきたの？」

「どんなって言われてもな……」

　裕ユタカが言いよどむ。突然そんな事を言われても、何を説明すればいいか分からなかった。

　五年前って言ったら、小学……いや、中学生か。普通に公立にエスカレーターして、部活もそこそこ、勉強もそこそこ。無理しない範疇の一般入試で高校に受かり……。

「分かりました。十分です。ありがとうございます」

　頭の中で情報を整理していた裕に、アガサが告げた。

　アガサが顔を上げてリタの方を向く。

　言葉を選ぶような素振りを見せた後、真剣な目で、アガサがリタに告げた。

「彼の記憶には、神み子こはおろか、カミサマの情報すらありません。それどころか、彼が今まで生きてきた世界には、超能力者が誰一人として存在していません」

「そんなまさか……っ」

　絶句する、リタ。

「にわかには信じがたいことですが、おそらく彼は──」

　アガサが裕の方を向く。

　そして、真犯人を名指す探偵のような口調で、アガサが告げた。

「貴方あなたは──違う世界の人間ですね？」

「……」

　アガサの発言の意味が理解できず、裕の思考が停止する。

　リタは次の一言を待って、ジッとしていた。

　そして、アガサは『犯人はお前だ』の鋭い眼まな差ざしのポーズのまま、硬直している。

　数秒間、睨にらみ合あうようにアガサと視線が交差した。

　アガサが、首の付根から頭の天てつ辺ぺんに向かって、真まっ赤かになっていった。

「いや、あの……ごめんなさい」

　アガサにか細い声で謝罪された。

　目に大粒の涙が溜たまっていく。

「違う世界？　それはどういう事？」

　リタがアガサに質問するが、裕の無反応に完全に自信を失ってしまったアガサは、自信なげに俯うつむいた。

「いえ、すいません。もしかしたら、何かの間違いかもしれなくて……」

「アガサが読心を外すわけないでしょう？　いいから、説明しなさい」

「すいませんすいません。あの、彼の世界に、超能力者トリガーが居ないことまでは確認できたのですが、違う世界と判断したのは、私の独断であってですね……だから、その間違いかもしれないというか」

「分かった分かった。間違ってても怒らないから、ちゃんと説明して？」

「はい、あの……えっと。ううっ」

「なぁ、ちょっとその子泣きそうじゃないか？　そのぐらいにしてやれよ」

　見る見る目に涙を溜ためるアガサを見て、裕ユタカが止めに入る。しかし、裕に振り向いたリタはジトッとした目で裕を見ると。

「君の話で揉もめてるんだけど？　君が一言、言ってくれれば、はっきりするわ。違う世界から来たっていう、アガサの発言に心当たりはないの？」

「そう言われてもな……」

　そこでふと、昨日きのうの夜に見上げた空そらに、ぽっかりと二つの月が浮かんでいた事を思い出した。

　クマのヌイグルミやエルのインパクトでうっかり忘れていたが、そういえば昨日裕は、あの街で迷まい子ごになった一番初めに、ひとつの結論に至っていた。

「……なぁ、この辺の建物って、しめ縄とかでグルグル巻きにされてたりする……？」

「ええ。そうね。最近じゃどこもしめ縄や鳥居で飾ってるけど？」

「お空のお月さまは、お幾つですか？」

「……月は二つじゃない？」

　淡々と、リタが答える。

　裕を騙だまそうとしているわけでも、何かを取り繕おうとしている様子でも、なさそうだ。

　隣に涙目のアガサが見えた。

　確か彼女は、裕に向かってドヤ顔で「違う世界の人間ですね？」みたいな予想を立てて、それが外れたと思って、恥ずかしくなって泣きそうになってた。

　女の子を泣かせてしまったかもしれないという謎なぞの罪悪感が、腹の底からゾゾゾっと湧わき上がってくる。

「違う世界から来た、裕だぜ。ヨロシクっ」

　何とか場を和なごませようと、フレンドリー＆爽さわやかな笑みで自己紹介した。

「分かってるなら、先に言いなさいよ！」

「ごめんなさい」

「ほら。アガサも泣かないの。しっかりしなさい」

　リタが涙目のアガサの頭をポンポンする。「泣いてません」と、アガサが首を振って、リタの手を振り払った。

　小さく咳せき払ばらいをすると、アガサがリタに向き直る。

「彼をあまり責めないであげてください。どうやら彼は、頭で考えることが得意ではない、というだけで、悪気が有ったわけではないようです」

「それ、多分フォローになってないわよ」

　リタがため息をつく。

　アガサに「いや、悪かった。本当にピンときてなくて」と謝ると、「気にしないでください」と緊張した笑え顔がおで返してくれた。

「ところでユタカくん。そろそろアガサの手を放してあげて貰もらってもいいかしら？」

「ん？　手？」

「ほら、それ」

　リタが人差し指で裕ユタカの手元を指さした。

　視線を落とす。

　ベッドの掛け布団ぶとんの上に、裕の両手が乗っていた。

　アガサの右手首をガッチリと掴つかんだ状態で。

「……何でこんな事になってるんだ？」

　答えを求めて、アガサを見つめる。

　目が合って、「ひっ」と小さく息を呑のんだアガサが、裕から一歩後ずさろうとするが、その動きは彼女の手を掴む裕の両手に阻まれていた。

「さっきユタカくんが興奮して掴んだんじゃない」

「そうだっけ……。そういえば、その前にも頭の上に乗った何かを寝ぼけて掴んだような……」

「は、はい。私がユタカさんの頭を触りました」

　アガサが白状する。

「触るように言ったのは私よ。ごめんなさいね」

　特に悪びれるでもなく、リタが補足した。

「いや、別に悪くはないけど……」

　寝ている裕の頭をアガサが触っていた理由が分からない。

「こうして体の一部分に触れていると、私はユタカさんの心を読むことが出来るんです。調べたいことがあったので、触らせてもらいました」

　頭のなかに浮かんだ裕ユタカの疑問に、アガサが回答した。

　そういえばさっきから、裕の考えをアガサが先んじて説明してくれたり、裕が質問を口にする前に、アガサが回答をくれたりしていた事を思い出す。

　というか、アガサの手を掴つかんでいるなんて、全然気づかなかった。

　それでさっきから、どう見ても臆おく病びような性格のアガサが、リタよりも自分に近い位置に居たのか。

「それでさっきから、どう見ても臆病な性格のこの子が、あんたよりも俺に近い位置に居たのか」

「ユタカさんって、思ったことをそのまま口にする傾向がありますよね」

　臆病な性格を気にしているのか、皮肉っぽい口調でアガサが言い返してくる。しかし、その目は既にいっぱいいっぱいだ。

　何だか虐いじめている様な気分になってきたので、アガサの手を放す。

　アガサは離れていくかと思ったが、アガサは裕との間にリタを挟んで適度な距離を取ると、裕の人差し指に人差し指をチョンっと乗せてきた。

　何そのスキンシップ。

「そういえば、心を読むって何だ？」

「アガサの超能力よ。別に珍しくもないかもだけど、この子は心を読む超能力者の中でも、飛び抜けて高い能力を持ってるんだから」

「あの、多分ユタカさんは、超能力者に関する予備知識が無いので……」

　頭の上に『？』を浮かべていると、鼻高々に語るリタに、アガサが一言加えてくれる。

「ああ……。そっか」

　納得したようにリタが掌てのひらを拳こぶしでポンと打った。

　そして裕の方を向くと、何気なく聞いてきた。

「ねぇ、ユタカくん。ユタカくんの世界とやらに、超能力はあったかしら？」

「超能力？　スプーン曲げたり、物を浮かせたりするあれなら、知っている。ただ、どれも眉まゆ唾つばもんっていうか、本物は知らないけどな」

「オーケー、何も知らないのね」

　裕の返答に、リタが納得したように頷うなずいた。

　確かに、先ほどからチラホラと会話の中に聞こえていた、超能力者というワードについては、要領を得ていない。

「そんな不満そうな顔しないの。ちゃんと説明してあげるから」

「別に不満そうな顔はしてねぇよ」

　リタが裕ユタカの頭をポンポンと撫なでた。

　とりあえず、アガサに倣って、首を振ってその手を追っ払う。

「……ああやって、誰に対してもお姉さん顔するんですよ」自分と同じ行動を取った裕に、親近感を覚えたのか、アガサが自分から裕に話しかけてきてくれた。

「世話焼きなのは良いけれど、何かあの自信に溢あふれたドヤ顔はいただけないよな」

「こらこらー。二人とも。陰口なら、本人の居ない所で叩たたいてよー？　丸聞こえよー？」

　リタの乾いた笑み。

「で。超能力って何だよ？」

「それが人に物を聞く態度かしら？」笑え顔がおで、胸ぐらを掴つかまれた。

「ごめんなさい、教えてください」

「はい、オーケー」

　アガサが話しかけてくれたのが嬉うれしくて、ついつい調子に乗ってしまった。

　反省、反省。

「説明しよう」

　リタがわざとらしく咳せき払ばらいをして、掌てのひらを広げた。

「超能力とは、これであるッ！」

　すると、リタの掌に透明なビー玉の様な粒が溢れた。ビー玉は湧わき水のようにリタの手の中から無数に溢れ、光を乱反射して淡い虹にじ色に輝いていた。

「こんな感じで、この世界の一部の人間は、本当に超能力が使えるようになったの。そういった人間のことを超能力者と呼んでいるわ」

　声を弾ませて、リタが説明する。

「ちなみに、アガサは私達たちのコミュニティ随一の心を読む超能力者よ。触れた人間の考えていることを読むことが出来るの。さっきからこの子がユタカくんにペタペタ触ってるのは、ユタカくんの言いたいことを理解するためね」

「です」

　アガサがリタの発言に同意する。

　言われるが、イマイチピンとこない。

　目の前でリタの手に溢れていくビー玉の様な物体を、まじまじと見つめて、裕は思う。

「タネもしかけも、ございません……みたいな感じだな」

「まだ半信半疑といったところかな？　まあ、私達も以前はそうだったから、しょうがないか……オーケー」

　そう言うと、リタは手に溢れたビー玉を無造作に床に投げ捨て、両手の人差し指と中指で、空間を摘つまむような動作をした。

　すると、リタの摘んだ空中に、突然透明な薄い膜が現れた。ランチョンマットぐらいの大きさの、長方形の透明な薄い膜は、ビー玉と同じ材質で出来ている様子で、光を乱反射してシャボン玉みたいな淡い虹にじ色に輝いている。

「これが私の超能力、バリアよ」

「バリア？」

「ええ。持ってみる？」

　そう言って、リタが手にした薄い膜を裕ユタカに差し出してくる。「手、切らないよう気をつけて」と言うリタから薄い膜を受け取る。

　手で触れた感触は、薄く張った氷の様だった。触れた感触はひんやりとしていて、重さは羽根みたいに軽い。

「これが、バリア？　何から身を守るバリアなんだ？」

　言っちゃなんだが、リタのバリアは脆もろそうだった。指で摘んでいるだけでも割ってしまいそうな、プレパラートのスライドガラスの上のカバーガラスみたいな印象を受ける。

「すごく、脆もろそうだけど……」

「まぁ、そう思うわよね。……ユタカくん。そこまで言うなら、それ割ってみなよ」

「え？　さすがに危なくないか？」

　ガラスっぽい雰囲気のこれを無造作に砕いてしまうのには、若干の抵抗があった。

「あら、乗り気じゃないのね。分かったわ。じゃあもし、ユタカくんがそれを割れたら」

　リタが長い髪を耳に掛ける。

　髪を持ち上げた指先が、首筋のラインをなぞった。

「私が……何でも言うことを聞いてあげるわ」

「え？　いいよ、別に。いらない」

「女のプライドを深く傷つけられた──！」

　頭を抱えて、リタが後ろにのけぞった。

「女のプライド？」

「理解せずにやってるのだとしたら、なおタチが悪いわよ」

　リタが裕を忌々しげに睨にらむ。

　そして、『その喧けん嘩か買ってやるぜ』みたいな挑戦的な笑みを浮かべると、ベッドの上に腰掛けてきた。

「ねぇ、ユタカくん。少し、この部へ屋や暑くない？」

「むしろ寒いです。もうすぐ冬ですしそろそろ暖房の準備もしておかないといけませんね」

「アガサはちょっと黙ってなさい」リタの低い声。

　アガサは、「はわっ」と口を開けて身を震わせると、リタの迫力に硬直した。

「少し、暑いわね……」

　そう言って、リタが制服のジャケットのボタンを全開にし、薬指で胸元のリボンをゆるめ、シャツのボタンを二つ外した。

「ユタカくんは暑くない？」

　そう言って、リタが猫みたいなポーズで、身を乗り出してくる。ボタンを外して露出した胸元が重力に引かれ、女性的な凹凸に秀ひいでた肢体の、胸元が強く強調された。

　危うく視線を引っ張られそうになる裕ユタカだったが、そういえば昨日きのう女性の胸について揉もめたばかりだった。いや、揉んだあげくに揉めたというか。

　視線が動いてしまわないように目に力を込める。

　そして、視線をリタから意図的に外すと、裕はアガサの方を向いた。

「寒いなら、布団ふとんかぶるか？」

「え？」

　アガサが目をパチクリさせる。自分に掛けてもらっていた布団を取ると、アガサの頭に被かぶせた。

「悪いな。俺が布団使っちまって。うわ、手が冷えきってるじゃねぇか」

「冷え性ですので……」

　人差し指と人差し指とがくっついているアガサの手を手繰り寄せて、握って体温で温める。アガサは何が起こったのか、分からないといった様子で「あ、ありがとうございます……」とだけ、言っていた。

　カタン。と、音がする。

　見ると、リタがベッドから降りていた。

「……バーリア……」

　リタが小さく呟つぶやいて、虚こ空くうを掴つかむ。光を乱反射して虹にじ色に輝く、棒ぼう状じようの物体が何も無い空間に現れ、リタの手がそれを掴んだ。

　リタのバリアを見て、裕が感嘆する。

「そのバリアっての、いろんな形に出来るんだな」

「恥ずかしいの我慢して誘惑したのにっ！　ユタカくんのアホォォォ！」

　腰の入った、フルスイング。棒の先端が、裕の顔面にジャストミートして、眼めの前で派手にお星様が散った。

　リタのバリアは、確かに硬かった。





　　　＊






「つまり、この世界には超能力が実際にあって、今こ年とし十八歳になる俺と同い年の少年少女なら、地域文化宗教問わず、誰もが超能力を使えるってことか？」

「ええ。超能力を使う人のことを、私達たちは超能力者と呼んでいるわ。私の超能力はバリアで、絶対に壊れないバリアを、視界に入る範囲になら、好きな位置に出現させることが出来るわ。欠点は……一度作ると自分でも、二十四時間は消せないことかしら」

　ズキズキ額が痛む頭で、何とか裕ユタカが超能力の仕組みを理解する。

「しかし、あんたが俺と同い年だったなんてな。……スゲー色っぽいから、歳とし上うえかと思ってた」

「さっきのやりとりの後でそれを言われても、社交辞令にしか聞こえないわよ」

　リタがわざとらしくため息を吐く。

「それと、あんたって言うのそろそろやめてくれない？　名前は教えたでしょう？」

「ああ。もちろん覚えてるよ。……でもなぁ」

　リタってのがファーストネームっぽくて、何となく呼びにくい。

　とか思っていると、裕の手をカイロ代わりに握りしめながら、布団ふとんに丸まっていたアガサが口を開いた。

「名前が呼びにくいなら、代表って呼び方はいかがでしょう？　私達は、リタさんの事を代表って呼んでますよ……ムグッ」

　リタがアガサの口を塞ふさいだ。

「代表って呼ばれてるのか？　何で？」

「一応……私が、この超能力者のコミュニティの代表的ポジションにいるから……」

　決まりが悪そうに、リタが答えた。

「じゃあ、代表って呼んでいいか？」

「その呼び方は好きじゃないの。可愛かわいらしくリタちゃんって呼んでくれると嬉うれしいわ」

「よろしくな、代表」

「リタちゃん」

　リタが頬ほおに指を添えて、ニッコリした。

　満面の笑みだが、リタの目は笑っていない。

　どうやら本当に代表という呼び名は気に入らない様子だった。

「……じゃあ、リタって呼び捨てにしていいか？　さすがにこの歳で女の子をちゃん付けは恥ずかしい」

「まぁ……それなら。……オーケー」

「アガサちゃんは、アガサちゃんって呼んでいいか？」

「はい。よろしくお願いします。でも、私も呼び捨てでも構いませんよ」

「じゃあ、呼び捨てで頼む。俺も好きに呼んでくれて良いから」

「はい」

　アガサがコクンと首を縦に振った。

　リタが不服そうな眼めを裕ユタカに向けていたが、何か問題でもあっただろうか？

「はぁ」

　リタが諦あきらめたように、わざとらしいため息を吐いた。

「とりあえず、超能力については、だいたい理解してもらえたかしら？」

　何か分からないことはある？　と、質問を促されたが、裕の頭は何となく、眼の前の現実を受け入れつつあった。

「まぁ、とりあえず。超能力があるのは分かった」

　超能力なんてものの存在を見せつけられて、ここまで冷静でいられるのは、きっと昨日きのうのクマのヌイグルミなんかの件があったせいもあるのだろう。

　多少のことではもう動じない。

「ところで、ユタカくんの世界には超能力は無かったのよね？」

「ああ。もしかしたらあったのかもしれないが、こんなに一般的なものではないし、少なくとも俺は実際の超能力なんてものを見た事はない」

「そうは言うけど、ユタカくん……」

　そして、何気ない口調で、リタが言った。

「──君も、超能力者よ」

「…………は？」

　何を言われたのか、一瞬分からなかった。

　しかし、すぐに思い至って、失笑する。

「いや、何言ってんだよ。ないない。俺に超能力なんて」

「ありますよ。ユタカさんは、瞬間移動系の超能力を持っています」

　アガサがあっけらかんと、答えた。

　人をからかうのが好きそうなリタはともかく、アガサが裕を謀たばかろうとしているとは思えない。

「その考えはちょっと、代表が可哀かわい想そうです」

「すいませんでした」

　アガサに考えを読まれた。

「でも、何を根拠に、俺が超能力者だなんて言ってるんだよ」

「ユタカくんが寝ている間に、アガサの能力で調べさせてもらったの」

「結果、ユタカさんは超能力者でした。一度、試しに超能力を使ってみてくれませんか？　そうすれば、超能力の細かな特性まで分かります」

「いや、冗談だろ？」

　裕ユタカが一笑。

　しかし、二人の少女は真顔のまま裕を見つめていた。

「……ほんとに俺、超能力者なの？」

「ホントよ」

「超能力を使ってみてください」

　アガサが催促するように、カイロ代わりにしている裕の手をギュッと両手で掴つかんだ。

　勿もち論ろん、使えと言われて使えるわけがない。

「そう言われてもな……」

「使って頂けないと、能力をちゃんと調べることが出来ません」

「いや、仮に俺が本当に超能力者とやらになってたとしてもだよ。超能力なんて、どうやって使えばいいか分かんねぇし……」

　裕の言葉に、リタとアガサが目を見合わせる。

「私が超能力を使う時の感覚は、中指を曲げたり伸ばしたりする感覚に似てるわね。アガサは？」

「瞼まぶたを開いたり、閉じたりするイメージでしょうか？」

　つまり、超能力は、自分の体を動かす様に、簡単に使えてしまう代しろ物ものだ。ということだろうか？

「とりあえず、ジャンプするイメージで使ってみたら？」

「ですね。お願いします」

　彼女達たちが、裕の方に目を向けた。

　アガサに手を引かれて、裕がベッドから立ち上がる。

「いや、そうは言われても、本当に使い方とか分からないんだって……」

「出来るわよ。ユタカくんなら、絶対できるっ」

「頑張ってください、ユタカさんっ」

「「ユッタカくん（さん）・ユッタカくん（さん）・ユッタカくん（さん）」」

　リタの手拍子で、リタとアガサがユタカコールを始めた。

「そんな風に煽おだてられても、人には出来ることと出来ないことが……」




「──出来たァァァ！」




　裕ユタカの体が突然消えて、リタの正面までの数メートルの距離を移動して現れた。

　ついでに裕と手を繋つないでいたアガサも一緒に移動した。

「測定も出来ました。結果的に見ても、やっぱりこれは瞬間移動ですね」

「うぉぉぉおおお！」

　両手を上げて、雄お叫たけびを張り上げて、裕が歓喜する。

　自分の中に目覚めた未知の力に、心が踊っていた。

　ワクワクが止まらない。

「おめでとう、ユタカくん！」

「おめでとうございます！」

　二人の女の子が初めて逆上がりの出来た子供に拍手を送るように、裕を祝福してくれる。

　裕も男だ。こんなシチュエーションが嬉うれしくないわけがない。

「ちなみに、ユタカさんの瞬間移動の最大飛距離は、五十メートルです！」

　裕のテンションにつられたのか、アガサも声を弾ませた。

「ご、五十メートルですって!?」

　リタが驚いたように、声を震わせる。

「……それは間違いないの？」

「はい、間違いありません」

　アガサがキッパリと肯定した。

　目に見えてリタが驚いていた。五十メートルというのは、それ程凄すごい記録なのだろうか？

　五十メートル。普通に走れば六秒以上は掛かる距離を、裕は一切の時間を掛けずに移動できるようになったという事だ。

　それがどれだけ素晴らしいことなのか、想像がつかない。

　こんなに心が震えるのは、中学生の頃に溺おぼれていた子供を助けて、朝礼で表彰されて以来だった。

　期待と興奮に目をキラキラさせながら、二人に目を向ける。

　口を押さえて震えているリタが言った。




「短っ！」




　…………えっ？

　思わず呟つぶやいたリタが、『あっ、しまった』といった顔で裕ユタカを見る。

　なんだか短いと評されたような気がした。

　いや、きっと何かの間違いだ。

　救いを求めるようにアガサに目を向けると、アガサが天使のような笑みを浮かべていた。

「現在、私達たちのコミュニティに所属している瞬間移動の超能力者は約一万人。超能力者の百人に一人はこの能力という、最もレアリティの低い能力です。便利な能力ですが、数も居ますので、需要より供給の方がずっと上回っています。更に加えて、一回の瞬間移動の平均移動距離は約五百キロメートルですので、ユタカさんの能力は非常に貧弱です。五十メートルって、短すぎて何かの間違いかと思いまし……むぐっ」

　いたたまれなくなった顔で、リタがアガサの口を塞ふさいだ。

「……いや、別に。超能力とかに目覚めてはしゃぐ程、子供じゃないから」

　絞り出さないと、声が出なかった。

　裕はそっと視線を天てん井じように投げた。

　今は誰とも、顔を合わせたくない気分だ。

　落ち込む裕の背中を、二人の少女が見つめてくる。

「あ……でも、超能力なんて先天性の才能みたいなものだし、少しぐらい超能力が劣ってたからって、ユタカくんのせいじゃないわ」

「そうです。超能力がヘナチョコでも、気にする必要はありませんっ。超能力がヘナチョコでも、ユタカさんには良いところがいっぱいあります。手が温かいところとか、私のお気に入りです。だから、超能力がヘナチョコでも気にしないでくださ……んぐっ」

　またアガサがリタに口を塞がれていた。

「ははっ。そうだよな。超能力がヘナチョコでも、手が温かいもんな。気にする必要ないよな……」

　高校卒業したら、湯たんぽになろうかな……。もしくはヘナチョコっていう、麦チョコに続く新しいお菓子になろう。

「あ、ユタカさんがホッカイロになるなら買いますよ。チョコになるなら、私が食べたいですー」

「アガサは心が読めるくせに、何で空気が読めないのかしら、ねっ？」

　リタがアガサの口に指を突っ込んで、左右に引っ張った。

「いふぁいへふー（痛いです）」

「そのままユタカくんごめんなさい、って言いなさい」

「がっきゅうふんこ（学級文庫）」

「そんなネタを挟めとは言ってない」

　裕ユタカが掌てのひらを見つめる。

　五十メートルの瞬間移動というのは、そんなにショボい能力なのだろうか？

　いや、自分の中の才能の善よし悪あしを決めるのは他人じゃない。自分だ。

　ついでに言うと、アガサがさっきから、裕に対しても饒じよう舌ぜつに喋しやべってくれているのが、嬉うれしい。

　彼女もある程度、裕に慣れてくれたのだろうか？

　プラス思考からのセルフリカバリは、裕の得意技だ。

　沈んだ気持ちを前向きに戻すと、裕は顔を上げた。

「大丈夫だ。気にしてないっ。リタもアガサを放してやってくれ」

「何か言ったかしら？」

　ちょっと目を離している間に、リタの指先によって、アガサの素朴なショートカットが、編み込みオシャレヘアーに改造されていた。

「放して下さいっ。ユタカさんが見てますっ」

　アガサが手足をバタつかせて抵抗する度に、リタの指先が踊って三つ編みが一本増えていく。

　大人しい素朴な印象があったアガサも、こうして見ると整った綺き麗れいな目鼻立ちをしている。大きくなったら美人になるかもしれない。

「私はユタカさんと同い年ですっ」

　アガサは裕の手を放して、布団ふとんを頭にかぶり直すと、裕に背を向けて座り込んでしまった。「見ないで下さい……っ」布団の隙すき間まから、モゾモゾと編み込みを解いていっているのが見える。

　アガサで遊び終えたリタが、裕の方に向き直った。

「しかし、違う世界から来た、何も知らない超能力者……ね」

　リタの舐なめ回まわすようなネットリとした視線が、裕の表面を這はった。

「何だよ……？」

「ユタカくん。アガサの言葉を借りるわけではないけれど、超能力だけが君の価値を決めるわけじゃないわ。むしろ、今の君には超能力よりも優れた才能があると思うの」

「才能？　それは何だ？」

　裕ユタカが期待して身を乗り出すと。

「ユタカくんは……、ノリが変っ！」

　グッと親指を立てて、リタが自信満々にそう言った。

　それって良いところなんだろうか？

「……上げて落とすのが楽しくなったのか？」

「え？　違う違う。本心から褒めてるのよ」

　ジト目でリタを睨にらむ裕に、リタが手を振って否定する。

　裕は拗すねた様に、わざとらしく唇を尖とがらせた。

「ああ、もう。そんな拗ねないでってばッ！」

　焦じれたようなリタの声。

　すると、突然、リタが裕の右手を掴つかんだ。

「真剣に話を聞いてっ」

　そう言って、リタが裕の右みぎ掌てのひらに、自らの左手を合わせる。

　何をされているのかと見ていたら、あれよあれよという間に、リタに指を絡からめられていた。指と指との間に相手の指が滑りこむ、いわゆる恋人繋つなぎで用いられるあの状態である。

「……何してるんだ？」

　さすがに声がうわずった。

　裕が、驚きと緊張と胸の高鳴りの入り混じった、変な顔になる。そんな裕に追い打ちをかけるように、リタがもう片方の手を添えて、裕の右手を包み込んだ。

「ユタカくん」

　リタが顔を寄せてきた。

　目力が強い。リタの印象的なモデル顔が、至近距離で裕の瞳ひとみを覗のぞき込こみ、彼女の吐息が裕の髪を揺らす。鼻孔を甘い髪の匂においがかすめた。

「っ……」

　さすがに裕も、美人にここまで接近されれば、息を呑のんでしまう。

「この世界に来た君に、他の目的があるのなら、私達たちはそれを邪魔するつもりはないわ」

　一言一言に思いを乗せて、リタが言う。

「だから、これは純粋なお願いなの。私達は今、どうしても乗り越えなきゃいけない問題に直面しているの。自分たちでもどうしていいか分からないような問題よ」

　裕の手を握るリタの手に、力が篭こもる。

「でも、もしかしたらユタカくんなら、それを何とか出来るかもしれない」

　リタの髪が揺れた。

　裕ユタカを見つめる瞳ひとみには、微み塵じんの嘘うそ偽いつわりも無かった。あるのは、純粋な願いのみ。

「ユタカくん──私達たちを助けては貰もらえないかしら？」

　異世界で出会った、やたら「ノリの軽い（でも、ちょっと気が合う）」美女が、恋人のように自分の手を取って、『助けてくれ』と、懇願してくる。

　マンガなどにはありきたりな展開だとも思ったが、自分が直面すると、こうも胸が弾むものなのか。

　王道展開って、凄すごい。




「君の力を貸してほしいの」




　リタが唇を開く。

　しかし、

「無知で脳天気でノリの軽いユタカくんの人格は、もしかしたら、私達を救う切り札になるかもしれないの」

　否定されている気しか、しなかった。





　　　＊






「それよりお腹なかすかない？　外でご飯でも食べながら話しましょう」

　消沈しつつも、「助けてほしいことって何だ？」と、聞き返した裕に、リタが提案した。

　先刻までのシリアスな表情が、嘘みたいな朗らかスマイルだった。

「お腹すきました」

　アガサの鶴つるの一声。

「じゃあ、行きましょうか」

　こうして、裕達は屋外に出ることになった。

　病院のような作りの廊下を抜けて、建物の入り口にぶら下がったしめ縄をくぐると、陽ひの光が、裕の瞳どう孔こうにチクリと刺さった。

　建物の外は、緑あふれる丘の上だった。

　見通しの良い高台から、くねくねとした道が眼下の街へと続いている。街の向こうには、大きな橋の掛かった海も見えた。

　道を下って行くと、ポツリポツリと民家が見え始める。

　いつしか住宅街へと出た。

　屋根の色がやたらカラフルだったり、先鋭的なアートみたいに、形が小こ洒落じやれている家も多いが、建物や町並み自体は、裕ユタカの世界とそう代わり映えがしない。

　人ともチラホラとすれ違う。何人かはアガサやリタに挨あい拶さつをしてきた。

　のどかな町並み。見知った作りの建造物に、自分が違う世界から来たということを忘れそうになるが、無造作に置かれた鳥居や、民家や電柱に巻きつけられたしめ縄なんかが、至るところで目につき、「異世界なう」という現実を忘れさせてくれない。

「……なぁ、何なんだアレ？」

「あれって？」

「その辺に転がってるしめ縄とか鳥居とか。意味があってこんな物が置かれてんのか？」

　リタとアガサがこちらを振り返った。

　何か変な質問でもしただろうか？

「ああ、そっか。ユタカくんはこの世界について、何も知らないんだっけ？　えーっと、これはね。……アガサ、説明してあげて」

「はい」

　頷うなずくと、アガサが裕の方へ寄ってきた。

　そして、裕の手を握る。「えっと……。鳥居としめ縄についての説明でしたね？」裕を見上げて確認をとると、うーん、と頭を捻ひねった。

「あれはカミサマの入り口なんかに置かれている物でしてね……。あ、ユタカさんの世界でも、神社なんかにはしめ縄も鳥居もあるんですね」

　どうやら、アガサは裕の頭の中を読みながら、裕に説明をしてくれようとしている様子だった。

　確かに、こうして説明すれば、双方の食くい違いなどもなく、合理的だと裕が感心する。

「まずはユタカさんの世界について、教えてもらってもいいですか？　……成る程。分かりました」

　問われた裕が口を開きかけた瞬間に、アガサが頷いた。

　どうやら、既に裕の世界についての概要を理解したらしい。

「ユタカさんの世界って、私達たちの世界とそう変わらないんですね」

　それが、アガサの感想だった。

　実際に異世界に来た裕には、違うところばかりが目についてしかたがないのだが、まぁ、良いだろう。

「まず、鳥居としめ縄についてなんですが。私達の世界でも、元々、これらは神社にしか無いものでした。五年前のある事件がきっかけで、カミサマに対して親近感を覚えるようになった人達たちが、勝手に作ったりするようになっちゃったんです。だから、これらに宗教的な意味とかは、無いと思って頂いて結構です」

「やってみると、これが意外と流は行やっちゃったのよね。コストもそんなに掛からないし、カミサマへの熱烈愛情アピールにもなるって言うもんで、皆競ってしめ縄巻き巻きしてるのよ。……もちろん、してない人も幾らかいるけど」

「ずいぶんフランクにカミサマに絡からんでくんだな。この世界の人って……」

　さすがの裕ユタカも、それには畏おそれ多いとおののいてしまう。

「いえ、本当にフランクな方なんですよ。カミサマって」

「……私はああいう食くえない感じのフランクさが、不気味だって思うけどね」

　まるでカミサマに会ったことがあるような口調で、二人が言った。

　住宅街を抜けて、街の中心へ近づくに連れ、人の数が増えてくる。

「お疲れ様です」

　すれ違った少女が、リタに声を掛けた。

　少女の服装は、リタやアガサと同じ制服だった。

　少女だけではない。すれ違う人の中にも、リタやアガサと同じ服を着た同年代ぐらいの女の子は何人も見受けられた。同じようなジャケットを着た同年代ぐらいの男の子も、チラホラ目につく。男の子の方は、スカートがズボンになっていた。

　こうして見ると、リタやアガサの服は、何か学校の制服のようにも、見えないでもない。

「なぁ、それって何かの制服なのか？」

「そうよ。何だと思ってたの？」

「仲良しのペアルック？」

「確かに私達は仲良しだけど、これは超能力者であることを示す制服よ」

「代表の腕の腕章は、代表がこの地区の超能力者の代表である事を示しているんですよ」

「えっと……。ああ、つまり。リタの腕章は、リタがここの超能力者の代表である事を示してる。って事な」

　会話の中に『代表』という言葉が三回も出てきて、少し分かりにくかった。

「肩書が呼び名なのもいいけど、こういう時分かりにくいな。仲良しなんだったら、『代表』なんて呼び方、しなくてもいいんじゃないか？」

「今、ユタカくんはとても良いことを言った！」

　ぐわしっ。と、リタに肩を掴つかまれた。

「アガサ。私のことは気軽にリタちゃんって呼んでくれていいのよ」

「呼びにくいので、結構です」

「ああ……そう」

　リタの声が失意に萎しぼんだ。

「じゃあ、この服着てんのが、全員超能力者なのか？　ゴロゴロ居るな。超能力者」

「ええまぁ、この街は地域の大半が超能力者が住んでる所だから、住人の四人に一人ぐらいが超能力者よ」

「一応、この場所が超能力者の勤務地になってるんです。地方に住んでる超能力者も、仕事の時間になれば、瞬間移動の超能力者に送られて、ここに来るんですよ」

「ちなみに、制服を着てるのは勤務中の超能力者だけだから。私服の中にも何人か超能力者が居るわね」

「そうなのか。……え？　じゃあ、二人も勤務中って事か？」

「ええ」リタが頷うなずく。

　何の仕事をしているのだろうか？

「街で拾った、得体の知れないユタカさんの取り調べです」

「お、おう……お疲れさん。ユタカさんの得体は知れたか？」

「悪い人物ではなさそうだけど、まだ信用に足るかは分からないわね」

「公務的にはともかく、個人的にはユタカさんを信用してますよ」

　職務中の二人は結構手厳しかった。

　そんな会話をしている内に、目指していた目的地に着いた。

　そこは一見すると民家のような店構えの、レストランだった。

　玄関の扉を開けて中に入ると、「いらっしゃいませ」の声とともに、奥から店員が出てくる。

　民家のような外見に反して、内装はしっかりとレストランらしくしており、白いクロスの敷かれた小奇麗なテーブルと椅い子すが、規則的に並べられていた。店内はとりわけ広いわけではないが、テーブルの数が少ないため、狭くは感じない。

　雰囲気の良い店だった。

　リタと店員は顔見知りらしく、世間話を交わしながら、三人は席へと案内される。四人がけのテーブルに、裕ユタカの対面にリタとアガサが向かい合う形で腰掛けると、目の前にメニューの冊子を置かれた。

「それではごゆっくりー」

　店員が去っていく。

「ユタカくん、じゃんけんって分かる？」

　突然リタがそんな事を言い出した。「グーがチョキに強かったりする、あれのことか？」

「なら、話は早いわね。じゃんけーん……ぽんっ」

　咄とつ嗟さにじゃんけんを振られて、裕ユタカも反射的に手を出した。

　リタ、チョキ。アガサ、グー。裕、パー。

「あいこでしょっ」「しょっ」「しょっ」

「わたしの勝ちですね」

　あいこを三度繰り返し、最終的には、リタ、グー。アガサ、パー。裕、グー。のアガサの一人勝ちで決着が着いた。

「男気を見せましょう」

「ありがとう。ご馳ち走そうになるわ」

　胸を張るアガサに、リタが拝むように手を合わせる。

「今の、そういうじゃんけんだったのか？」

「そうよ。私達たちの間では、時々こうしてるの」

「「ねー」」

　リタとアガサが顔を見合わせて、声を揃そろえた。

「悪い、ルールを理解してなかった。もう一回仕切りなおすか？」

「構わないわよ。ユタカくんが勝った場合はユタカくんに奢おごってもらうつもりだったから」

「ていうか普通、負けた方が奢るんじゃないのか？」

「細かいことは気にしないでください」

　そう言って、この話は終わりと言わんばかりに、二人はメニューに目を落とした。

「お腹なかすいてるから、遠慮しないで好きなものを注文させてもらうわよ」

「はい、どうぞ。ユタカさんも、遠慮しないで沢山注文してくださいね」

　何だか、この世界で使える紙幣を持っていないであろう裕に、気を遣わせない形で奢る形式を整えられたような気がする。

「……いつか、返すな」

　定さだかではない約束をすると、「その時は、またじゃんけんをしましょう」とアガサに言われてしまった。

「何食べるか、決まった？」

「ああ」

　まだメニューを開いていない裕だったが、基本的にメニューを選ぶのに時間がかかるタイプではない。店員が来てからでも、十分に決められるだろうと、頷うなずいた。

「はーい、お呼びー？」

　リタが手を上げると、先ほど出迎えてくれた店員が楽しそうに寄ってきた。

「いつもの」

「いつものです」

　思いの外、女性陣の注文が早く終わる。

　裕ユタカは急いでメニューを開いたのだが、目に飛び込んできたメニューの中の文字の羅列は、裕には理解できなかった。

　日本語が通じるのでうっかり忘れていたが、そういえばこの世界の言語が読めないんだった。

「あ、良かったら読み上げようか？」

　裕の様子を察したリタが声を掛けてくれるが、とりあえずメニューの写真を指で示して、肉料理っぽいものをお願いした。

「はい、かしこまりましたー」

　軽やかな足取りで去っていく店員の後ろ姿を見送ると、リタが裕の方に向いた。

「そういえばユタカくんは、この世界の言葉が分からないのね」

「これやっぱ文字なのか？　俺には、記号の羅列にしか見えない」

「困った時は、周りの人に読んで貰もらえばいいわよ」

　そう言ってリタはメニューを開くと、「ちなみにこれは、炭火焼き。こっちはパンって書いてあるのよ」等と、解説してくれる。

「しかし、ご都合主義的な展開だけど、日本語が通じるのは助かったよな。言葉が通じなかったらって思うと、正直言ってゾッとする」

「ユタカくんが使ってる言語って、ニホン語っていうのね」

　自分も日本語を使っておきながら、興味深そうにリタが裕の発言に言葉を返す。

「ちなみに、ユタカさんの使っている言語は、私達たちには通じませんよ」

「え？　だって二人共、日本語使ってるじゃないか？」

　アガサの発言に裕が目を丸くする。

「えっと、ですね。結論だけ申し上げますと、この世界では言葉が耳に入った瞬間に、音が自分に最も馴染みのある言葉に、変換されるようになっているんです」

「それも超能力なのか？」

「そうよ。この辺りの仕組みを説明すると、結構面倒なんだけど。簡単に言えば、空気振動を操る超能力とか、どんな言語でも理解する超能力とか、言語翻訳に使えそうな超能力は色々あったのよ。それを言語翻訳のアルゴリズムに組み込んで、世界中、どこでも誰でも自国語で会話が出来るようにしているの」

「これが出来る前は、私みたいな心を読む超能力者が、翻訳に用いられていたんですよ。超能力者は各個人で持っている能力が違いますから、人類の発展には超能力者同士の協力は必ひつ須すでした。各国間の超能力者同士の協力体制の強化には、言語の壁を取り払うことは最重要課題でしたものね」

　話についていけなかった裕ユタカだが、とりあえず分かった顔をして、頷うなずいておいた。

「……。じゃあ、二人が喋しやべってるのは、日本語じゃないってことか？」

「そうよ。何なら、試しに聞いてみる？」

　そう言うと、リタは席を立って、裕に歩み寄ってきた。

　リタは裕の隣に立つと、

「ちょっと失礼するわね」

　と言って、裕の頭を自分のお腹なかに引き寄せた。

　リタの腹部に右の頬ほおを押し付ける形で、裕の頭が固定される。

「何すんだよっ」

　突然のスキンシップに慌てふためく。リタから離れようとする裕を押さえつけて、リタが満足気に笑った。

「分かるでしょう？　ユタカくんの子よyE,ukuwn.Yu-ta-ka,l,juj」

「んっ？」

　右耳と左耳で、違う音が聞こえた。

　どっちも間違いなくリタの声であったが、空気にさらしている左耳からは、日本語をしゃべるリタの声が聞こえ、リタのお腹に押し付けている右耳からは、訳の分からない無声音を連発するリタの声が聞こえた。

　耳を疑うように、裕がリタの腹部に耳を強く押し付ける。

「きゃん（[image: ]）」

　わざとらしくリタが体を震わせた。そのときの声でさえ、右と左で別々の音が聞こえた。

　裕がリタから離れる。

「こんな感じで、しっかり空気を介すれば、私達たちに言語の壁はなくなるの。あくまでも空気を介しているから、直接体の振動に耳を当てれば、多少は原語が聞こえるでしょう？」

　そう言って、リタが裕にドヤ顔横ピースをした。確かに、改めて注意深く見てみると、口の動きと聞こえてくる言葉に違和感を感じる。

「ほー……」

　初めて散歩に連れ出された犬みたいな顔で、裕が頷いた。

　すると、リタが裕の体にもたれるように、裕の胸に手を添えて腹に頬を押し付けてきた。

「何をしてんだ。おい」

「今度はユタカくんの番。ニホン語っていうのを、聞かせて？」

「あっ、私もユタカさんの言葉、聞いてみたいですー」

　言いながら、席を立ったアガサが、テーブルを回って駆け寄ってきた。背後から裕ユタカに顔を押し付けてくる。

　何か、気がつくと、前と後ろから女の子にサンドイッチされていた。

「何この状況？」

「これがニホン語ですか!?」

「凄すごぉーいっ」

　二人が大喜び。なんだか楽しそうな二人を見ていると、裕のサービス精神が強く刺激された。女の子にひっつかれている気恥ずかしさも忘れて、調子に乗って次の一言。

「今、蹴けったの分かるか？　あんたの子だぞ」

「お、お待たせいたしましたー」

　突然、声が聞こえた。

　声の方向へ振り返ると、先ほどから相手をしてくれていた店員が、笑え顔がおでテーブルに三人分の料理を並べていた。













「わぁ、美お味いしそうですー」

　いつの間にかアガサが一人だけ、テーブルに戻っていた。

　恐らく小動物の本能が店員の接近を察知し、小柄な体たい躯くと黙っていれば影の薄い外見を活いかし、気取られずに「自分だけテーブルに戻った（退散した）」のだろう。

　裕ユタカの腹に顔を埋うずめたまま、リタの顔が青ざめていく。

「……言い訳をさせてもらえないかしら？」

　料理を並べ終えて、裕達たちに背を向けた店員に、裕から離れながらリタが声を掛ける。

「ちょっと出かけて来るね。お皿、そのままにしておいてくれたら良いから」

　店員がエプロンを脱いで、手近にあった空席の椅い子すに引っ掛けた。

「い、急ぎの用事なの？　出来れば可及的速やかに誤解を解きたいのだけれど」

「情報と魚料理は、鮮度が命だから」

　店員はすごくいい声でそれだけ言い残すと、「ちょ、待っ」止めようとするリタを尻しり目めに、「うっはー。皆、聞いて聞いてーっ」と声を上げながら、脱だつ兎とのごとく走り去っていった。

　店内には出来立ての料理と、三人だけが残される。

　料理のいい匂においが漂ってきて、そこには店員の走り去っていった方向に手を伸ばしたまま、動けなくなってしまっているリタが居た。

「いただきまぁーす」

　先んじて、アガサが手を合わせた。

　楽しい食事が始まった。





　　　＊






「……噂うわさにされた。絶対、噂にされた……」

　テーブルに肘ひじをついてリタが頭を抱えている。彼女の片手に握られたフォークは、さっきから皿の上のスパゲティみたいな麺めんをクルクルするばかりで、一向に口に運ばれていく様子は無い。

「ユタカさんも遠慮せずにどんどん食べて下さいね。男の子なんですから。テーブルマナーなんて気にせず、モリモリ食べるのが、男の子のマナーですよ」

　隣で意気消沈するリタに遠慮すること無く、アガサが目の前に置かれた魚料理を、箸はしの先で器用に骨を避けながら、パクパクと口に運んでいた。

「お、おう」

　ゾンビみたいになっているリタをチラチラと窺うかがいながら、裕ユタカも料理を口に運んだ。普通に、美お味いしかった。

「そういえば、俺に助けてほしい事って、何だったんだ？」

　せめてリタの気を逸そらそうと、何気なく話題を振ってみる。

　カチャリ。

　と、音を立ててリタのフォークが止まった。

　リタはフォークを置くと、裕の方を向いた。

「食べなくて良いのか……？」

「ええ」

　リタが頷うなずく。

　冗談ばかり言っていたリタの表情が、固く強こわ張ばった。

　どこか、目が悲壮な色に滲にじんでいた。

　突然、どうしたというのだろう？

「代表。ユタカさんが戸惑ってます。ご飯は楽しく食べるものですよ」

　いつもと違う低い声音で、アガサが言った。

　息を呑のんで、リタがアガサの方を振り返る。

　リタと目が合うと、アガサはニコニコとした笑みを浮かべた。

「……あの、」

「はい、あーんです」

　口を開きかけたリタの口に、アガサがフォークの先で塊になっていたリタのスパゲティを突っ込んだ。

　驚いている様子のリタだったが、口の中に放ほうり込まれた料理をしばらく咀そ嚼しやくして、コクンと飲み込んだ。

「……美味しい」

「私が代わりにお話ししましょうか？」

「良いわ。自分で出来る……」

　そう言って、リタが裕の方に向き直った。

　先ほどとは、違う。真剣だけれど、思い悩んでいる様子のない、しっかりとした瞳ひとみ。

「君にお願いしたいことはね」

　言葉を選ぶように、リタが喋しやべり始めた。

「神み子こ……君が街で出会った女の子の事を覚えているわね？」

「エルの事か？」

「ええ。お願いというのは、その子のことなの」

　そう言って、リタは考え込むように唇に手を当てた。

「今から私はユタカくんの情に訴えかけるような事を言うわ。だから、先に聞いておきたいのだけれど、何でユタカくんはこの世界に来たの？」

「何で？」

「何か目的があって、こっちに来たのよね？」

「いや、エルにも同じ事を聞かれたんだけど……。気がついたらここに来てたんだ。どうやって来たかも分からないし、どうやったら帰れるのかも……今のところ、分からん」

「じゃあ、こっちの世界でやるべきことっていうのは、今のところ無いのかしら？」

「やるべきことか……」

　聞かれて、考えこむ。

「やるべきことってわけじゃないけど、昨日きのうそのエルって女の子と、ひとつ約束をしたんだよな」

「約束？」

「まぁ色々あって、今もまだ有効かは分からないんだけど……」

　別わかれ際ぎわのエルに、この約束は破棄されてしまっているけれど、一度はした約束だ。一方的に破棄されたからといって、男が違たがえるわけにはいかないだろう。




「エルって女の子を、幸せにするって、約束してる」




　カンッ。

　ガラスの鳴る音。

　見ると、アガサが水の入ったコップを、床に落としてしまっていた。

「大丈夫か？」

　テーブルの上のおてふきを取って、裕ユタカが立ち上がる。

　コップの中身は殆ほとんど残っていなかったので、結果的には空のコップが地面に落ちてしまっただけだった。

「割れなくてよかったな……おい、大丈夫か？」

「……ごめんなさい。取り乱しました」

　答えながらも、アガサは心ここにあらずといった様子だった。

　アガサの前にコップを戻して、裕が席につく。

「ユタカくん、それ……誰と約束したの？」

　問いかけるリタの声が、少しだけ震えていた。

「そりゃ……」

「待ってください！」

　口を開きかけた裕ユタカを、アガサが制した。

　テーブルの向こうから手を差し出してきて、

「握ってもらってもいいですか？」

「ん、ああ……」

　裕が、その手を取る。

「……じゃあ、答えてください」

　明らかに様子のおかしい二人に、戸惑いながらも、裕は正直に答えた。

「約束した相手は、そのエルって女の子、本人とだ」

「あり得ないわ」

「嘘うそはついてません」

　ひどく驚いた顔をしながら、アガサが即答した。

「……ユタカさんは、本当のことしか言ってません」

　アガサの声も驚きよう愕がくに震えている。

「そんな……。でも、まさか」

　アガサの緊張が伝でん播ぱするように、リタの表情も驚きの色に染まっていった。

　彼女達たちの心拍数が急激に上がっていくのが見て取れる程、二人が興奮しているのが感じ取れた。

「あり得ないことですか……？　私の能力が間違っている可能性も……」

「待って。……何も知らないユタカくんを見て、神み子こが私と同じことを思ったのなら……」

「おい、何の話だよ」

　声を掛けるが、リタはブツブツと何かを呟つぶやくだけで、裕の方を向かなかった。

「そっか。そういうことか……」

　リタが何かを呟く。開いている手でコップを掴つかむと、中の水を一気に飲み干した。コップをテーブルに戻す。

　俯うつむいたリタがどんな顔をしているのか、裕には見えない。

「ユタカくん……」

　俯いたリタが裕を呼ぶ。

「私達が君にお願いしたいことはね」

　顔を上げたリタの瞳ひとみが、裕を捉とらえた。

　真剣で、艶なまめかしい眼まな差ざしに見つめられ、裕ユタカは思わず息を止めてしまった。

　リタはお願いを口にした。




「──君に、エルと言うその女の子を、幸せにしてあげてほしいの」




　どうして、彼女達たちがこんな事を言うのかは分からない。

　だが、それは元より、エルと約束していたことだった。

　勿もち論ろん、裕は迷うこと無く承諾した。





　　　＊






　食事を終えると、空になった食器を重ね、テーブルの上に放置して、三人は店を出た。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　店を出る時、アガサに手を合わせる。

「おいしかったですね。また行きましょう」

　これまでと変わらぬ笑え顔がおで、アガサが返事をしてくれる。

「あ、そうだ。ちょっと待っててください」

　何かを思いついたようにそう言うと、アガサは再び店の中へと戻っていった。

　何か忘れ物でもしたのだろうか？

　リタと二人で店の前に残される。

「なぁ」

「何かしら？」

　リタの調子も、食事が終わる頃には元に戻っていた。

「何でリタもあのエルって子も、俺にそんな事を言うんだ？」

「……神み子こを幸せにして、って話？」

「そうだ」

　裕が頷うなずくと、リタが唇に手を当てて、裕をジッと見つめた。

「……出来れば、理由は聞かないでほしいって言ったら、聞かないでいてくれる？」

「何でそんな言い方するんだよ？」

「ユタカくんのためよ」

　きっぱりと、リタが言い切った。

「……ごめんなさい。今の言葉には、語弊があるわ。……結局は、自分のため」

「別に、理由なんて聞かなくてもいいけどさ。……そもそも、あのエルって女の子は何なんだ？　ていうか、今あの子はどこに居るんだよ？」

「あの子は、……そうね。この世界で絶対に幸せにならなければならなくなってしまった女の子かしら。今、どこに居るかは分からないわ」

「分からないって……。それじゃ、幸せにするしない以前に、会うことが出来ないじゃないか」

「会うことは出来るわ。テディの現れる場所に、彼女は絶対に現れるから」

「あのクマか……」

「テディは、ああして街に現れては、街を破壊して回っているの。あれについて分かっていることは、あれらが何らかの超能力で動いてるって事だけ」

「あれ、人が動かしてるのか？　……何で？」

「理由は明かされてないわ。あれを操っている超能力者のテロリストは、要求も無く、意味も無く、街を破壊して回ってるの」

「意味も無く、あんなのが人を襲ってるっていうのか？　タチが悪いな……」

「ええ。でも、理由は明かされてないだけで……何となくなら、想像もついてるのだけれど」リタが、小さな声で何かを呟つぶやいた。

「すまん、何て言った？」

「何でもないわ。とにかく、神み子こは必ずテディの現れる街に、現れるの」

「何でなんだ？」

「……テディ達たちと戦って、倒すため」

　リタに言われて、裕ユタカは戦せん慄りつした。

　クマのヌイグルミの恐ろしさについては、裕も身にしみて理解していた。記憶の中のエルは、ハンドガンを持っていた。もしかしてあの武器は、クマのヌイグルミと戦うためのものだったのだろうか？

「あんな女の子が、たった一人でか……？」

「ええ」

　リタが頷うなずく。

「私達超能力者も、それを良しとはしていないわ。当面の私達の目的は、テディの出現する街に現れる神子を保護すること。……と言っても、いつも彼女には逃げられてしまっているのだけど」

「何で？」

「……彼女は、超能力者が嫌いなの」

「……」

　エルが突然俺を嫌いだと言った理由。

　それが、俺が十七歳で、超能力者だからだとしたら……。

「彼女の保護が成功すれば、ユタカくんは神み子こに会えるわ。その時、ユタカくんには、彼女を幸せにしてあげてほしいの。……たった一人で戦うしか、生きる理由を見つけられなかった女の子を。君が」

　リタが言う。

　その時、店の扉が開いた。

「お待たせしましたー」

　店の中からアガサが現れる。

「おかえり。忘れ物にしては、遅かったわね。何をしてたの？」

「忘れ物じゃありませんよ。勝手にですがハサミをお借りして、これを作ってたんです」

　そう言って、アガサがリタにお守りのような形の小袋を見せつけた。紺色の生地に白のヒモが巻かれた上品な小袋だ。

「あら」リタが口元を掌てのひらで押さえた。

　アガサはそれを裕ユタカの方に差し出すと。

「ユタカさんに、もし良かったら、受け取って下さい」

　と言って、裕の掌に乗せた。

「おお。ありがとう。……何だこれ？　何が入ってるんだ？」

「中身は、私の髪の毛です」

　何気なく聞いてしまった事を後悔した。

　小袋を受け取った裕が、凍りつく。

「ちゃんと説明しないと、変な女の子って思われちゃうわよ」

「はわっ。いえ、ユタカさん。それは違くってですね！　えっと……ユタカさんには、それを肌身離さず携帯してほしくて、用意したんです！」

「お、おう……。えっと……」

　髪の毛を常に持ち歩いていてほしいという事だろうか？

　何とか良心的な解釈は出来ないものかと考えてみたが、ドン引きだった。

「引かないで下さいっ。違うんですーっ！」

　目に涙を溜ためていくアガサ。

　その様子に、リタがため息を吐くと、アガサに代わって裕に説明を始めた。

「心配しなくても、大丈夫。これはユタカくんが思っている様なものじゃないの。私もお揃そろいの物を持っているわ」

　そう言って、リタがジャケットの内ポケットから、裕ユタカが持っているのと同じ小袋を取り出した。

「何なんだこれ……？」

「これを持っていると、直接触らなくても、アガサが超能力を行使できるの。つまり、持っているだけで、アガサに心を読んで貰えちゃうアイテムってことね？」

「心を読まれるのか!?」

　そういえばさっき、何も言ってないのに、アガサが『引かないで下さい』と、裕の心を読んだように反応していた。

「何で今更テンパってるの？　さっきまで散々読まれてたじゃない」

「そういえば、アガサは触れた相手の心を読む超能力が使えるんだったっけか」

　勿もち論ろんそのことは理解していた。

　しばらく普通に会話をしている間に、失念していただけだ。

「あ、あの……嫌だったら、捨てて頂いても……」

「心配しなくても、アガサはプライバシーに関かかわることまで読んだりしないわよ。読まれるのは、せいぜいこれから言おうとしていること、伝わってほしいことぐらいよ」

「なら、問題ないな」

「ええ。あると便利よ。対面に人が居ても、アガサに自分の意志をこっそり伝えられたりするし」

　裕は受け取った小袋を、学ランの内ポケットの中にしまった。

「あの……。渡しておいてこんな事を言うのも何ですけど。ユタカさん……、人を疑うことも、時には重要ですよ」

「そうか？　まぁ、知らない仲じゃないし、別に良いだろ？」

「私達たちは今日きよう、初めて会ったんですよ。……いつかユタカさんが、悪い女の人とかに騙だまされちゃいそうです」

「そうならないように、アガサがユタカくんを捕まえておけばいいじゃない」

「何言ってるんですか、代表ーっ！」

　アガサがリタをポカポカと叩たたく。

「もう、知りません。代表なんて知らないです」

「あらあら。嫌われちゃった」

　アガサが頬ほおを膨らまして、そっぽを向いてしまった。リタは楽しそうにニヤニヤと笑っていた。

「ところで、ユタカくん。この後行くあては、勿もち論ろん無いのよね」

「行く宛？」

「今晩寝る所はあるの？　出来るなら、ユタカくんには神み子こを幸せにするまで、ここに滞在してほしいんだけど」

　どうやら、リタは裕ユタカに住む所を提供してくれようとしている様子だった。

「そりゃ、願ったり叶かなったりだが、そこまで世話になっていいのか？」

「いいわよ。どうせ、空いている部へ屋やは幾らでもあるし。私達たちとしても、ここに居てくれた方がありがたいわ」

「そっか。……悪いな」

「いいえ、こちらこそ」

　リタがニコリと笑う。

　そして、その場で背伸びをして肩をグルグルと回した。

「じゃあ、ユタカくんとの楽しいお話はこのぐらいにしましょうか。私もそろそろ本部に顔を出さないと。アガサ、悪いんだけれど、あがる前にユタカくんに部屋を用意してあげてくれる？」

「分かりました。お安いご用です。中央区の辺りで構いませんね」

「ええ。それじゃあ、お疲れ様」

「お疲れ様です」

「ユタカくんも、またね」

「おう」

　手を振ると、裕達に背を向けたリタが、ポケットから長方形のカードを取り出して、表面を指先でなぞり始めた。

「何やってんだあれ？」

　見様によっては、少し薄めのスマホをイジっているようにも見える。

「あれは、通信端末です。移動のために、瞬間移動の超能力者を呼び出しているところですね」

「へぇ」

「後で、ユタカさんにも端末をご用意しますよ。無いと不便ですからね」

「あ、連絡先決まったら、教えてねー。休日にいっぱい無駄話でもしましょう」

「代表、最後にお休み取ったのいつですか？」

「……半年前」

　半年に一回の休日を、無駄話に使ってしまっていいのか、代表。

「超能力者って激務なんだな」

「そうでもないですよ。部署にもよりますが、忙しいところでも七日に四日は休めます。私も月に五日ぐらいしか働いてません。代表は、代表なので、別格です」

「とはいえ、アガサは私の補佐もやってくれてるから、休日出勤の多さは他の子の比じゃないんだけどね」

「指が止まってますよ、代表」

「分かってるわよぉー。うう……もっとお喋しやべりしたい……」

「ちなみに一番楽な部署は、瞬間移動の超能力者さんの部署です。彼らは月に一時間ぐらいしか働きません。それでも、まだ人数が居すぎて飽和しています」

「瞬間移動の超能力者が妬ねたましい……くすんくすん」

「仮に代表が瞬間移動の超能力者だったとしても、代表になった時点で結果は同じです。いちいち指を止めないで下さい」

「一応、俺も瞬間移動の超能力者なんだけど、そこで働くことになるのか？」

「うーん……。ユタカさんの瞬間移動は五十メートルしか飛べませんからね。はっきり言って、瞬間移動の超能力者として働いたら、月ゼロ時間勤務かもしれません」

「ユタカくんの瞬間移動の超能力は、妬ましくない……くすんくすん」

　うるせぇやい。

「それでは、私達たちがここに居たら、代表がいつまで経たっても動かないので、そろそろ行きましょうか」

　さっきから、アガサがリタに対して少々手厳しい。

　……もしかして、先ほどからかわれたのを根に持っているのだろうか？

「ユタカさんを捕まえておくというお話でからかわれたことなんて、全然気になってません。むしろ、もう忘れました」

　ユタカの考えを読んだアガサが、目ざとく指摘してくる。

　しっかりバッチリ根に持っている様だった。

「持ってませんって」

　アガサが眉まゆをムッとさせて主張する。

　そんな他た愛あいのないやりとりをしていると、それは、なんの前触れもなく鳴り響いた。

『特別警戒警報。特別警戒警報』

「んっ、何だ？」

　突然、頭の中に女の声が鳴り響いた。鼓膜を通さず、頭の中に音声情報が直接流れ込んでくるような感覚だった。

『お知らせします。テディの出現予告が発表されました』

　女の声が更に続く。得体の知れない声の気持ち悪さに、思わず耳を塞ふさいだが、お構いなしに女の声は裕ユタカの中に入ってきた。

「何なんだよ、これっ？」

「しっ。少し、静かにして」

　リタに指摘される。見ると、リタとアガサも裕と同じ様に、頭のなかに声が聞こえている様子で俯うつむいていた。戸惑う裕とは違い、二人は真剣な表情で声に耳を傾け、意識を集中させていた。

「何か、重要なことなのか……？」裕も、彼女達たちに倣い、気持ち悪さを飲み込んで、声に意識を集中させる。

『テディが出現する場所は、西区七番、出現開始時刻は二十時です。テディが出現する場所は、西区七番、出現開始時刻は二十時です。現在、西区七番並びに周辺エリアでの活動を行っている方は、速やかにエリア外に避難して下さい。繰り返します……』

　再び、頭から同じ文章がもう一度繰り返された後、頭の中の声は消えていった。

　顔を上げると、先ほどまで声に耳をそばだてていた二人も、裕の方を見ていた。

「驚いた？」

　目を丸くする裕に、リタが聞いてくる。

「何だったんだ、今のは？」

「テレパシーって分かります？　頭のなかで思っていることを、離れている相手に伝えることが出来る超能力者がこの世界にはいて、私達はそれを緊急時の連絡網代わりに使ってるんです」

「自然災害時の警告目的で作ってたんだけど、今はもっぱら、テディの出現予告の告知に使われてるわ」

「出現予告？」

「ええ。……テディ、あのユタカくんが出会ったクマのヌイグルミ達はね。現れる前に犯行予告を行うのよ。何時から何時の間で、ここに現れますー……みたいなね」

「何のために？」

「さぁね。……でも、予告のおかげでテディ達による被害は、今のところ非常に軽微で済んでいるわ」

「建物は派手に壊されちゃうんですけどね。人が怪け我がするのに比べたら、建物なんて簡単に直せますから」

「でも、人が襲われることもあるんだよな？」

「そうね。でも予告のお陰で、死ぬような怪け我がをした人も、今のところいないわ」

　そう言って、リタがポケットにカードを戻した。

「……問題なのは、超能力者が人を襲っているという事実ね」

　いやに深刻な声で、リタが呟つぶやいた。

　しかし、気持ちを切り替えるように一度瞼まぶたをキツく閉じると、笑え顔がおを作って裕ユタカの方をしっかりと向いた。

「さぁ、ユタカくん。話を本題に戻しましょう。これから、テディが現れるわ」

「おう。……さっきのは、そういう告知だったんだな」

「ええ。そしてテディが現れるということは、そこに神み子こも現れるわ」

　神子が現れる。

　そう、言われて、裕の脳裏に昨日きのうの少女、エルの姿が浮かんだ。

「テディの出現は二十時でしたから、約四時間後ですね」

「時間に余裕もあるし、じゃあ行きましょうか」

　リタが裕に、握手を求めるように手を差し出してきた。

「……初めまして？」

　よく分からないまま手を握り、軽く振って放す。

「何やってるの？」

　リタが呆あきれたように肩をすくませた。

「君の瞬間移動で、私を現地まで連れてってって言ってるの」そう言って、リタが裕の手を再び掴つかんだ。

「ちなみに、場所はここから西北西の方角に約百二十キロです。よろしくお願いします」進む方角を指さしながら、空いている方の手に、アガサが手を繋つないでくる。

「百二十キロ!?」

　さすがにその距離の長さに、驚かされた。

「おいおい。俺の瞬間移動は、五十メートルしか飛べないんだろ？」

　五十メートルを何回重ねれば、百二十キロに到達するというのか？

「二千回飛べば、百キロです。一秒間に一回飛んだとしても、裕さんは時速百八十キロぐらいの速度で飛べるはずですよ。頑張ってください」

「じゃあ、四十分ぐらいで着く計算ね。向こうに着いてからすることも沢山あるから、出来るだけ早くお願い」

「…………」

　スケールが大きすぎて、言葉が出ない。

　本当に自分にそんな事が出来るのだろうか？　いや、自分で自分を信じてやれなくてどうするんだ。

　前向きに物事を考え、頭の中の不安を取り払う。

　心配することなんて何もない。

「途中でユタカくんがヘバった時は、別の瞬間移動の超能力者を呼んで、私達たちだけ先に向かうので、心配はいりませんよ」

「でも、一人の瞬間移動の超能力者が一緒に飛べるのって、基本的に両手の数、つまり二人までだから、その時はユタカくんが、置いてけぼりを食くらうことになるわね」

　心配することが増えたが、気にしない。

　裕ユタカは自分に言い聞かせて、意識を集中するために目を閉じた。

　初めて瞬間移動を成功させた時は、ジャンプするイメージで移動した。その時の感覚を覚えているかは曖あい昧まいだが、目を開いて、五十メートル先の着地点を目視すると、裕の胸の中にある何かが脈打った。これならきっと、飛べる。

　そう思った瞬間には、裕の体は目指した地点に移動していた。瞬間移動を行う感覚としては、足を一歩踏み出したのと変わりがない。むしろ歩くよりも疲労が少ないようにも思えた。リタとアガサが手を繋つないでいる感覚も、しっかりと残っている。

　思っていたよりも、瞬間移動は呆あつ気け無なく成功した。

「一回の移動で一喜一憂している暇は無いわよ」

　笑え顔がおのリタに急せかされて、裕は瞬間移動に意識を集中させた。
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　裕は瞬間移動を繰り返し、目的の場所に辿たどり着ついた。何度か繰り返す内に、感覚が掴つかめてきて、一回一回の瞬間移動間のラグも短くなっていった。今では手足を動かせるように、瞬間移動を扱えるような気さえする。

「ありがとうございました、ユタカさん。……約百二十キロの移動に、所要時間は約三十分でしたね。時速二百キロと言ったところでしょうか？」

　そう述べて、アガサが裕の手を放した。

　自分の掌てのひらを見つめる。

　体一つで時速二百キロ？　……何だ。使えるじゃないか、瞬間移動。なんで、ヘナチョコだなんて思ってしまっていたんだろう。

「……うぷっ」

　自分の中の隠れた可能性に内心打ち震える裕ユタカの隣で、リタが口元を押さえて膝ひざを着いた。

「どうした？」

「酔った……。ユタカくんの瞬間移動が、何回も着地するから、酔った……」

　心底苦しそうな声で、リタが呟つぶやく。

「それは……すまん。待ってろ。どっかから袋を貰もらってくる」

「吐かない……っ」

　リタが血走った目で、裕の肩を掴つかんだ。

「悪いんだけど、肩を貸して。テントに行かないと……」

「こちらです。ユタカさん」

　アガサが先導してくれた。

　リタは裕の肩を掴んで、裕の体に体重を掛けながら、一歩一歩歩き始める。

「……う、っく……」

　一歩踏み出して、体が揺れる度に苦しそうな声を上げていた。

「瞬間移動で一気に行くか？」

　裕が声を掛けると、リタが必死に首を横に振った。

　多分もう、彼女は裕の瞬間移動に乗ってくれないのではないだろうか。

　クマのヌイグルミが現れると予告された場所は、戸建ての民家が建ち並ぶ住宅街だった。

　足下も綺き麗れいにパネルで舗装されていて、道の脇わきには緑も見える。

　その数件の民家の向こうに、人の侵入を妨げるようなオレンジのテープが貼はられていた。

　テープの表面には文字と思われる記号が並んでいる。裕にはそれを読むことは出来ないが、恐らくこれは刑事ドラマなんかで見かける『KEEP OUT』の黄色いテープの異世界版だろう。

　そのテープの奥で、超能力者の制服を着た男女が、せわしなく動いているのが見える。

　声を張り上げながら、各おの々おのの役割をこなしていく彼らの雰囲気は、さながら刑事ドラマの登場人物のように見えた。

「あ、アガサさん。代表。お疲れ様です」

「お疲れ様です。遅くなりました」

「おつかれさまー……」

　リタ達たちの姿に気がついた超能力者の何人かが、声を掛けてきた。

　リタに肩を貸す裕に目を向ける者も何人か居たが、忙しいのか特に取り合わず去って行ってしまう。

「……なぁ、あれが代表の嫁って噂うわさの男か？」「ああ。……何か、代表苦しそうじゃないか？　まさか、つわり……？」「いや、孕はらんでるのは男の方だって聞いたぞ」

　すれ違う超能力者の何人かが、小さな声で何かを話し合っていた。

「やっぱり、噂うわさになってる」

　吐き気と噂話のダブルショックで、リタがダメージを受けていた。

　アガサに促され、リタを運動会などで見かける簡易式のテントに入れる。テントの中はむき出しの地面の上に、幾つかの椅い子すと机が置かれただけの簡易な空間で、中には超能力者のジャケットを着た筋肉質な男が一人、居た。

　裕ユタカがリタを椅子に座らせる。

「遅れてごめんなさいね。状況を聞かせて貰もらっていい？」

「紙面の通りの準備は、概おおむね完了しています」

　リタが机の上の紙に目を通しながら、筋肉質な超能力者に、幾つかの質問をしていく。

「多分、ココとココと……あと、ココが少し甘い気がするわね。アガサ」

「はい」

　頷うなずくと、アガサはテントの入り口を捲めくった。

「では、ユタカさん。私もやることがありますので、一度失礼します。また後で」

　そう言って、アガサが外に出て行った。

　筋肉質の超能力者に細かな説明を受けながら、リタが紙面を捲っていく。重ねられた用紙が、ついに最後の一枚まで捲り終えられた。

「いかがでしょうか……？」

「だいたい問題ないわね。じゃあ、私も現場に出るわ」

　吐き気も落ち着いたのか、ある程度口調のしっかりしてきたリタが立ち上がろうとする。

　すると、筋肉質の男が、入り口の辺りで棒ぼう立だちになっていた裕の方を向いた。

　筋肉質の超能力者と、目が合う。

「いえ、今回はアガサさんも居てくれてますし、現場には自分が出ます。代表は、こちらで取りまとめをお願いします」筋肉質の男が、立ち上がろうとするリタを制した。

「いや、私も出るわ。直接見て気づくこともあるもの」

「では、最終的な確認だけ、代表にお願いします。まだ時間もありますし、しばらくこちらでお休み下さい」

「……何を悠長な事を言っているの？」

　珍しく、リタが苛いら立だったような声を上げた。

「今がどういう時か、分かっているでしょう？」

「こんな時だからです」

　筋肉質な超能力者の声に力が増した。

「代表も、たまには自分のお時間を大事にして下さい。有事の際に後悔しては遅いのです」

「…………そうならないために、私達たちは頑張ってるのよ？」

　窘たしなめるようにリタが言うが、筋肉質な超能力者の目線はブレなかった。

「……はぁ」

　リタが諦あきらめたようにため息を吐く。

「分かったわ。今は体調も悪いし、お言葉に甘えて、少しだけ休ませてもらうわ」

「はい。何かありましたら、ご連絡致します」

　そう言ってリタに一礼すると、男は裕ユタカの方に近づいてきた。

　裕の脇わきを抜けテントの外に出る間ま際ぎわ。男が裕にしか聞こえないような小さい声で言った。

「一時間半ほど、人が近づかないように計らいます。どうか、代表をお願いします」

　言い残して、去っていく。

「明らかに誤解されてるぅー……」

　頭を抱えると、リタが机の上に乗っているものを、地面の上に下ろし始めた。机の上が片付くと、その上に腰掛け、足を投げ出すと、仰あお向むけに横たわった。

　動く足が、ほんの少しだけスカートを巻き上げる。目のやり場に困った裕が、テント入り口の隙すき間まからそっと外を窺うかがった。

　夕暮れに染まり始めた住宅街で、超能力者達がせわしなく走り回っていた。

「……俺も何か手て伝つだうことがあるか？」

「じゃあ、一時間したら私を起こして」

　自分のジャケットを脱いで、お腹なかに掛けながら、リタが言った。

「おやすみなさい」モゴモゴと呟つぶやくと、裕が何かを言う間も無く、スースーという寝息を立て始めた。

「……」

　寝付くのが早い。

　寝ている女の子と個室で二人きりというよりも、寝付いたリタの様子が随分疲れているのが気になった。

　超能力者達は、いったい何をしようとしているのだろうか？
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「リタ。時間だぞ」

　スマホを眺めながら、きっかり一時間後。裕ユタカはリタの肩を揺すった。

　日は既に沈んでしまっており、一応の明かりは外から差し込んできているが、テントの中は薄暗い。日が沈んだあたりから、テントの外から花火のような音が聞こえ始めていた。

「ん、……う？」

　重たそうに瞼まぶたを開いたリタと目が合う。

「おはよ……なんでユタカくんが居るの……？」

「一時間で起こせって言っただろ？」

「あ……そっか」

　瞼をこすって、「んぅっ」とリタが大きく背伸びをする。

「さてっ。目覚めたわ」

　リタの声にはずみがついた。

　手て櫛ぐしで髪を簡単に直すと、リタが机の上から飛び降りた。

「これから私はこの辺りを見て回るけれど、一応ユタカくんもついて来てくれる？　これから少し荒っぽいことになるから、身の安全も兼ねて私の側そばに居てほしいの」

　荒っぽいこと。

　クマのヌイグルミと戦うのだろうか？

「分かった」

　と頷うなずく裕に、「男の子を守ってあげちゃう、強い女ってかっこ良くない？」と、リタが茶ちや化かすようなことを言ってきた。

　話半分に、二人はテントの外に出た。

　夕刻までは超能力者達たちがせわしなく動き回っていたテントの外も、今は幾らか落ち着いていた。超能力者達の動きに、少しだけ余裕がある。縁石や地面に座り込んで、休んでいる超能力者の姿もチラホラ見受けられた。

　少しだけ静かになった住宅街を、二つの月が静かに照らしていた。

　そして時折、花火を打ち上げるみたいな爆音が聞こえる。

「さっきから聞こえてるこれは、何の音だ？」

「あれは、超能力を試し撃ちしている音よ。私をあの屋根の上に連れてってくれないかしら？」

　そう言って、リタが民家の屋根を指さした。階数が一階多いのか、その民家は他の民家より、頭一つ分背が高い。裕はリタの手を握り、言われるがままに彼女をその上へ運んだ。高い位置から、視界が広がり、見通しが良くなる。

「今日きようは、ここで良いか……」

　そう言うと、テントの中から持ってきた双そう眼がん鏡きように目を当てた。

「あれを見て」

　リタがある方向を指差す。彼女の指の先には、一人の超能力者が居た。彼には見覚えがある。先ほどの筋肉質な超能力者だ。

　筋肉質な超能力者が、民家に向けて太い腕を突き出していた。

「何やってんだ、あいつ？」

「見てて」

　すると、筋肉質な超能力者の腕が、蛍光灯のように真っ白な光を放ち始めた。

　何だあれは？　と裕ユタカが目を瞬かせていると、その光は徐々に筋肉質な超能力者の指先へと収束していき、「はぁっ！」野太い掛け声とともに、突き出した腕の先から発射された。

　光は民家を囲うブロック塀に激突し、中へと吸い込まれていった。一拍の静寂。そして、打ち上げ花火のような爆音が、辺りに響き、先ほど光を吸い込んだブロック塀が、内側から破裂するように粉々に砕け散っていた。

　その迫力に裕が息を呑のむ。

　すると遅れて、また違う方向から花火のような音が聞こえてきた。

「彼みたいな感じで、今ここには、攻撃に特化した超能力の持ち主が集まっているわ。不慮の事故がないよう、出来るだけ私の側そばから離れないでね」

　冗談で言っているわけではなさそうだった。

　その後、リタはポケットから通信端末になっているカードを取り出し、双眼鏡で周囲を見渡しながら、カードに向かって色々と指示を飛ばし始めた。

　裕はその隣に腰掛けて、黙って彼女の仕事を見守っているしかなかった。
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「……二十時になったわね」

　いつしか指示を飛ばす口数が減り、双眼鏡を目に当てたまま黙り込んでいたリタが静かに呟つぶやいた。

　スマホを取り出して時刻を確認する。

　確かに、時刻は二十時になっていた。

　既に超能力の試し撃ちをしている、花火のような音は止やんでいた。民家の屋根から見下ろす眼下では、戦に向かう兵士の様な重々しい雰囲気の超能力者達たちが、リタに指示された配置で身を潜めている。

「来たぞ──っ」

　突然、声が上がった。

　何が来たのかと裕ユタカは周囲を見渡す。超能力者達たちが一斉に同じ方向を見つめていた。

「あれは……っ」

　視線の先、とりわけ太い道の向こうから、小さな光がこちらに近づいてくるのが見えた。

　目を凝らす。小さな光は、バイクのフロントライトだった。大型のバイクの上に、小さな人影がしがみついている。

　月明かりが人影を照らす。

　黒髪が風になびき、浮かび上がったシルエットから、ふっと彼女が現れた。

　エルだ。

　バイクに跨またがって、彼女がこちらに急接近してきていた。

「私の居るポイントに来るなんてっ。今日きようはツイてる！」

　隣のリタが興奮した様子で呟つぶやいた。

「七番から八番。合図したら、一斉に放って」

「何が始まるんだ？」

　手にしたカードに声を荒らげて指示を飛ばしていたリタが、一瞬裕を見上げた。

「……これから、神み子こを保護するの」

　すぐに裕から視線を外し、カードを唇に近づけ、双そう眼がん鏡きようでエルを見つめる。

「まだよ……。三、二、……一。今よっ！」

　リタが檄げきを飛ばす。

　その瞬間、爆炎が巻き上がった。

　エルの近くに潜んでいた超能力者達が、一斉に道に踊り出て、彼女に向かって超能力の礫を放ったのだ。

　エルの足下で爆炎が巻き上がり、爆発に彼女の小さな体が飲み込まれる。

　一瞬、何が起きたのか分からなかった。

　エルが、超能力者に、攻撃されていた。

「なに、……やってんだよ……！」

　声が震える。

　爆炎の中から、バイクに跨ったエルが飛び出した。

　九十度進行方向を変え、太い道から脇わきの細道へと進路を変える。

「やっぱり、避けるか……。ルートＣに入ったわ。各班、自己判断の攻撃を許可。神子を追い込んで」

　リタの声が聞こえて、裕ユタカは我に返った。

「……何やってんだよっ！」

　思わず、悲鳴のように叫んでいた。

「神み子こを保護するの」

「あれが……保護だって……？」

　双そう眼がん鏡きようを目に当てたまま、淡々と答えたリタに、裕が言葉を失う。

　その間にも、エルが飛び込んだ細道からは、爆発音とともに、砂煙が上がる。砂煙の先に彼女が居るのだとしたら、彼女は徐々にこちらに近づいてきていた。

「よし……」

　経過を見つめるリタが、興奮して拳こぶしを握る。

　見ると、砂煙の軌跡が向かう先は、太い道路に繋つながる一本道になっており、その道を出た所には、無数の超能力者達たちが陣を組んで彼女を待ち構えていた。

「……来るわよ。目視したら、すぐに一斉放火」

　命令を飛ばしているリタの言葉に、耳を疑った。

「っ……」

　裕は唇を噛かみしめると、意を決して、飛び出した。

「ユタカくん!?」

　背後からリタの声が聞こえたが、振り返っている暇など無い。屋根伝いに砂煙の上がる道へと近づいていき、腹にありったけの力を込めて叫んだ。

「来るなっ。罠わなだっ！」

　超能力者達が、飛び出したバイクに一斉に超能力の放火を浴びせたのは、まさにその瞬間だった。

　肌がピリピリするような爆音。先ほどまでとは比較にならないほどの巨大な砂煙。

　エルのバイクはその中心に居た。

　バイクは爆風に吹き飛ばされ、砂すな埃ぼこりの中から大通りに飛び出して、悲鳴のようにエンジン音を震わせた後、エンストし止まった。

「やったぞーっ！」

　超能力者達が歓声を上げた。

　飛び出したバイクの側そばに、エルの姿は無い。

「……や、やられちまったのか？」

　間に合わなかった。

　足から力が抜けて、思わず裕は膝ひざをつく。

　そして、砂煙が霧散した。

「居ないっ!?」

　霧散した砂煙の中に、誰もいないのを見て、超能力者達たちがどよめいた。

「上よっ」

　リタの叫び声。

　見ると、バイクが飛び出してきた細道沿いの屋根の上。猫みたいな身軽な動きで、エルが屋根伝いに民家の上を駆けていた。

「逃すなっ！」

　潜んでいた超能力者達は一斉に飛び出して、屋根の上に居るエルに向けて各おの々おのの超能力を飛ばす。しかし、民家の屋根を盾にしながら逃げ続けるエルに、攻撃が当たらない。

「撃ち方止やめっ」

　リタが悲鳴を上げるように叫んだ。

　いつの間にかこちらに近づいてきていたエルが、裕ユタカが立っているのと同じ民家の上に飛び乗ってきていた。

　エルを見た裕を、エルが見返した。

　立ち止まったエルと、視線が交差する。

　エルが忌々しげな目で裕を睨にらむと、歩き出し、裕の脇わきを抜けた。

　すれ違いざま。

「やっぱり……あなたも、超能力者だったのね」

　心を凍りつかせたような起伏の無い声で、エルが呟つぶやいた。

「……」

　エルが屋根から飛び降りる。彼女の背負ったマシンガンが、カチャリと音を立てた。

　そして、エルは、クマのヌイグルミが出現すると予告された街の中へ、たった一人で駆けて行った。

「ユタカくんっ」

　瞬間移動の超能力者に連れられて、リタが裕の隣に現れた。

「怪け我がはなかった？　なんで勝手に飛び出したのっ！」

　裕を心から心配している声だった。

　先ほど、リタがエルに放火する超能力者達を止めてくれたのも、裕の身を案じての事だったのだろう。

　いつもと変わらないリタの声。

　だからこそ、彼女が分からなかった。

「……何やってんだよ」

　自分でも驚くぐらい、低い声だった。

「え……」怯おびえたように、リタが目を瞬かせる。

「何やってるのかって聞いてんだよ！」

　思わず、声を荒らげてしまった。

「言ったよな。エルって子を保護するためにここに来たって」

「ユタカくん……。あのね、聞いて」

「彼女を保護するために、ここに来たんだよなっ」

　裕ユタカが激げき昂こうして叫び散らす。

　リタは言いよどむように唇を噛かんだ。

「そうよ」

「じゃあ、なんであの子を攻撃した。あんなやり方……あの子を殺す気か！」

　怒りに任せて、怒鳴り散らす。リタの目が泳いだ。何か、言うべきことを選んでいるような素振りにも見えた。

「あの子を殺すつもりは無いわ。あの攻撃はあくまで、逃げる彼女を足止めするための攻撃よ」

「足止め……？」

　耳を疑った。

「そうかよ……！」

　これ以上話すことは無い。リタを睨にらみつけながら、裕が押し黙る。

「お願い、ユタカくん。分かって」

「だったら、分かるように説明しろ！」

「説明できないことも、……あるの」

「なら、理解しろなんて無理な話だろう？」

「命が懸かってるの！」

　突然、リタが声を荒らげた。

　鋭い瞳ひとみが裕を射抜いて、激昂していた裕も、思わず冷静さを取り戻す。

「……命が懸かってるって。どういうことだ？」

「それは……」

　聞き返すと、リタが顔をしかめた。

　同時に、彼女の瞳から鋭さが消える。そして、親指の爪つめを噛むと、裕と目を合わせないまま言った。

「……テディとの戦いが続けば……いつか神み子こが命を落とすかもしれないわ。そうなる前に、私達たちは彼女を保護する必要があったの……」

　苦し紛れの言い訳を吐くような、そんな声だった。

「……じゃあ、これから中に彼女を助けに行くのか？」

「……」

　リタが唇を噛かむ。

「……いいえ、無用な犠牲は出したくない。次はここで、神子が出てくる時に迎え撃って、彼女を捕まえるの」

　自分の発言が矛盾を孕はらんでいることは、リタも理解している様子だった。言いよどんで、リタが顔を伏せた。

「そうか。分かった」

　短く告げて、裕ユタカは民家の屋根から降りた。

　そしてリタ達に背を向けると、裕はエルの消えていった背中を追いかけて、駆け出した。

「待ちなさい、ユタカくんっ！　どこに行くの!?」

　リタが屋根の上から声を張り上げてくる。

　裕は足を止めると、一度だけリタの方を振り返った。

「ちょっと、あの子を助けに行ってくる」

「危険よ！　許可できないわ！」

「許可なんかいらない。俺はリタの部下になったつもりはないからな」

「部下だなんて思ってないっ。テディは本当に危険なの！　仲間が傷つくところは見たくない。お願いだから言うことを聞いて！」

　リタが懸命に叫ぶ。

　そこに居たのは、裕の知っているリタだった。

　先ほどだって、エルが屋根の上で裕を見て立ち止まった時、攻撃を当てるチャンスだったのに、彼女は裕の身を案じて、攻撃を止やめていた。

　きっと何か理由があるのだろう。だが、それでも、彼女達のやり方を許容出来ない。

「色々世話になった。ありがとう」

　それだけ告げて、裕はリタに背を向けた。

　クマのヌイグルミの蔓延はびこる街へと、夜の街を駆け抜けていく。

　眩まぶしいぐらいに明るい二つの月が、裕の向かう先を明るく照らしていた。





　　　＊






　超能力者達たちの居たところから少し進むと、そこはクマのヌイグルミの群れが蔓延はびこる、夜の世界だった。隠れながら進む裕ユタカも、何度か不慮の鉢合わせを食くらい、クマのヌイグルミに追い回される結果になった。

　だが、前回と違うことは、裕には瞬間移動の超能力があることだ。クマのヌイグルミの速度は、走る裕とそう変わらない。五十メートルの距離とはいえ、一瞬でそれを移動できてしまう裕が、クマのヌイグルミに追いつかれることはなかった。

　それでも、クマのヌイグルミを避けている内に、随分と時間を食ってしまった。

「……くそっ」

　エルが見つからないことに、苛いら立だちを感じ始める。

「どこに居るんだよ……」

　闇やみ雲くもに探し回っても、クマのヌイグルミにしか出会わない。

　そして、いつしかそのクマのヌイグルミの姿を見かけることも、少なくなってきた。

　焦る気持ちからクマのヌイグルミに見つかる危険も考えず、裕は大通りに飛び出した。

「っ」

　飛んだ先、目の前にクマのヌイグルミの頭部があった。

　思わず息を呑のんで、逃げようと足に力を込める。だが、そこで、クマのヌイグルミの様子がおかしいことに気がついた。

　明らかに裕を視認したはずなのに、クマのヌイグルミは裕に見向きもしなかったのだ。

　斧おのを持ったクマのヌイグルミは、裕に目もくれずに細道へと入り込んでいってしまった。

　遅れて、クマのヌイグルミが消えた細道の向こうから、短い破裂音が聞こえた。

　この破裂音には、聞き覚えがある。銃声だ。

「この先にいるのか？」

　クマのヌイグルミがこの前へ進んでいったことも忘れ、銃声に誘われる様に、裕は駆け出した。

　月明かりの差し込まない細く暗い路地を抜けて、進んでいく。

　聞こえる銃声は徐々に大きくなっていき、角を曲がると、突然大きく開けた場所に出た。

　秋草が風に揺れ、空そらから月明かりが照らす、暗い路地の先の開けた一角。

　──そこに、エルは居た。

　全身に光の粒を纏まといながら、光のステージの中をクマのヌイグルミと共に舞い、手にしたハンドガンでクマのヌイグルミの頭部を撃ち抜いていく。

　クマのヌイグルミの斧は、彼女をかすめるが、決して彼女には届かない。洗練された身のこなしで全すべてを躱かわし、火花を散らし銃弾を撃ち込んでいく。

　まるでこの世の誰も手が届かない所に、彼女がいるような。そんな光景だった。

　銃声。

　最後の一匹が撃ち抜かれた。

　彼女の劇が終わる。

「……ふぅ」

　エルが体中の力を息と一緒に吐き出した。

　裕ユタカが思わず一歩を踏み出すと、足下の小石がカランッと音を立てて転がった。

「っ！」

　エルが裕に向けて発砲した。

　足下の石が音を立てた瞬間、反射的にこちらに銃を向けたエルが、彼女の瞳ひとみがこちらに向くよりも速く、引き金を引いたのだ。

「うわっ！」

　咄とつ嗟さに路地の陰から月明かりの下に飛び出して、裕は銃弾を躱した。紙一重だった。

「……っ。あぶねぇだろ！」

　堪たまらず裕が叫ぶ。

　その声を聞いたエルが、ようやく裕を視認した。

「クマのヌイグルミじゃ……ない？」

　丸く見開かれたエルの瞳と、目が合う。

「……タカタカ？」

　まるで居るはずのないお化けを見たような声で、エルが裕の名前を呼んだ。

「……そうだ。タカタカだ。覚えていてくれたか」

　エルの声ははっきりとしていた。一見したところ、怪け我がは無い。エルに近づいて注意深く観察してみるが、小さな外傷すら見当たらなかった。

「また会えたな。無事でよかった」

　裕が安あん堵どに息をつく。

　裕の行動の意味を理解しかねるように、エルは呆ほうけた顔で裕を見ていた。

「……な、何をしにここへ来たの？」

　銃口を下げ、寝ぼけたような声でエルが質問してくる。

「お前を追いかけてきた」

「何で……？」

「お前が心配だったからに決まってるだろ」

「……何であなたが心配するの？」

「何でってそりゃ……」

　裕ユタカが思案する。

　特に理由なんて考えていなかった。あえてそこに理由をつけるとするなら……。

「約束したろ？　俺がお前の事を幸せにするって」

「……何言ってるの？」

　裕の言葉が気に障ったように、エルが顔をしかめた。

　そして一度は下げた銃口を再び裕に向けると、仇かたきを見るような目で裕を睨にらんで、言った。

「もう一度聞いてあげるわ。超能力者」

　超能力者、と。エルが裕を呼んだ。

「何をしに、ここへ来たの？」

「……」

　一転して攻撃的な態度になったエルに、裕は目を丸くした。

　先ほどの超能力者とのやりとりで、彼女はひどい攻撃を受けていた。もしかしてそのことが、裕に対する不信感に繋つながっているのだろうか？

「あいつらの目的は、お前を保護することなんだ」

「あいつら？　他人ごとみたいに言うのね」

「あいつらだって、悪気があってあんな事をしてるわけじゃないと思うぞ。……多分」

「悪気は無い？」

　すると、エルは裕の発言を挑発的に鼻で笑った。

「悪意や悪気がある方が、まだ可愛かわいげがあるわよ。……だから、あなた達たちはわたしの敵なの」

　エルが引き金に指を掛けた。

「行って。もう、あなたと話すことは無いわ」

「何でそうやって一方的に話を終わらせようとするんだ？　まずは俺の話を聞けって」

「聞きたくない……っ！」

　まるで駄だ々だをこねた子供のように、エルが裕を拒絶した。

　エルが何度も銃口を裕に向けるものだから、慣れてしまったのだろうか。あろうことか裕は、銃口を向けられていることも忘れて言い返した。

「お前は、俺に幸せにしてもらいたかったんだろう？」

「その約束は破棄したでしょ。わたしはあなたが嫌い、大嫌い！　だから、わたしの事も嫌いでいてって。あなたには、そうお願いしたわ！」

「言っただろ、俺は約束は守る主義だって。理由も言わず一方的に破棄すんなよ」

「あなたの事情なんて知らないっ！」

「だったら、お前の事情を教えろよ！」

　声を荒らげるエルが、裕ユタカの言葉に、押し黙った。

「お前が困ってるなら、助けるし。本当にお前が俺の事がうっとうしいってんなら、こんなに食くい下がったりしねぇよ」

「…………だったら、放ほっといてよ」

　エルの声が萎しぼんでいく。

「そうやって、本当は構ってほしいのに、相手を突っぱねる子供みたいな態度でいられたって、放ほうっておけるわけないだろ？」

「……っ！　わたしがあなたに向けている銃は、冗談なんかじゃないのよ……っ」

　エルが拳けん銃じゆうに両手を添えた。

　まるで世界中で、それ以外にすがるものが無いように、エルが必死に銃を握りしめる。

　銃口が裕を見つめる。

「それでも俺は約束した」

　銃口の向こうのエルを見据えて、裕は言い放った。

　エルの瞳ひとみが、怯おびえた子犬のように震えていた。




「──お前のこと、幸せにするって」




　その言葉に。

　エルの体が、小さく凍りついた。

　銃口がブレる。

「……何でよ……」

　エルの声が震えた。

「何で、あなたたちはっ、そうやって……っ。幸せに幸せに幸せにって……っ」

　銃を握るエルの顔が、今にも泣きそうな顔に崩れていく。

　そして消え入りそうな声で、何かを呟つぶやいた。

「わたしだって、幸せになるために頑張ってるのに……っ！」

　エルが小さく肩を震わせている事に気がついた。

「おい……何、泣いて……」

「来ないでっ！」

　一歩を踏み出した裕ユタカに、エルが発砲した。

　裕の方を一切向かずに、エルが引き金を引いた。

　銃声。弾はかろうじて裕の頬ほおをかすめ、背後の壁に跳弾してどこかへと消えた。

「っ……」

　初めて向けられた殺意に、裕は緊張する。

　エルは首を振ると、仇きゆう敵てきに向けるような眼まな差ざしを裕に向けた。

「今すぐ消えて」

　ただただ低い、感情の無い要求だった。

　静かな感情の水面下で、エルがいっぱいいっぱいなのは、見て取れた。

　逃げなければ、撃たれる。そう、思った。

　だけど、

「困ってることがあるなら、そんな鉄砲じゃなくて、誰でもいいから人を頼れよ……！」

　裕は一歩を踏み出すと、エルの銃口が自分の胸に当たる位置まで踏み出していた。

　驚いたようにエルが裕を見返す。

　裕は何も言わずに、ただただジッとエルを見据えた。

「何で、お前はそうやって、一人になろうとするんだ？」

「……っ」

　裕の視線に肩を震わせたエルが、引き金に震える指を掛けた。

　閉じた瞳ひとみはもう、裕を見ていない。

　細い指先が引き金を引く。

　撃たれる。

　そう思った時だった。

　裕の背後から、銀色に輝くナイフが音も無く飛来して、それがエルの右肩に突き刺さった。

「ああっ……！」

　痛みに震えたエルの手から、銃が地面に滑り落ちる。

　銃を握っていたエルの手が、力を失ってダランと垂れ下がった。同時に、

「今よっ！」

　細い路地に、リタの声が響いた。

　振り返ると、リタを先頭に数人の超能力者が、裕の通ってきた細道から、開けた区画に駆け込んできた。

「くっ！」

　舌打ちをしたエルが、落としたハンドガンを左手で拾い上げる。

　そして、背後から裕ユタカの膝ひざに蹴けりを入れた。「うおっ」膝の支えを失って、後ろに倒れそうになる裕を、肩で支えると、裕の頬ほおにハンドガンの銃口を突きつけた。

「ユタカくんっ」

「動かないで！」

　エルが声を張り上げた。

　駆け寄ろうとしていた超能力者達たちが足を止める。

　エルに先ほどまでの気弱な雰囲気は無い。エルは警戒するように、周囲の超能力者を睨にらみながら、人質に取った裕の耳に唇を寄せて、静かに告げた。

「ナイフを抜いて」

「なっ……」

「早くっ！」

　エルの肩に刺さるナイフを見る。肩口から斜めに突き刺さったナイフは、服の上からでも、かなり深くエルの肉をえぐっているのが分かった。出血の量から見ても、太い血管を切っているのは一目瞭りよう然ぜんだ。

「ナイフは抜けない」

「どうしてっ」

「今ナイフを抜いたって、下へ手たに傷口を広げるだけだ。治療を受けろ」

「超能力者の所で？　……ふざけないで」

「お前、本当に死んじまうぞ！」

「良いから、ナイフを抜きなさい。撃つわよ！」

「ダメだ。出来ない！」

「良いからっ！」

「……くそっ！」

　有無を言わさないエルの迫力に押し切られる様に、裕が肩越しに手を伸ばして、ナイフの柄を掴つかんだ。ナイフを握る手に少し、力を込めると、ナイフはいとも簡単に抜けてくれた。「ん、ぐ……っ」エルが小さなうめき声を上げて震え、ビチャビチャと音を立てて飛び散る血液が、ナイフを握る裕の手と地面とエルを汚す。

「おい、大丈夫か!?」

　言われるがままにナイフを抜いた裕だが、生々しく血を流す傷口を目にして、恐怖に手が震えた。

「大丈夫……」

　額に汗の粒を浮かべるエルが答える。

　勢いを増す流血に、何とか圧迫止血を試みようと、裕ユタカが手を伸ばそうとした。

　光の粒が溢あふれたのは──その直後だった。

「なっ」

　突然、目の前に現れた光の粒に、裕が目を見張る。

　地面、裕の服、エルの服、そしてエルの傷口を押さえようとした裕の指先から、放出される光の粒が、止めどなく溢れた。この光の粒には、見覚えがある。エルと初めて出会った夜、現れたエルを包んでいた光の粒だ。

　何だこれは？　溢れた光の粒は、各おの々おのが浮かび上がる雪の結晶のように、ふわり宙を舞い、エルの傷口へと吸い込まれていった。

　光を吸い込んだ傷口は、スポンジケーキが膨らむように、見る見る再生していく。そして光の粒が消える頃、エルの傷口は完全に塞ふさがってしまった。

「傷が……治った？」

　目を疑う裕の首に、治ったばかりのエルの腕が絡からみついた。

「ここまで来るなんて……あなた達たちも本気ね」

　裕を盾にしながら、銃口をリタの方に向け、エルが言った。

「……あなたに捕まっているそこの彼が飛び出して行かなかったら、私達もここまではしなかったわ。でも、おかげで、あなたを追い詰めることが出来た」

　挑発するような不敵なリタの睨にらみも、エルの眼光に負けていない。

「追い詰めた？　……何を言っているの？　ナイフを抜かせた時点で、わたしの不利は無くなった。今ならあなた達から逃げることぐらい、容易たやすいわよ」

「何であなたがナイフを抜くのを、私達が黙って見ていたと思うの？　あなたが無傷でも、私達には捕まえる自信があったからよ」

「じゃあ、なんで。あなたはわたしにナイフなんて投げつけたの？」

「あなたの傷が治るところを、その男の子にも見せておきたかったの」

　リタの言葉に、エルの視線が一瞬裕の方を向いた。

「その子、あなたの傷が治ることも知らないのはおろか、私達の超能力であなたが殺せてしまうと思ってるのよ」

　嘲ちよう笑しようするような声でリタが言う。

「ホント……バーカ」

　心底あきれた様な声で、裕を見て言った。

「これで分かったでしょうユタカくん。私達の攻撃は、決して神み子こを殺すための攻撃ではなかったわ。私達たちの目的は、あくまで神み子この保護。分かったら早く帰って来なさい」

　そう言ってリタはあたかも裕ユタカを許す、と言わんばかりの雰囲気で、裕に手を差し出した。

「どうしてだ……？」

　思わず、頭の中の感情が、言葉になって出た。

　リタは自分が何を言っているのか、理解していないのだろうか？

　出会ったばかりの裕の事情に、親身に対応してくれて。超能力者の代表として、周囲からの信頼も厚い。リタが悪いやつじゃないのは、たった一日彼女と一緒に過ごした裕でも、十分に分かった。

　そんな彼女が、エルという女の子に対してだけこうも非情になる理由が分からなかった。

　殺すのが目的じゃないのなら、彼女を傷つけていい。なんて、リタの口から言われたことが、裕にはショックだった。

「何も知らない……ですって？」

「そうね。普通なら、そんなはずないと思うわよね。……ましてや当事者であるはずの、超能力者があなたの事を知らないなんて」

「戯たわ言ごとを言わないで」

「あなたを謀たばかるつもりなんてないわ。でも、……おかげで、時間稼ぎは出来た」

　リタの瞳ひとみが獲物を狩る獣の色にギラついた。

「こっちに来て！　ユタカくんっ」

　リタが叫ぶ。同時に、エルが裕をリタの方向に突き飛ばして、細い路地に飛び込んだ。

　路地を駆けるエルの向かう先、蛍光灯のような青白く眩まばゆい光が見えた。

「あれは……」

　裕が目を凝らす。光を放っていたのは、筋肉質な超能力者の右腕だった。彼の顔は勿もち論ろん覚えていた。住居のブロック塀をいとも簡単に爆破していた超能力者だ。

　彼の右手が光っていた。

　あの光は、確か住居を破壊した超能力を発動する前の現象だったはずだ。突き出した彼の太い右腕は、真まっ直すぐエルに向けられていた。

　路地を駆けていたエルにも、勿論彼の姿は見えていただろう。一直線に彼に向かう細道から、脇わき道みちに逸それようと方向転換する。

　しかし、ガンッと。見えない壁にぶつかって、エルの進行が阻まれた。

　暗くて目を凝らさないと見えなかったが、エルが進もうとした脇道の入り口に、光を乱反射して七色に光る半透明な薄い膜、リタのバリアが張られていた。

　予想外の進路妨害にエルが戸惑い、立ち止まる。

　筋肉質な超能力者の手から、光の玉が発射されたのは、まさにその時だった。

「避けろ！　エル！」

　裕ユタカが声を張り上げる。

「くっ」

　エルが地面を蹴けった。

　──だが、エルの回避は間に合わない。

　──直感した裕は、咄とつ嗟さに瞬間移動で、エルの前に飛び出した。

　エルを庇かばおうとする裕の両手が広がり切るよりも早く、光の玉が裕の頭に直撃した。

「──ッ！」

　頭ず蓋がいが揺すられた。

　うめき声を上げようとした喉のどから、空気の抜ける音だけが聞こえた。

「……っ」

　背後で誰かが、息を呑のむ音。

　頭に光の玉が直撃した瞬間には、痛みは無かった。

　だが、一拍置いて。

　どくん、と。

　内側から頭蓋骨を突き破やぶられるようにして、頭が割れた。

　血液が流れ出す。視界はすぐに真まっ赤かに染まった。

「ユタカくん！」

　悲鳴みたいなリタの声が聞こえた。

　頭部を襲った激しい痛みも一瞬だった。今は視界を隠してしまうほど流れていく血液と、氷でも押し付けられた様に、スースーと冷たい感触がする傷口だけが残った。

「あなた……、どうしてわたしを庇って……っ！」

　地面に引き寄せられていく裕の背中を、エルが抱きとめて支えた。

「作戦を中断！　神み子こは逃がしても構わない！　怪け我がをした彼を至急保護して！」

　慌てているリタの声が聞こえる。裕を助けようとしてくれているみたいだった。

　裕は心の中で、これからする事をリタに謝った。

　そして、裕を支えるエルに耳打ちする。

「俺を抱えて歩けるか……？　人質にして逃げろ……！」

　唇はまだ動いてくれた。

「……！　そ、そんな事……！」

「まだ、超能力者のところへは、行くわけにいかないんだろ……？」

　躊ちゆう躇ちよするエルに告げる。

　近づいて来る超能力者達たちを見て、エルが苦虫を噛かみ潰つぶすように、顔を歪ゆがめた。

「良いわ……分かった……」

　裕ユタカを抱えてエルが歩き始めた。

「下へ手たな動きをしたら、この超能力者を殺すわ」

「……手を出さないで！　攻撃してはダメ！」

　エルの言葉に反応して、すぐさまリタが命令を下す。

　リタの命令に超能力者達が動きを止めた。

　エルはその小柄な背中に、立つこともままならない裕を担ぎ、超能力者達の間を歩き始めた。その間にも、裕の頭からはポタポタと血液が流れ落ちていた。

　エルが裕にしか聞こえない声で、小さく耳打ちをしてきた。

「何でわたしを助けたの……？」

「お前を、幸せにするって約束したからな……」

「っ。あなた馬鹿なのっ？　さっきも見たでしょう？　わたしの傷は治るのよ。あなたが傷つく理由なんて無かったわっ！」

　エルがそんな事を言う。

　超能力者も、エル自身も。どうしてこの世界の人間は、こんなにもエルを傷つけることに、無頓着なのだろうか。

　動かす唇が重たい。だけど、裕は目の前の少女に、これだけは言っておこうと、言葉を紡いだ。

「傷が治るのは、傷ついていい理由には、ならないだろうが……！」

　言われてエルが、キツく唇を結んだ。

　もう、唇を動かすのも億おつ劫くうになってきた。

「……ありがとう……」

　誰かが何かを言っていた。

　だが、裕にはもうその言葉を理解して飲み込むことは出来なかった。

　エルが、道を開いた超能力者達の中を抜ける。

　胸を撫なで下おろす裕だが、安心した途端に急激な眠気に襲われた。

　世界から音が消える。

　自分は、死ぬのだろうか？

　裕の視界は真っ暗な闇やみに落ちていった。






　　　プロローグⅢ　彼女の始まり









　──彼女が幸せになれば、この世界は完成する。




　彼女はあたしの親友だった。

　最初は実感なんて湧わかなかった。だけど、本当に超能力者が現れて、あたし自身も超能力者になって、世界は少しずつ変わっていった。

　世界中が彼女の幸せを望んでいた。

　誰も彼もが彼女を幸せにしようとした。

　許すものか……許すものか。

　絶対に許すものか。

　あたしは絶対に、彼女が幸せになることを許さない。

　彼女を幸せになんか、させない。

　声にして叫んだ。暴力に訴えた。クマのヌイグルミを操って、関係の無い人を傷つけた。

　あたしのすることはきっと許されない。

　あたしのしている事が正しいとは思わない。

　だけど、ある時、誰かの声が聞こえた。

『〝彼女〟を幸せにさせるな』

　その言葉の真意が、「超能力者を殺せ」という悪意に満ちていたことはすぐに分かった。

　だけど、

　それでも、

　この世界で、ようやく誰かが彼女に「生きろ」と、言ってくれた。

　そのことが嬉うれしくて嬉しくて仕方がなかった。




　誰を殺しても、誰を裏切っても。

　彼女が幸せにならない世界を作ろう。

　例え、そこにあたしの居場所が無かったとしても。






　　　三章　イケニエ少女と幸せな日々









　裕ユタカの意識は、フワフワとしたまどろみの中を漂っていた。

　これが死ぬということなのだろうか？

　閉じた瞼まぶたの向こうに、オレンジ色の暖かい光が見えた。

　凍りつきそうなぐらい体が冷えていた。

　だが、寒くはない。

　オレンジ色の光の向こうから、温かい何かが裕の体を包んでくれていた。

　温ぬくもりは徐々に全身に広がっていき、裕の体にある感覚が浮上してくる。

「腹、減った……」

「起きたの？」

　耳元で声が聞こえた。

　ビックリして裕が瞼を開くと、眼前、もう密着するような距離に、女の子の顔があった。

　一瞬誰か分からなかった。よく見ると、エルの顔だった。ビックリした。ついでに言うと、瞼が開いたことにもビックリした。













「あれ……？　俺、死んだんじゃ……？」

「あなたは眠っていただけよ」

　目の前のエルが淡々と説明する。

「あー……寝てただけか」

　寝ぼけて夢でも見たのだろうか？　自分が死ぬ夢など、なんと夢見の悪いことか。

　エルと裕ユタカは、同じシングルベッドの上で、一枚の毛布に包くるまっていた。

　エルの方を向いてベッドに横たわる裕の体は、あろうことかエルの腕うで枕まくらに寝かせられていた。エルは裕を抱き寄せるように、自分の体を裕に密着させている。

　裕の鼻先に触れるか触れないかの距離にある彼女の胸元からは、ハッカ油のような甘い匂においが微かすかに感じられた。

「……どうしたの？」

　エルを見つめたまま動かなくなった裕を見て、エルが聞いてきた。

　その際にエルの足が動いて、布団ふとんの中でエルの太ももが裕の太ももに挟まれる形で、足が絡からみ合っている事実も発覚した。

「ちょっと待て。状況を整理する」

　見覚えのない古風で和風な四畳半の部へ屋やの中、目が覚めたら、見知った女性が隣で寝ていた。

　これ、あかんやつや。

「すまなかったぁぁぁぁ！」

　裕はベッドから飛び降りると、流れるような動きで足を折りたたみ、畳に額を叩たたきつけた。

　土下座である。

「……っ。どうしたの？」

「悪かった。記憶が無いから何が悪かったか分からねぇけど、悪かった」

「ちょっと、急にそんな暴れると……」

　途端。

「う……っ」

　目眩めまいと吐き気が同時に襲いかかってきた。

　視界はすぐにひっくり返り、体を起こすこともままならないまま、吸い寄せられるように畳の上に倒れる。

「何だこれ……」

「覚えてないの？　あなた、超能力者の攻撃を食くらったの。多分あの超能力は、温度を下げる類たぐいの超能力ね。あの後あなたは体温が著しく低下して、低体温症で気を失ったの」

　説明をしながら、エルが裕ユタカをベッドに引き上げる。隣に座るエルが、裕に毛布を被かぶせ、首元に手を当ててくれた。温かくて気持ちがいい。

「超能力の攻撃って……じゃあ、やっぱり夢じゃなかったのか。でも、温度を下げるって何だ？　確か頭がかち割られたみたいな気がしたけど……」

「ああ、おでこ？　ちょっとだけ切ってるわよ」

　そう言って、エルが指で裕の頭をツンツンする。眉み間けんの上のあたりに、絆ばん創そう膏こうが一枚貼はられていた。

「こんな小さい傷で、『死ぬんだ……』とか思ってたのか……自分が恥ずかしい……っ」

　裕は羞しゆう恥ちに顔を毛布で覆った。

「ええ本当、バカみたいよね……」

「その通りなんで、もう許してあげて下さい」

「いいえ、あなたはバカよ」

　責めるように、エルが言った。

　毛布から顔を出すと、細められたエルの目が裕を見下ろしていた。

「あなたがわたしを助けて、何になるっていうの……？」

「何になるって？　そんな助けたのがいけなかったみたいな言い方するなよ」

「……そう言ってるの」

　冗談を言うみたいに声を弾ませる裕に、エルが鋭い目線を向けた。

「分かってるの？　今回はたまたま殺傷力の低い超能力だっただけで、そうじゃなければ、あなた死んでたのよ」

「そりゃ、そうだけどさ……」

「分かってるなら、何でわたしを助けたの？」

「……」

「それともあなたは、自分が死んでも良いと思っているタイプの人間なのかしら？」

　裕の首に触れる細い指に、少しだけ力が入った。

　思わず裕が体を強こわ張ばらせると、エルの指先から力が抜けた。

「自分の命が惜しいなら、あなたは私を助けるべきじゃなかった。あなたが死ねば、悲しむ人だっているんでしょう？」

　エルの叱しつ責せきに、裕の頭に元の世界に残してきた両親の事が浮かんだ。

「確かに……親も悲しむだろうし、何があっても、死んだりなんて出来ないけどさ……」

「そう。それでいいの」

　裕ユタカの返答に、エルの目に穏やかな光が戻った。

　冷えきった裕の額を、温かい掌てのひらが優しく撫なでる。

　まるで子供をあやす様な手つきだった。

「だけど、俺は何度同じ状況に立たされたって、多分同じことをするぞ」

「……なんで？」

　エルの手が止まる。

「だってさ、約束しただろ？」

「約束？」

「幸せにするって」

　きょとん、と。

　エルが目を丸くして裕を見返した。

「……何を言ってるの？」

「忘れたのか？　初めて会った夜、そっちから言い出したんだぞ」

「それは覚えてるけど……」

　怪け訝げんそうな声で、エルが言った。

「わたしを幸せにすることと、わたしを庇かばってあなたが怪け我がすることがどう関係するの？」

「いや、そう聞かれると俺も分からないんだけど……」

　何と言ったものかと、裕が額を掻かく。

　指先に、額の絆ばん創そう膏こうが当たった。

「まぁ、……なんだ？　あんたが俺の命を案じてくれたみたいに、俺もあんたに死なれると困るから、助けたんだよ」

「わたしが、……死ぬ？」

「ああ、幸せにする相手に、死なれたら困るだろ？」

　裕が答えると、エルは内心複雑そうな表情を作った。

　唇に指を当て、ジッと、見み定さだめるように裕を見つめてくる。

　しばらくの沈黙の後。

「タカマツユタカ」

　急に名前を呼ばれて、驚いた。

　裕を見つめるエルの瞳ひとみが、破やぶれた障子から差し込む月明かりに一度だけ輝いた。

　唇に当てた指を離すと、エルが裕を見下ろして言った。




「あなた──本当にわたしの事を何も知らないの？」




　真剣な表情に見つめられ、裕ユタカが困惑の色を浮かべる。

「本当にわたしのことを知らないのね」

　裕の反応を肯定と取ったエルが頷うなずく。

「待て。何の話をしている？」

「……えっと」

　裕が聞き返すと、驚きと興奮の入り混じった複雑な顔をしていたエルが、困ったように眉まゆを寄せた。

　あまり触れられたくない話なのだろうか？

「何だ？　ああ、そういえば、あんた。今俺のこと何て呼んだ？」

　エルの様子に、裕が話題を逸そらす。

「タカマツユタカよね？　ごめんなさい、間違ってたかしら？」

「いや、合ってるけどフルネームじゃ長いだろ？　俺の事を呼ぶなら、裕で良いぞ。こっちの世界じゃ、もっぱらそう呼ばれてるから」

「ユタカね。分かったわ」

　答えたエルの顔がほんの少しだけ和やわらいだ。

　再会してから、ようやくエルの柔らかい表情を見た気がする。

「わたしの名前は覚えているかしら？」

「エルエルだろ？」

「……その呼び方は、忘れてくれると嬉うれしいわ。あの時は、久しぶりに気分が高揚して、どこかおかしかったの」

　顔を赤くしたエルがか細い声で訴えた。

「じゃあ、エルって呼んでいいのか？」

「ええ」

「ところで、さっき言ってた『こっちの世界』ってどういう意味？」

「ん？　そんな事言ったか？」

「ええ。言ってたわよ」

　そう言われれば、言ったかもしれない。

　別に隠すことじゃないと、裕が口を開いた。

「俺は違う世界から来た人間なんだよ」

「違う世界？」

　ポカンとした顔で、エルが聞き返してきた。

「ああ。エルには話してなかったよな。といっても、こことそんなに代わり映えはしないんだけどな。ああでも、超能力者なんてのは、居ないな」

「超能力者の居ない世界……？　でも、ユタカは超能力を使ってたじゃない」

「ああ。瞬間移動は、こっちに来てから使えるようになったんだよ。……多分」

「……ユタカの世界はどんな世界だったの？」

　徐々に裕ユタカの話に食くい入るように、エルが聞いてきた。

「えーっと、建物とか、人とか……その辺りは殆ほとんど変わらないんだけどな。超能力者が居なくて、その辺にしめ縄とか鳥居とか無くて、あと……月が一個の世界だ」

　思いつくままに裕が説明していく。

　エルはふんふんと頷うなずいていた。

「ユタカの世界に、カミサマは居ないの？」

　裕の世界について、まずエルが聞いてきたのはそんな事だった。

「居るぞ」

「いつから？」

「いつからっていうか……昔から？」

　裕が頬ほおを掻かく。

「俺の世界にも色んな宗教があって、色んな神様が居る。まぁ、といっても、俺はそんなに信心深いほうじゃないし、詳しくはないんだけどな」

「ユタカの世界には、カミサマは現れていないのね……」

　エルの言葉の意味が分からず、裕は首を傾かしげた。

「ユタカの世界には、わたしも行けるの？」

「いや……。そもそも俺も、帰る方法が分からない」

「そう……」

　少しだけ残念そうにエルの声のトーンが落ちた。

　エルは深く瞼まぶたを閉じる。目を開き、裕の体温を確かめるように、首や頬ほおにペタペタと触れた。

「だいぶ体も温まってきたわね。そろそろ、動けそう？」

「ああ……」

　頷うなずいて裕が体を起こす。

　ベッドから降りて立ち上がってもみたが、先ほどのようなフラつきは無かった。

「看病してくれてありがとう」

「お礼を言うのはわたしの方よ。あなたが助けてくれなかったら、わたしは超能力者に捕まってたわ。……ありがとう、ユタカ」

　ベッドの上に座ったまま、エルがペコリと頭を下げた。

「ところで、ユタカはこれからどうするの？　元の世界に帰る方法は分からないのよね？　今晩眠るところとかはあるの？」

「ん……そうだな」

　聞かれて、裕ユタカの頭にはリタ達たちの顔が浮かんだ。超能力者の街で世話になる話も出ていたが、喧けん嘩か別れをするように飛び出してきてしまったから、はっきり言って戻りにくい。

「もし、良ければ、わたしのところに居てほしいの」

「エルのところ？」

「ええ。ここはわたしが拠点にしている空き家なんだけど、もし嫌じゃなければ、ここで私と一緒に生活をしてもらえないかしら？」

　エルの提案に、裕は驚きのあまり固まった。

「今、何て？」

「だから、ここで、ユタカも一緒に住んでほしいって言ってるの」

　聞き違いではなかったようだ。

　提案されているのは、エルとの同どう棲せいだった。

「いやっ、ありがたい申し出だけど、さすがに一緒は、エルだって困るだろ」

　思わず声がうわずった。

　脈が速くなる。

「わたしは困らないわ。むしろ、わたしはユタカが側そばにいてほしい」

　立っているユタカに対して、低い位置にあるエルの瞳ひとみが、上目遣いに裕を見る。

「それで、改めてお願いしたいの。わたしのそばに居て、ユタカが……」

　エルが続ける。




「わたしを幸せにしてくれないかしら？」




　それはまるで、愛の告白だった。

　女の子にここまで言われては、裕ももう覚悟を決める他、無い。

　可愛かわいい女の子と同どう棲せいだキャッホォォォォ！

　そして、だらしない表情になりながらも、外面を取り繕うように、裕が言った。

「で、でも、やっぱり、年頃の男女が同棲なんて、いけないことなんじゃないかナァ？」

「その点は心配要らないわ。わたしが拠点にしている場所には、空き家が沢山あるから」

「あ。一緒に住むって言っても、建物は別なんですね」

　いやらしいことを考えてたから、バチが当たったんだと。

　裕ユタカは、そう思った。





　　　＊






　七日後の夜。

　裕はどこかの街に居た。背の高い建物と、軒を連ねる店。看板に書かれた文字は読めないが、雰囲気的には、裕の世界の商店街に似た印象を受ける。雨風を防ぐアーケードの類たぐいは無く、空そらを見上げると、吹きさらしの空にはポッカリと二つの月がビルの向こうに顔を覗のぞかせていた。

　そして、ビルの屋上から、ひとつの人影が裕の真上に躍り出た。その人影は、重力に引かれ、加速しながら裕に向かって落ちてきた。

「……は？」

「──ユタカッ！」

　重力に引かれ、見る見る近づいてくる人影が、裕の名を呼んだ。

　エルだ。

　裕の真上に落下してくるエルの背後からは、無数のクマのヌイグルミが彼女を追いかけて、雪崩なだれのように迫ってくる。

「い……っ」

　迫り来るエルの影に、裕は息を詰まらせた。だが、迷っている暇は無い。彼女が上から落ちてくる事は予想外だったが、彼女は予定通り、無数のクマのヌイグルミを引き連れて、裕のもとにやって来た。

　空中でエルが、懐から取り出した爆弾のピンを抜いた。

　彼女を受け止めている余裕は無い。

　何ど処こに飛ぶか瞬時に判断して、裕が移動先に狙ねらいを定さだめる。

　エルが裕に手を伸ばしてくる。

　裕はその手を掴つかんで、力いっぱい飛んだ。

　──爆弾の弾はじける、短い破裂音。

　裕が立っていたところを中心に、巨大な火柱が上がり、エルを追いかけてきたクマのヌイグルミ達たちは、引き裂かれ、跡形もなく消し飛んだ。

　一瞬にして消えた裕たちは、数十メートル南にあった溜ため池いけまで移動していた。

　水みな面もを叩たたく音。水しぶきを上げながら、二人の体が頭まで水の中に浸つかる。

「ぷはっ」

　水面に浮かび上がったエルが、大きく息を吸った。

「バカ！　何でこんな所に移動するのよ！　弾薬も爆弾も湿し気けちゃったじゃない！」

「エルが落ちてくるから、怪け我がしないようにわざわざ池に移動してやったんだろう。でなきゃ今頃潰つぶれた蛙かえるだぞ」

「そんなの気にする必要ないわ。わたしはビルから飛び降りたぐらいの傷、すぐ治るんだからっ！」

　軽く口論になりながら、二人が岸に泳ぎ着く。

　一緒にクマのヌイグルミと戦うことを提案した裕ユタカに、エルはこんな作戦を提案してきた。

　まず、エルが走り回ってクマのヌイグルミを集めてくる→裕と合流して、ピンを抜いた爆弾を捨てて瞬間移動で退避→クマのヌイグルミだけを爆弾で焼き払うという作戦だ。

　案外これは効果があったようで、クマのヌイグルミを倒すのに時間がかからなくなったとエルは喜んでいた。

「あーあ。ずぶ濡ぬれ」

　先に岸に上がったエルがぼやく。

　濡ぬれて腕に貼はり付いた袖そでが、少しだけ赤い血を吸っていた。

　恐らく、クマのヌイグルミとの逃走劇の中で、怪け我がをしたのだろう。すでに傷は塞ふさがっているだろうが、生々しい血の色が妙に痛々しく見えた。

「なぁ、やっぱり、この作戦はやめにしないか？　クマのヌイグルミを集めるのも俺一人でやった方が能率が良いし……」

「ダメよ。それについては何度も話し合ったでしょう？　わたしならクマのヌイグルミの動きも熟知しているし、不慮の事故でダメージを受けても治せる。ユタカにはこれは出来ないわ」

「だけど……」

　理には適かなっていると思う。だが、納得の出来ない裕が不満の声を上げた。見上げると、服の裾すそを雑巾みたいにして絞っているエルのヘソが見えた。

「んんっ」咳せき払ばらいをして裕が目を逸そらす。大丈夫、見ていない。

「あー……透けちゃったわね」

　特に気にした様子もなく、エルが言った。

「大丈夫だ。見てないぞ……」

「何色だった？」

「ピンク」

「それはキャミソールの色よ。ブラは白だから、こっちを向いてもいいわよ」

「…………」

　裕ユタカはただ無心に空そらを仰いだ。

「寒いわね……」

　エルが濡れた肩を抱いた。

「今回は、さっきのクマのヌイグルミで全部だったから良かったけれど、もしまだクマのヌイグルミが残っていたら、わたしはずぶ濡れで走ることになっていたのよ。分かってる？」

　ジットリとした目で裕を睨にらむ。

「はいはい、俺が悪かったよ。でも、合流ポイントに上から落ちてくるなんて、聞いてなかったぞ」

「欲張って数を集めすぎたのよ。他にあの場所にたどり着けるルートが無かったの。それぐらい分かってよ」

「全部俺が悪かったよ……」

　裕が水辺に上がる。

「さて。クマのヌイグルミも倒したことだし、帰りましょうか」

　濡ぬれた髪が頬ほおに貼はり付いたエルが、裕に手を差し出した。

　裕はその手を取ると、エルのバイクが停とめてある地点まで、瞬間移動で移動した。
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　朝日が昇り始めた頃。

　エルと裕を乗せたバイクが、砂すな埃ぼこりの積もったアスファルトの道路を駆け抜ける。濡れた服は、走っているうちに乾いてしまった。クマのヌイグルミが現れた街から離れ、山を二つほど越えたところで、ようやく二人が暮らしているエルの拠点に着いた。

　そこは、千メートルはあろう高い山々に囲まれた山やま間あいに位置する、村だった。

　山の麓ふもとから見下ろせるその村には、幾つかの平たい民家が点在し、田畑を含め、至る所に緑が溢あふれている。村の中に人の姿は見当たらない。この村はもともと消滅集落で、空き家が並んでいたところをエルが勝手に拝借しているらしい。山道を抜けた村の入り口には、大きな池と、その池の向こうに壊れた大きな牛舎があり、その近くではホルスタインの群れが、我が物顔で草を食はんでいた。きっと、元々はあの牛舎で飼われていた家畜が、野生化したのだろう。

　バイクが平地に差し掛かり、ゆるやかに村の中を走って行く。

　遠巻きに見れば点在しているように見えた民家も、近くで見れば結構な数がある。

　これが全すべて空き家だというのだから、驚きだ。

「はい、到着」

　エルがバイクのブレーキを絞った。リズミカルにギアを落としながら減速し、停止したところで両足を地面につく。

　バイクが停まったのは、小さな民家の前だった。

　瓦かわらの屋根に、茶色い土壁。屋根の重みで、一部の壁が若干崩れかかってはいるが、まだまだ作りはしっかりしている。

　現在、裕ユタカとエルはこの民家を寝床としていた。

「あー……眠い」

　バイクから降りた裕が、エルにヘルメットを渡しながら、民家の戸に手をかける。

　引き戸に鍵かぎの類たぐいは無い。すんなりと開いた戸の向こうには、板張りの台所と、四畳半の部へ屋やが二つ連なっている。贅ぜい沢たくな２ＤＫだ。

「ほんとにここ、勝手に使っちまっていいのか？」

「空き家なんだからいいんじゃない？」

　あっけらかんとエルが答える。

「とは言っても、今は超能力者のおかげで、色々便利になってるから、昔使われてた建物が空き家で放置されてるのなんて、ここだけじゃないんだけどね」

　ヘルメットを脱いだエルが、バイクを民家の陰に寄せた。

　夜通しバイクで走っていたせいか、エルの目は眠たげにショボショボとしていた。

「大丈夫か？」

「太陽を撃ち落としたいぐらい眠いわ」

　言っていることはよく分からなかったが、凄すごく眠いということだけは伝わった。

「バイクを洗ったら、寝る」

「一昨日おととい洗ってたじゃないか」

「走ったじゃない。洗ってあげなきゃ……」

　一緒に暮らし始めて気づいたのだが、エルは随分とバイクを可愛かわいがっていた。ちなみに余談だが、今乗っているものと合わせて、エルは三台のバイクを所有している。

　夜通しクマのヌイグルミと戦って帰ってきた後も、こうして欠かさずバイクを丁寧に洗ってから眠りに就く。

「なぁ、やっぱり、帰りは俺の瞬間移動で移動しないか？　多分、そっちのほうが早く帰れるぞ」

「これがわたしの息抜きなの。朝日の澄んだ空気を風になって切る喜びが分からないなんて、それでも男の子かしら？」

　眠たげな目のまま、エルが挑戦的に笑ってみせる。

　バイクというのは、そんなに良いものなのだろうか？

「なぁ、エル。今度俺にもバイクを運転させてくれよ」

「寝言は寝て言いなさいよ」

　エルの表情から笑みが消え、一いち瞥べつされただけで凍りつきそうな目線が裕ユタカを射抜いた。

「……生まれてきてゴメンナサイ」

　あそこまで拒絶されると流石さすがにショックだった。

「あ、ごめん。ユタカ……その……」

　あからさまに落ち込む裕に、エルがオロオロし始めた。

「ち、違うのよ。ユタカの事は大切な友達だと思っているし、タンデムシートに乗せてるのだって、本当はすっごく特別なんだから。でも、ごめんなさい。わたしの一存であの子達たちを運転させるなんて……、そんな恋人を人に貸すような真ま似ね、わたしには出来ないの」

「いや、俺も思いつきで言っただけだから、本気にするなって──」

「かわりと言ってはなんだけど、どうしても我慢できなくなった時は、お馬さんに跨またがるみたいにわたしに跨らせてあげる。それで我慢してくれないかしら？」

「本当に、代わりと言うには難のある妥協案だな！」

　裕に咎とがめられると、顔を真まっ赤かにして「バイクを洗うわ」と言って裕に背を向けてしまった。

　人と会話をすることに慣れていないのか、エルは時折裕の顔色を窺うかがって、こんな風に暴走することがよくあった。しかし、『自分に跨れ』とは、エルも素っ頓狂な事を言う。

　いや、待てよ。

　そこで裕はふと思いついた。

　エルはバイクに並々ならぬ愛着を持っている。もしかしたら、跨って乗れる速い乗り物が好きなのかもしれない。

「エル、ちょっと待て」

　バイクを洗うためのホースを引っ張っていたエルを裕が呼び止めた。

「なに？」

　と、顔をこちらに向けたエルの前で、裕は地面に両手をつくと、四よつん這ばいになった。

「……本当に、なに？」

「エル、乗れ」

「…………一応確認するけれど、それは裕ユタカに乗れということかしら？」

　エルの顔がちょっと引きつっていた。

「そうだ。さっきエルが言ってたように、お馬さんに跨る感じで俺に乗ってくれ」

　裕がニヤリと自信満々な笑みを浮かべる。

「の、乗るわけないでしょ」

「さっきは跨らせてくれるって言ったじゃないか。逆はダメなのか？」

「逆じゃなくてもダメよ！」

「なんだよ、自分で言ったんだろうが」

　エルは自分の発言を思い出したのか、少し顔を赤らめると、目を泳がせて。

「……おんぶじゃダメかしら？」

「構わないぞ。乗れ」

　立ち上がった裕の背中に、少し戸惑いながら、エルが近づいてきた。肩にエルの手が乗り、「よし来いっ」と言うと、飛び上がったエルの重みが裕の背中に乗っかった。

　背中に温かい感触が押し付けられる。

「さぁ、どうする？」

「え？　ここから何をするかは、わたしが決めるの？」

　緊張した様子で囁ささやくエルの声が、耳元で裕の髪を揺らす。

「強いて言うなら……、もう降りたい」

「行きたい場所は無いのか？」

「無いわ。ねぇ、重たくない？」

「なら、仕方がない。適当に村の中を一周するか──しっかり掴つかまってろよ」

　言うと、裕は連続で瞬間移動を行った。

「きゃっ」突然裕が動き出して驚いたのか、首に絡からむエルの手に力がこもる。

「どうだ」「エル」「速いだろっ」

「何て言ってるのか分からないぃぃぃ！」

　悲鳴みたいな声を上げるエルを乗せたまま、裕は村の中を一周すると、元居た民家の前に戻ってきた。

「はい、到着ー」

　背中に乗せたエルを降ろす。

　エルは呆ぼう然ぜんとした表情で両足を地面につくと。

「ねぇ、何がしたかったの……？」

「瞬間的に時速百八十キロ以上に加速する瞬間移動だぞ。速い乗り物が好きなエルには、たまらなかっただろ？」

「もしかして、バイクと張り合ってたの？」

　ドヤ顔の裕ユタカは、エルの質問に大きく頷うなずいた。

「ユタカ。バイクは速ければいいというものではないの。雨の日は濡ぬれるし、雷の日は走れない。思いの外小回りも利かないし、何より怪け我がも多い。はっきり言って、乗り物としてのスペックは、バイクは車に劣るところが多いわ」

　優しく諭すような声で、エルが言う。

「でもね、バイクには──ロマンがあるの」

　裕の瞬間移動には、ロマンが無かったらしい。

「……そっか。お気に召さなかったか」

「ええ。何でこんな事をしたの？」

「エルが喜んでくれると思ったんだけどなぁ……」

　裕がため息をこぼした。

「何でわたしを楽しませたいのよ」

「だって俺は──エルを幸せにするために、ここに居るんだろ？」

　確認するように、聞き返すと、エルは目を丸くした後、裕を見て安心した様に笑って。

「……そうだったわね」

　と、言った。
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　朝日が昇ってから眠って、日が沈む頃、裕は目を覚ました。

　四畳半の畳の上に、枕まくらだけ置いて横になり、その辺にあった布団ふとんを何枚も上に重ねて寝ているため、目が覚めると、毎日体が痛い。

「おはよう、ユタカ」

　ポキポキと背骨を鳴らしながら台所に出ると、先に起きていたエルが裕を迎えてくれた。

　座布団に正座したエルの前に、小さなちゃぶ台が置かれ、その上には幾つかの缶詰が並べられていた。

「ご飯にする？」

「お風呂にする？　それともー？」

「わたっ……いいい、言わないわよ！」

　釣られかけたエルが、ツーンと裕ユタカから顔を逸そらした。

　ちゃぶ台を挟んで、エルの前に座ると、こちらをチラリと見たエルが、ちゃぶ台の上の缶詰の蓋ふたを開け始めた。

　裕にも食べることを促すように、開いた缶詰に箸はしを乗せて、一個裕の前に寄よ越こしてくる。

「いただきます」

　裕が手を合わせると、エルも「いただきます」と手を合わせた。

　エルが寄せてくれた魚の煮付けの缶詰を口に運ぶ。舌の上に甘辛い魚の煮付けが乗る。

「缶詰美う味まっ！」

　空腹だった裕は、一心不乱に箸を動かし始めた。

　そんな裕の様子を見て、そっぽを向いていたエルも、嘆息して箸を動かし始めた。

「缶詰ばっかりなのに、よく飽きずに食べれるわね」

「缶詰美お味いしいじゃないか」

「それでも、ずっと同じものだと飽きない？」

　エルが言う。

　裕がここに来てから七日間。食事は缶詰ばかりだった。保存の効く食べ物、ということで、エルの蓄えは缶詰ばかりなのだという。種類も豊富で味も悪くないから、裕は気に入ってるのだが、目に見えてエルは箸はしが進まない様子だった。

「味気ないか？」

「目の前でこんなに美お味いしそうに食べてくれてる人がいると、缶詰も美味しく感じるわ」

「美う味めぇぇぇ！」裕は上半身を前後に揺すって、全身で美味しさを表現した。

「わざとらしいわよ、バカ」

「缶詰以外の食べ物は無いのか？」

「一応、山に行けば食べられる野草とかはあるかもしれないけれど……わたしは料理が出来ないから」

「……そういえば、村の入り口に肉が居たじゃないか」

「牛のこと？　牛には近づかないほうがいいわ。完全に野生化しちゃってるから、その辺の熊くまなんかよりよっぽど凶暴よ」

「クマのヌイグルミよりも凶暴なのか？」

「クマのヌイグルミじゃなくて、熊。クマのヌイグルミとは……多分、いい勝負ね」

「あのクマのヌイグルミといい勝負が出来る乳牛ってどんだけだよ」

　そうこうしている間にエルの食事が終わった。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　缶詰を食べ終えたエルが手を合わせ、席を立った。

　エルが食べるのは、いつも缶詰をきっかり一缶だ。

　小食なだけかもしれないが、こうして見ると裕ユタカが食べるのに付き合ってくれている様な気がする。

　エルを幸せにする立場にある裕が、逆に気を遣われてしまってどうするというのだ。

「……食べ物か」

　箸を置いて、裕は呟つぶやいた。
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　翌朝。

「何だ、探せばあるじゃねぇかっ」

　山を駆け回った裕の籠かごには、色とりどりの山菜が乗っていた。山の中には、山菜や山の木の実の類たぐいだけでなく、風に乗って畑から種子が飛ばされたであろう、ナスや稲までもが、雑草の如ごとく生い茂っていた。

　食材豊富な山での山菜採りは実に楽しかった。

　意気揚々と村に帰ってきた裕の目に、池の向こうのホルスタインが映る。

「……後は、肉だな」

　たくさんの食材が採れて調子に乗った裕は、エルの忠告も忘れ、ホルスタイン達たちの縄張りである牛舎の方へと近づいていった。




「──死ぬかと思ったァァァ！」

　ホルスタインの縄張りに入り込んで、わずか三分。

　自分たちの縄張りに入り込んだ裕を見たホルスタイン達の目つきが、一瞬でゴロツキのそれに変わり、クマのヌイグルミ顔負けの突進力で、裕を追い回してきた。

　悲鳴を上げながら、何度も瞬間移動を繰り返し、最後は池に飛び込んで、反対側まで泳ぎ切って、命からがら逃げ出した。

「何だ、あいつらハンパねぇ……マジやべぇ……」

　裕は、山で採れた山菜だけを抱えると、逃げ帰る様に民家の方角へ戻っていった。




　持ち帰った食材を調理する。

　お米の脱穀は、今日きようするのは無理かと思ったが、おそらく秋の始めに日照りが続いたのだろう。刈ってきたばかりの稲は、既に乾燥しきっており、茶ちや碗わんで脱穀してもみすりをしてやると、いとも簡単に玄米にすることが出来た。

　調味料も塩しか無いので、採ってきた山菜の類たぐいは、とりあえずカブや芋などの根野菜をすりつぶして、塩で簡単に味付けをした洋風のドロリとしたスープにした。スープの中には、色とりどりの山菜が放ほうり込まれている。

「うん、美う味まい」

　味見をしてみる。出だ汁しが少ないかとも思ったが、新鮮な野菜はいい味を出してくれた。

　では、後は米である。玄米のままでもいいが、エルは女の子だし、玄米百％では食べにくいであろう。

　しかたがないので、大きめのビンの中に玄米を入れて、麺めん棒ぼうで叩たたいて精米を試みる。

「……」

　コメを炊く時間を考えると、夕方までには精米を終わりたい。裕ユタカの、地味な戦いが始まった。




　エルが寝室に使っている部へ屋やをノックする。

「どうぞ」という返事が聞こえて裕が扉を開けると、和風な部屋に不似合いなベッドの上に転がって、眠たそうにしていたエルが、こちらを向いた。

「エル、腹減ってないか？」

「……」

　半開きの瞼まぶたでこちらを見る。

「あー……」

　どうやら先ほどまで眠っていたらしい。寝ぼけ眼まなこのまま、エルはシャツのボタンを上から二つ外すと、中に手を突っ込んでガサガサとまさぐり、中から二つの缶詰を取り出した。

「はい、食べていいわよ……」

「いや、俺が腹減ってるから、缶詰を要求しているとかじゃなくて……。ていうか、今その缶詰、どこに入れてた？」

　缶詰を受け取る。表面のイラストから察するに、中身は豆と魚だ。人肌に暖かかった。

「そうじゃなくて、エルが腹減ってないかって聞いてるんだよっ」

「わたし……？」

　首を傾かしげたエル。

　台所に連れてってやると、エルの眠気は一瞬で吹き飛んだ。

「どうしたの、これ……？」

　声を震わせて驚きながら、ワナワナと震える手でエルが目の前に用意された鍋を掴つかむ。

　鍋の中身は先ほど用意した山菜のスープ。

「米もあるぞ。凄すごいだろ？」

　出来たおこげごとお櫃ひつに移した白米を見せびらかし、裕ユタカがこれでもかっていうぐらいのドヤ顔をした。

「ユタカ、料理が出来るの？」

「缶詰ばっかりで飽き飽きしてたんだろ？　今日きようからは、俺が料理作ってやるから、期待してくれていいぜ」

「わたしのために用意してくれたの？」

　エルが少しだけ潤んだ瞳ひとみで、裕を見つめてきた。

「……いや、その。俺も食べたかったっていうか……」

　そんな風に見つめられると、答えにくい。

「そうよね。ユタカはあんな缶詰でも美お味いしく食べられる人だもの。自分のために用意する必要はないわよね」

「おい、言い方」

　美お味いしいじゃん。缶詰。

「ありがとう、ユタカ」

　ニコリと。

　花が咲いたように笑って、エルがお礼を言ってくれた。

「おう」

　むず痒がゆくなって、裕が頬ほおを掻かいて顔を逸そらす。

　すると、ポタリと。

　赤いしずくがエルの鼻の下を伝った。

「あら」

「……何だ、鼻血か？」

　ティッシュを探して裕がキョロキョロする。

　エルは鼻をつまみながら、満足そうに笑うと。




「この鼻血は、ユタカがわたしを幸せにしてくれた証あかしよ」




　と、凄すごい鼻声で言った。

　そんな証は嫌だった。
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　裕ユタカの用意した食事を、エルがあまりにも喜んでくれるものだから、裕もついつい嬉うれしくなって、毎日山菜を採りに出かけた。

　調味料も塩しか無い状況だ。そのうち、エルも味に飽きて缶詰が恋しくなりだすかと思ったが、来る日も来る日もエルは美味しそうに裕の用意した食事を食べてくれた。

　毎日米を精米するのはちょっと大変だったが、まぁ、クマのヌイグルミが現れない限り時間もある。そこは、無心だ。

　しかし、その日はクマのヌイグルミが出現する予告が為された。

『──繰り返します。……』

　頭のなかに直接語りかけてくる、アガサがテレパシーと呼んでいたそれで、エルもクマのヌイグルミの出現情報を聞いていたらしい。

「ユタカ、行くわよ」

　エルのバイクのタンデムシートに乗せてもらい、クマのヌイグルミが出現すると予告された区画まで移動していく。

　しかし、移動している途中で、ぱらりと。

「……あら。雨が降り始めたわね」

　エルがブレーキを掛けた。

　そして、ゆっくりと制動したバイクが、百八十度方向転換する。

「どうした、帰るのか？」

「ええ。雨が降ったから、もうクマのヌイグルミは現れないわ」

「現れない？」

「ええ。雨が降ると、クマのヌイグルミは現れないの」

「何でだよ？」

「さぁ……」

　肩をすくめたエルが、バイクのアクセルを開いた。

「でも、多分、……天候が悪い時は、不慮の事故が起きやすいからだと思うわ」

「何だって？　不慮の事故？」

　バイクのエンジン音にかき消されながら、かろうじて拾えたワードを聞き返す。

「クマのヌイグルミが、必要以上の怪け我が人にんを出さないように、気を遣ってるのよ」

　エルが何かを呟つぶやいたが、裕ユタカには聞き取れなかった。




　そして、その日は、一日中雨になった。

　降り始めた夕立は、夜には本降りとなり、二人が各おの々おのの寝室で寝付く頃には、

「──ッ！」

「……雷か」

　薄暗い四畳半の個室の中、埃ほこりっぽい布団ふとんに包くるまって転がったまま、裕が呟く。

　そういえば、この世界に来て悪天候に見舞われるのは今日きようが初めてだった。

「こっちの世界でも、雷はゴロゴロガッシャンなんだなぁ……」

　そんな感慨にふけっていると、「カタン」部へ屋やの中で物音がした。

「何だ？」

　音に反応した裕が顔を上げる。

　部屋の入り口の扉が開いていた。

「閉め忘れた……か？」

　裕が首を傾かしげる。

　立ち上がり、視界の悪い薄暗い部屋の中を記憶を頼りに進んで、とりあえず扉を閉めた。

「さぁ、もう寝るか」

　頭を掻かいて布団ふとんに戻る。

　捲めくった掛け布団の下に、妙な膨らみがあった。特に気にせず布団の中に潜り込むと、温かい何かが裕に触れて、モゾモゾっと動いた。

「ユタカ」

　エルに名前を呼ばれた。

　布団の中、息が掛かるような距離に、エルの顔があった。

「……何でこの世界の女子は、やたら肉体的なスキンシップを取りたがるんですか？」

　思わず声が裏返って、敬語になるぐらいの衝撃だった。

「今夜だけ、一緒に寝てくれないかしら……？」

「無視か？　俺の質問は無視か？」

　ツッコミを入れて、ふと裕は眉まゆを寄せた。

「エル、お前……震えてんのか？」

　布団の中でエルの肩が、小さく震えていた。

　きつく閉じたエルの瞼まぶた。何かに怯おびえているようにも見える。

「もしかして、雷が怖いのか？」

「雨……」

「何？」

「雨が怖いの……」

　か細い声で、エルが訴えた。

「……ごめんなさい。雨が屋根を叩たたく音がダメなの。この家、雨の音がよく聞こえるから……」

　エルが身を縮める。

「……分かった。雨が止やむまで、ここに居ろ」

　よく分からないが、エルは本気で怯えている様子だった。

　しかし、雨の音というのは、横で裕ユタカが転がっているからといって、どうこうできるものではない。

　エルは小さく震えたまま、ジッとしていた。

「手でも握るか？」

　言ってみるが、エルは首を横に振るだけだった。

「寝れるなら、寝ちまえよ……」

　そう言って裕も目を閉じる。

　隣に居るエルの気配が、いつまでも震えていた。

　悩んだ末に、せめて音が少しでも聞こえないようにと、横向きに横たわるエルの露出した右耳を手で押さえて、耳栓をしてみた。

　すると、しばらくして、小さな寝息が聞こえ始めた。

「はぁ……」

　安心したら、ため息が漏れた。

「……お母かあさん、嫌……」

　小さな声で、エルが何か寝言を言っていた。
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　翌朝。

　昨日きのうの雨が嘘うそみたいに、晴れた。

　裕がかなり寝坊したので、今け朝さの朝食は缶詰と昨日の残りのおにぎりだ。

「今日きようは晴れて良かったな」

「ええ」

　缶詰を口に運びながら、エルが頷うなずいた。声にいつもの元気が無い。

「どうした？　俺に、弱みを握られてしまった事を後悔してるのか？」

「ユタカが握ってくれるおにぎりは美お味いしいわ」

「おにぎりを握る話はしてねぇよ」

　エルの心はここにあらずといった感じだった。

　さすがにこうも調子を崩されれば、心配になる。

「元気ないけど、どうかしたのか？」

　単刀直入に聞くと、エルが箸はしを置いた。

「怖い夢を見たの。……昔の夢よ……」

　それだけ言うと、エルは立ち上がった。

「もう食べないのか？」

「ごめんなさい。食欲が無いの。ご馳ち走そう様さま」

　そう言い残して、エルが自室に引ひき篭こもる。

　あんなに食事を楽しんでいたエルが、ああして去っていく背中を見るのは、少しだけ辛つらかった。

「まぁ、夢のせいってんなら、俺にはどうにも出来ないけどさ……」

　エルが残した分もかき込んで、裕ユタカの朝食が終わった。

　朝食を終えると、裕は外に出た。

　雨で洗われた朝の山の空気は、これ以上ないぐらいに清すが々すがしい。

　背伸びをすると、エルが表情を曇らせていたこともどうでも良くなってきた。

「エルが悩んでるからって、俺が一緒になって悩んでも仕方ないしなぁ」

　ならばせめて、エルの元気が出るようなことでも、してあげられると良いのだが……。

「『裕式瞬間移動自動二輪（おんぶで瞬間移動）』は、エルには不評だったしなぁ……」

　エルが喜ぶことといえば、飯ぐらいしか思いつかない。そして、その飯ですら、今日きようのエルを元気づけるには至らなかった。

　何かエルが喜びそうな変わった食事でも作れれば良いのだが、思いつかない。むしろ、材料も無い。

「女の子といえば、甘いモノか？」

　しかし、山の中には、山菜の類たぐいは多く見受けられたが、果実の類は少なかった。あっても酸味の強いキイチゴだ。桑の木があったので、もう少し時期が早ければ、桑の実も手に入っただろうが、今は完全に季節を外してしまっている。

「んー……」

　悩める裕ユタカの足が、自然と山に向いていたところで、ふとそれが目に入った。

「ンモー」

　ふてぶてしく鳴く、池の向こうのホルスタイン。

「そういえば、乳牛が居たんだっけ？」

　裕の頭に、ふとレシピが思い浮かんだ。
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　──雨が降ったせいか、久しぶりに夢を見た。

　小さなわたしが、母親と一緒に居る夢だ。

　母子家庭に育ったわたしが小さな頃から、仕事で忙しい母親はほとんど家に居なかった。

　たまに帰ってきた母親が、わたしのために料理を作ってくれる事があった。

　基本的に家事が出来ない人で、炊事洗濯なんかはヘルパーに頼るのが当たり前、みたいな人だったから、殆ほとんどの料理はお世辞にも美お味いしいと言えたものではなかった。でも一つだけ、母が作ってくれるものの中に、わたしの好物があった。

　幼いころ、卵にアレルギーがあったわたしのために、母親が試行錯誤の上で作ってくれた卵を使わないケーキ。見た目は不格好で、生クリームを剥はがした見た目は、焦げて崩れたパンケーキの様だったが、不思議と美お味いしくて、幼いわたしは、母親が家に帰るたびにこれをねだっていた。

　今思えば、母親は仕事で疲れていたことだろう。

　それでも、母親は嫌な顔ひとつせずに、幼いわたしのためにケーキをこしらえてくれていた。

　夢の中で、母親が優しく微笑ほほえむ。

「ほら、焼けたわよ。エル──」




「──エル。おい、エル？　何で台所なんかで寝てんだ？」

「ん……お母かあさん？」

「残念だけど、お母さんじゃない。お裕さんだ」

　眠たげな双そう眸ぼうを開いたエルと目が合って、エルが硬直した。

　エルが三回まばたきした後。

「……お母さんって、呼んだ？」

「ああ、真まっ直すぐに俺を見ながら、バッチリ呼んでたぞ」

「きゃぁぁぁ！」

　絹を引き裂くようなエルの悲鳴。

「はっはっは、気にするな。俺もついこの間、授業中に居眠りかましてて、目が覚めた拍子に『ちょっ。今何時!?　何で起こしてくれなかったんだよ！』って悲鳴を上げちまったことがあってだな」

「きゃあっ、きゃあ！　きゃあ！」

　自己の失敗談を交えたフォローもエルには通じない。

「記憶をなくしてーっ！」

　悲鳴みたいに叫び散らしながら、手近にあった鍋の蓋ふたで裕ユタカの頭をバンバンしてきた。

「おい、やめろっ……痛っ」

　裕が割りと本気で痛そうに、顔をしかめる。

　それを見たエルの動きが止まった。

「ごめん……え、ユタカ!?」

　そして裕の様子に気づき、エルが目を見開いた。

「傷だらけじゃないっ。どうしたの？」

「いや、ちょっと……牛さんと喧けん嘩かしちゃって……」

「あそこには近づいちゃダメって言ったでしょう!?」

「心配すんな。どこもただの打撲だ」

「もう、バカっ。何でそんな事したの!?」

「いや、乳が欲しくて……」

「腹ペコの子犬じゃないのよっ。乳が恋しいなら、わたしの胸があるでしょう！」

「いや、落ち着けって。今、わりと凄すごいこと言ったぞ、お前」

　興奮するエルを何とかなだめようとする。

「もう、本当に何でそんな真ま似ねしたの……？」

　諫いさめるようにエルが言う。

　こんな空気になっては、せっかく用意した物が出しにくかった。

　だが、物は生ものだ。涼しくなってきているとはいえ、冷蔵庫の無い環境で、あまり長くは置いておけないだろう。

　諦あきらめたように裕は息を吐くと、背中に隠していた料理の乗ったプレートを、エルの前に差し出した。

「……何これ？」

「ケーキだよ」

　料理の乗った皿みたいに目を丸くして、エルがプレートの上のケーキを眺めていた。

「生クリームがちょっと黄色っぽいのは、砂糖の代わりに芋を混ぜたからだ。傷いたんでなんかいないぞ。まぁ、ケーキって言っても、中身は米こめ粉こで焼いたパンケーキなんだけどな」

「このために、そんな怪け我がまでしたの……？」

「別にそういうわけじゃないけど、俺が作りたかったんだよ」

「わたしのために……？」

　夢でも見ているような瞳ひとみで、エルが裕ユタカを見てきた。

　何だか大げさに感動されて気恥ずかしい。

「材料さえあれば、ちゃんとしたケーキも焼けるぞ。そうだ、エルは誕生日いつだよ？」

「……た、誕生日……何でそんなこと聞くの？」

　聞かれたエルの表情が少しだけ陰りを見せた。

　エルの表情の変化にも気づかず、テンション高めの裕が続ける。

「教えてくれたら俺がケーキ焼いちゃうぜ？　バースデーケーキだ」

「バースデーケーキ？」

　エルが首を傾かしげた。

　もしかしたら、この世界には誕生日をケーキで祝う風習は無いのだろうか？

「ああ、俺の世界ではな。こう、誕生日になると、ケーキに歳としの数だけろうそくを立てたりして、誕生日を祝うんだよ」

「そんなものがあるのね」

「ああ。それで祝われる側は、ハッピーバースデーを歌ってもらった後、願い事を込めてケーキの上のろうそくを一息で吹き消すのがルールだ」

「ハッピーバースデーを、歌う？」

「ああ、そういう曲名の歌があるんだよ」

「ハッピーバースデー……」

　言葉を噛かみしめるように、エルが言う。

「何だ？　こっちの世界では、『誕生日おめでとう』を『ハッピーバースデー』とか、言ったりしないのか？」

「いいえ、そんな歌は無いけれど、ハッピーバースデーの意味は分かるわ」

　そう言って、エルが少しさみしげに微笑ほほえんだ。

「そうね……誕生日って、幸せなものだったわよね」

　エルが笑った。その笑え顔がおがどこか悲しげで、思わず裕は黙ってしまう。

「はっ、どうしたよ」

　裕ユタカは、取り繕うような笑みを浮かべると、空気を盛り上げるためにまずは自分のテンションを上げた。

「当たり前だろ。そして、俺はエルを幸せにするためにここに居るんだぜ？　エルが幸せになるってんなら、材料さえあれば誕生日ケーキも焼くぞ」

　そう言うと、エルは何な故ぜか困ったように笑って、ため息をついた。

「……ええ。わたしの次の誕生日には、ユタカがケーキを焼いて。約束よ」

「ああ、約束する」

　裕は快諾した。

　裕の元気に釣られたのか、エルにいつもの笑顔が戻ってくる。

　エルは受け取ったプレートの上のケーキを見つめると、ニッと笑って裕に言った。

「ケーキありがとう。大切にするわね」

「いや、日持ちしないからすぐ食べてくれ」

「そうなの？」

「そうなの」

　少し残念そうに、エルが眉まゆをひそめた。

　それでも、フォークの先でケーキをすくって口に運ぶと、すぐに笑顔に戻った。













「……美お味いしい」

　噛かみしめるようにエルが言う。

　一口一口、味わうようにゆっくりと、エルはケーキを食べていった。

　そしてプレートがからになる頃、エルは何も言わずに立ち上がった。

　踵きびすを返すと、ヨタヨタとゆっくりとした足取りで、自室へ向かっていく。

「……どうした？」

　何だか、彼女の行動に違和感を覚えて、裕ユタカがエルを呼び止める。

「何でも……うっ」

　突然、その場にエルが崩れ落ちた。

「エルっ」

　裕が立ち上がり、駆け寄ろうとするが、膝ひざ立だちになったエルが、それを手で制した。

「来ないで……っ」

　それをエルが掠かすれる声で訴え、エルが口元を押さえる。

「あっ、うっ……」

　一度は止められた裕だが、明らかに様子のおかしいエルに居ても立っても居られず動き出そうとした時。

「──ごめん、ユタカ」

　か細い声でそう言ったエルの口元。それを押さえる白い指の隙すき間まから。

「こほっ」

　小さな咳せきの音と一緒に、大量の血液が溢あふれ出した。

　ビチャビチャと、音を立てて床にどす黒い血が広がる。それでもエルの吐血は止まらず、内臓をまるまる一個吐き出したかのような、大量の血液の水たまりが、板張りの床の上に広がった。

「エル……!?」

　突如起きた目の前の惨劇に、顔を真まっ青さおにした裕は、動けない。

「う……っ」

　エルの上体が崩れ、エルの体が傾いたのを見て、ようやく裕はエルに駆け寄った。

　倒れかけたエルの体を支える。

　昨日きのう一緒に寝た時はあんなに温かかったエルの体が、今は乾いた土のように冷たかった。

　常日頃から、自分は怪け我がをしても治ると、うそぶいていたエルだが、光る粒が集まってくる様子は無い。

「大丈夫……」

　どうしていいか分からずにいる裕ユタカの心中を察したのか、青い顔でエルが、裕を安心させるようにして笑った。

「少し寝れば治るから……悪いけれど、ベッドまで運んでもらえる？」

　とてもそんな状況には見えなかったが、裕はただただ頷うなずく事しか出来なかった。





　　　＊






　エルが倒れた夜から、三日が経たった。

　あの後、ベッドに運ばれたエルは、死んだように翌朝まで眠った後、目を覚ました。

　調子の善よし悪あしを問うと、「食欲はあるわ。生クリームなら幾らでも食べれるかも」等と軽口を叩たたく（から、用意した）。

　だけど、エルの表情からは明らかに生気が抜けていた。

　普段通りに裕と会話をするが、やはり目に見えて顔色が悪い。

「やっぱり、超能力者達たちの街に行ったほうがいいんじゃないか？」

　エルが突然血を吐いた原因は裕には分からない。だが、日に日にエルの様態は悪化しているような気がしていた。

「必要ないわ。それよりユタカ。あーん」

　エルが口を開く。そこに裕は生クリームを乗せたスプーンを運んでいった。

「美お味いしい」

　エルがニコリと笑う。

「ありがとう、ユタ……くっ」

　エルが口元を押さえた。

「ぐっ、……ごほっ、ごほっ」

　激しく咳せき込こんで、その度に指の隙すき間まから赤い液体が噴き出してくる。

「おい、本当に大丈夫なのか？」

　裕をエルが手で制した。

「大丈夫よ。すぐ収まる……タオルを持ってきて」

　気丈に振る舞ってみせるエルだが、顔色は先ほどよりも悪くなっていた。

　彼女が血を流しているというのに、彼女の傷を癒いやす光の粒はやはり現れなかった。

　いったい何がどうなっているのか、裕には分からない。だが、エルの状態が芳かんばしくないことだけは、理解できた。

　頭の端で、リタやアガサの顔がちらついた。エルには怒られるかもしれないが、彼女達たち超能力者に助けを求めたら、エルの病を治すことが出来るのではないか？

　自分一人だけでも超能力者の街に行って、話だけでも聞いてくれば……。

　その声が頭の中に響いたのは、裕ユタカがそんな事を考えている折だった。

『特別警戒警報。特別警戒警報』

　テレパシー。クマのヌイグルミが出現する予告だ。

『お知らせします。テディの出現予告が発表されました』

　テレパシーはエルにも聞こえているらしい。

　真剣な表情でエルがテレパシーに耳を傾けている。

「おい、エル。まさか行くつもりじゃないだろうな？」

　声を掛けるが、エルはこちらを振り向きもしなかった。

『テディが出現する場所は、中央区一番、出現開始時刻は十七時です』

「よりにもよって、超能力者の街ね……」

　エルが呟つぶやいた。

『テディが出現する場所は、中央区一番、出現開始時刻は十七時です。現在、中央区一番並びに周辺エリアでの活動を行っている方は、速やかにエリア外に避難して下さい。繰り返します……』

　やがて、テレパシーが止やんだ。

「……」

　エルが無言でベッドから降りた。

「どこに行くつもりだ？」

　裕がエルの手を掴つかむ。

　相変わらず彼女の手は土の様に冷たかった。

「大丈夫。わたしは怪け我がをしても治るから……放して」

「そんな体じゃ無む茶ちやだ！」

　裕は制止しようとするが、エルは無言で裕の手を払った。ベッドの下からマシンガンを取り出し、準備を始める。

　裕はマシンガンに自分の手を重ねた。

「今回は、俺が行く。エルは休んでいろ」

「ユタカは街に来ちゃダメ。今回は、わたしもユタカを守りながら戦えそうにないわ」

「何言ってんだ！　エル一人でなんて絶対にダメだ」

　エルが裕を一いち瞥べつする。

「わたしは傷つかない。多少調子が悪くたってクマのヌイグルミを殲せん滅めつする事は出来るわ」

　二丁の拳けん銃じゆうと幾つかの手しゆ榴りゆう弾だん等の武器を身につけ、エルが立ち上がった。

　おぼつかない足取りで、エルが進み始める。

「……ダメだ。行くな！」

　裕ユタカはエルの手を掴んだ。

　ツ、と。エルの鼻の下を赤い液体が伝った。

「あら……」

　エルが手の甲でそれを押さえる。

　暫しばらく裕を見つめて、そして口元を綻ほころばせた。

「ありがとう。ユタカ……。ユタカのような優しい人に出会えて、わたしは──」

　エルが手に持った銃を振り上げた。

　それを目が追った瞬間、裕の側頭部に激しい衝撃が加えられた。

　殴られたんだと気づいた。その時には──すでに遅かった。
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　朦もう朧ろうとする意識が覚かく醒せいした。

「──ッ」

　飛び起きた裕が窓の外に目を向けると、既に日が沈んでいた。

「エルッ！」

　部へ屋やの中に大声を響かせるが、返事は無い。やはり彼女はクマのヌイグルミと戦いに行ったのだ。

「くそっ、あんな体で無む茶ちやだってのに……つっ」

　立ち上がろうとしたら、エルに殴られた頭が痛んだ。

　だが、そんな事も気にしていられない。

「超能力者の街って……言ってたな」

　エルを助けに行かないと。

　正確な方角は分からなかったが、街並みは覚えている。たどり着けさえすれば、そこが超能力者の街だと分かる。

「頼むぞ……瞬間移動」

　裕の呼びかけに呼応するように、胸の中で小さな声が聞こえた気がした。

　直感だけを信じて、瞬間移動を繰り返した。

　すがる思いだったが、瞬間移動は迷うことすら無く、真まっ直すぐに裕を超能力者の街へ誘ってくれた。

「何だこれ……」

　街の中に入って、裕ユタカは思わず息を呑のんだ。

　あれほど賑にぎわっていた超能力者の街に、人の気配は一つとして無かった。

　そして、街の中には、空そらが見えないほどのクマのヌイグルミの大群が蠢うごめき、無秩序に暴れ回り、あの美しい街に凄せい惨さんな傷跡を刻んでいた。今までに見たクマのヌイグルミの数の比ではない。こんな数のクマのヌイグルミに見つかったら、一巻の終わりだろう。

「エル！　聞こえたら返事をしろッ！」

　それでも、裕にはクマのヌイグルミに見つかることを懸け念ねんしている余裕は無かった。大声で彼女の名前を呼ぶが、返事は無い。

　一刻も早くエルを見つけ出さないといけないという焦りだけが、裕を突き動かしていた。

　クマのヌイグルミの群れに覆われる街を駆け抜けていると、銃声が聞こえた。

　エルが近くに居る。

　裕は止やまない銃声に引き寄せられるように、街の中を駆け抜けた。

　足下に転がる建物だったものの残ざん骸がいを蹴け飛とばして、前に進む。

　瓦が礫れきの山を登ると、エルの姿を見つけることが出来た。

「エル……！」

　その姿を見て、裕は胸を撫なで下おろした。

　クマのヌイグルミの群れに囲まれながら、手にしたマシンガンでエルは踊っていた。服に幾らか血は滲にじんでいるが、エルの周囲には彼女の傷を治す光の粒が舞っている。エルは大丈夫だ。

「ユタカ……!?　何で来ちゃうのっ！」

　エルの方も、裕を見つけた。

　来てしまった裕を責めているようだったが、来てしまったものは仕方がないだろう。すぐさま彼女と連携を取るべく、声を上げようとして。

　裕の視界が彼女を捉とらえた。

　驚きのあまり、心臓が跳ねた。

　クマのヌイグルミが蔓延はびこる街の中、エルの左後方のビルの窓に、キャスケットを被かぶった長い髪の女の子がいた。

　背もかなり低い。おそらく、小学生ぐらいの女の子だ。

「子供だっ。子供が居るっ」

「何!?」

「エルっ、少しの間だけ待っててくれっ！」

　裕ユタカはすぐさま、瞬間移動で飛ぶと、間のビルを二回中継して、その子供の目の前まで一気に飛んでいった。

「大丈夫かっ？」

　目の前のキャスケットを被った女の子に声を掛ける。

　キャスケットを被った女の子は、猫のような瞳ひとみで裕を見て、訝いぶかしむように目を細めた。

「怪け我がしてないか？　もう、大丈夫だ。すぐに、安全な所まで連れてってやるから」

　女の子は言葉を返さなかったが、目立った外傷が無いことを確かめると、裕は彼女の手を握った。

　窓を開け放って、下で銃を振り回すエルに声を張り上げる。

「この子を安全な場所まで連れて行くっ。少しだけ待ってくれ！」

　こちらに振り向く余裕の無いエルに、裕の声が聞こえたのかは分からない。

　だけど、手を握った女の子には、その声は聞こえていたらしい。

「……そうか。お前だったのか」

　小さな声で、女の子が何かを呟つぶやいた。

「何だ？　どうした？」













　女の子に目を向けようとしたその時。

　何もない空間に突然、裕ユタカを取り囲むように、斧おのを持たない三匹のクマのヌイグルミが現れた。

「なっ……」

　クマのヌイグルミが瞬間移動を使ったかのような出現だった。

「何が起こった!?」

　だが、考えている余裕は無い。裕は、女の子を庇かばうように抱え込むと、クマのヌイグルミの包囲から、逃れようとした。

　しかし、

「放せよ」

　女の子が、突然裕の手を振り払った。これでは彼女を置き去りにしてしまう。

　瞬間移動を躊ちゆう躇ちよした裕に、三匹のクマのヌイグルミが掴つかみかかっていった。

　更に女の子の周囲から、無数のクマのヌイグルミが出現して、裕にまとわりついた。

　そして開け放った窓から、裕を抱えたクマのヌイグルミ達たちが、一斉に飛び出した。

　一方、エルを囲んでいたクマのヌイグルミ達が、一斉に同じ方向を向くと、斧を捨てて飛び去った。

「何……っ？　ユタカっ！」

　突然起きた謎なぞの現象に、エルがクマのヌイグルミの背を追って、空そらを見上げた。その視線の先、クマのヌイグルミに包み込まれるようにしてもがく裕の姿を見つけ、エルが悲鳴を上げるように、彼の名前を呼んだ。

「くそっ……」

　クマのヌイグルミの群れに飲まれた裕は、何とか外に出ようともがくが、思うように身動きが取れない。

　そうこうしている間にも、クマのヌイグルミは徐々に高度を上げ、逃げることが困難な状況が作り出されていく。

「ユタカッ！」

　裕の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「エル──!?」

　声の方を振り返る。

　クマのヌイグルミの群れの、下の方。群れの中の一匹にしがみついて、エルが裕を追ってきていた。

「そこから脱出して！」

「脱出しろったってどうやって」

「瞬間移動で飛べばいいでしょ！」

　そうだった。

　そんな事にも気づかないほどに、裕ユタカは混乱していた。

「距離を測るわっ。合図したら、あの背の高い建物に飛んで！」

　そう言って、エルは懐からピンの刺さった水筒のようなものを取り出した。

　いつも使っている爆弾だ。

「分かった！」

　裕が声を返す。

　しかし──。

「……っ」

　突然、クマのヌイグルミの中の一匹が、エルの手にした爆弾のピンを引きぬいた。

　エルにとっても、クマのヌイグルミがこんな緻ち密みつな行動をするのは予想外だったのだろう。目に驚きよう愕がくの色が浮かんでいる。

　クマのヌイグルミが爆弾のピンを投げ捨てた。エルは咄とつ嗟さに爆弾を投げ捨てようとするが、クマのヌイグルミが爆弾を奪い取ろうとするように、彼女の手に掴つかみかかってきた。

　一瞬だけ、エルは裕の方を一いち瞥べつすると、諦あきらめたように笑みを浮かべた。

　そして、クマのヌイグルミにしがみついていた手を、放した。

「エル──!?」

　突然の行動に、裕が悲鳴を上げる。

　落下するエルの体は徐々に小さくなっていく。空中でエルは、水筒みたいな形をした爆弾を、グッとお腹なかに抱え込むと。

「────ッ」

　肌を震わす轟ごう音おんとともに、空中ではじけて消えた。

「…………」

　言葉を失った。

　何が起きたのか分からなかった。

　目の前を、エルが飛び移れと言ったビルが通過する。

　裕はそのビルに向かって、飛んだ。足が着く。もう一度飛んだ。そして飛んだ。

　エルが消えた場所の、ちょうど真下ぐらいにあった瓦が礫れきの山の上に、裕が立った。

　空そらを見上げる。

　エルの姿は無い。

「大丈夫だ。だって、怪け我がしても、エルは傷を治す超能力があるじゃないか……」

　気休めを言うように口にした。

　霧散したエルを探して、光の粒を探して、周囲を見渡す。

　何も無い。……見落としているだけだ。

　もう一度、見渡す。

　空だけじゃない。足下も、足下の瓦礫の隙すき間まも。

　どこかに有るはずなんだ。

　どこかに、居るはずなんだ。

「どこだよっ、エル！」

　焦る気持ちが、叫びになって。

　空を見上げて、つい思った。

　全身が跡形もなく消し飛ぶような傷も、エルは治すことが出来るのか……？




「エルが、死んだ……？」




　唇が、勝手に言葉にした。

「っ、うあああああ。ああっ、あああっ、ああああああああっ。あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──────[image: ]」

　喉のどを潰つぶして、声を上げた。

　湧わき上がった感情に、裕ユタカの視界が黒く染まっていく。

　目の前に、雨みたいな無数のクマのヌイグルミが迫っている。

　クマのヌイグルミに包み込まれた。

　こいつらは、裕をどこかに連れ去ろうとしている。

　そこまで分かって、裕の意識は途切れた。






　　　プロローグⅠ　イケニエ少女の殺し方









　顔を見合わせた誰もが、同じ夢を見ていた。

　夢の中では、エルがイケニエに選ばれてしまった。

　母親は悪い夢だと眼めの色を変えていたけれど、エル自身は、そのことについて深く考えていなかった。

　イケニエに選ばれてからも、彼女の生活が変わることは無かったから。

　現実の世界では、夢の真偽が問われ続けていた。

　それだけだった。

　夢から覚めても、エルの世界は何も変わらなかった。

　ただほんの少し、鼻血が出ることが増えた。




　そんなある日の事だった。

　いつものように学校に向かうと、クラスメイトが騒いでいた。

　どういう事か問いかけると、クラスメイトの女の子が「手から火が出せるようになったの」と答えた。そしてある子は、「テレポートが出来るようになった」と言う。

　エルと同い年の子供たちが、多種多様な超能力に目覚めていた。

「エルちゃんは何が出来るの？」

　クラスメイトに聞かれた。だけど、エルには何も特別なことは出来なかった。




　その日から、世界が大きく変わっていった。

　世界中でエルと同じ年に生まれた少年少女が、多種多様な超能力に目覚め、人類全員が同時に見た、謎なぞの白昼夢の真偽が更に問われた。

「イケニエに選ばれた少女を殺さなければ、他の子供たちが死んでしまうのではないか？」

　誰かが言った。

　誰かと誰かと誰かが言った。

　いろんな人がエルを見ていた。




　ある日、母と外出をしていた日の事だった。

　一人の男が、エルを見下ろしていた。

　夏だというのにコートを着込んで、帽子を深く被かぶり、息を荒くしながらエルを怖い目でジッと見下ろしていた。

　すぐに母が気づき、エルの手を引き遠ざかろうとした。

　だけど、男の手の方が速かった。

　コートのポケットから飛び出した男の手には、一本の包丁が握られていた。

「俺が世界を救うんだ……」

　男が言った。

　エルの胸に、包丁が深く突き刺さった。

　刃はすぐにエルの胸から引き抜かれ、男は更にエルの首を切りつけた。

　目線が男から青あお空ぞらへ。

　倒れたんだと気づくのには、少し時間がかかった。

　傷口が焼けるように熱くて、血が抜けていって、傷口に近いところからだんだん体がスースーしてくる。

　男が視界の端を逃げて行くのが見えて、悲鳴を上げながら、母がエルの上に覆い被さってきた。母が手を真まっ赤かに染めながら、傷口を懸命に押さえつけてきた。

　だけど、血は止まらない。すぐに視界が霞かすんで、ああ……わたしは死ぬんだな。

　そう、思った時だった。

　白く発光する蛍の光のような光の粒が、血の飛び散ったタイル、傷口を押さえる母の手、エルを取り囲む様々な物体から溢あふれ出して、エルの傷口に集い始めた。

　光が、傷口に吸い込まれていく。

　すると傷口が、まるでケーキのスポンジが膨らむように再生し、あっという間に塞ふさがってしまった。

　血を失ってぼーっとした頭も、はっきりしている。目の前の赤い水たまりが嘘うそみたいだ。

　男はすぐに捕まった。

　刺された傷口は跡形もなく消えた。

　だけどこうして、エルが不死であることが証明されてしまった。

　テレビの中で誰かが断言した。




「イケニエの少女が幸せになれなければ、超能力に目覚めた子供たちは、皆死んでしまう」




　──それからは、誰もがエルを幸せにしようとした。
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　みんながエルを幸せにしようとした。

　幸せを感じる度に、血が出た。

　小さな幸せを感じると、まずは鼻血が出るんだと分かった。

　そこからだんだん出血が多くなっていって、血を流しすぎるとエルは昏こん睡すいした。

　誰もがエルの幸せを望んでいた。

　だけど、母だけは、エルの幸せを望んではいなかった。

「もう、二度と、誰かにあなたを傷つけさせたりなんかしない……」

　そう言って、母はエルと共に家の中に引ひき篭こもった。

　母以外の誰もが、エルの世界から遠ざけられた。

　あっという間にエルの周囲には人が居なくなった。

　それでもエルは、大好きな母が側そばに居ることで、少なからず幸せだった。

　幼いエルには、自分よりも仕事を優先し続けていたように見えた母が、今は仕事も何もかも投げ出して、自分の側に居てくれることが、幸せだった。

　だからエルはそれだけの事で幸せになった死にかけた。

　血を吐いて倒れ、深い眠りに落ちた。

　今までに無い、長い長い昏こん睡すいだった。

　目が覚めると季節は半周しており、肌寒かった空気は、蒸し暑い梅つ雨ゆの気配に変わっていた。

　──今でも覚えている。

　エルが目覚めたのは、雨音が屋根を叩たたく夜だった。

「おかあ、さん？」

　暗がりで電気も付けずに、自分の枕まくら元もとで誰かが顔を見下ろしている。

　やさしい手が不器用におでこを撫なでる。

　安心する匂におい。

　すぐに母だと分かった。

「元気になったのね」

　母の声だ。

「まだ少し眠い……」

　本当はそうでもなかったけれど、母に心配されたくて、優しくされたくて嘘うそをついた。

「ッ」

　肌と肌がぶつかる音。

　瞼まぶたを閉じようとしたエルの頬ほおを、母の平手が叩いた。

「────え」

　何な故ぜ叩かれたのか分からず、エルは呆ほうけた声を上げる。

　──ッ。

　反対の頬を叩かれた。

　枕から光の粒が溢あふれて、エルの頬に吸い込まれていく。

　それを見た母が、もう一度頬を叩いた。

「……痛いよ、お母かあさん……」

　普段なら、母に叩かれるほど叱しかられれば、すぐに泣き喚わめいてしまうエルだったが、その日は何故か声を上げる気になれなかった。

「……っ」

　母の表情は見えなかった。

　肌と肌のぶつかる音が聞こえる。

　音が聞こえて、痛みがして、また叩かれたんだと気づく。

「あなたがイケニエなんかに選ばれたからよ……」

　荒い息遣いが聞こえる。母は狂ったようにエルの頬を叩たたいた。

「あなたがイケニエになんか選ばれたからっ、私はどうしたら良いか分からないのっ！」

　悲痛な声で叫びを上げて、母が平手を振り下ろした。

「……雨が止やむまで、私はあなたをっ、叩かなくっちゃ」

　──その日は、雨は止まず、エルは朝まで叩かれた。




　それから一ヶ月、エルは殆ほとんど毎日のように母親に叩かれた。

　雨の音が聞こえると、母が頬を打つ母になるんだと、分かった。

　狂人のように、何度も、何度も。

　そして、叩いた後、母はエルに謝るのだ。泣きながら、エルを抱きしめて、何度も何度も謝ってみせるのだ。

　いつしか、雨の音を怖いと思うようになっていた。




　梅つ雨ゆが開けて、夏が始まり、雨が降らなくなって母に叩かれる日が少なくなった。

　優しい母が、エルを見ていた。エルが笑う。母の目が、少しだけ不安に揺らいだ。

　だから、エルは口にした。

「ねぇ、お母かあさん」

「……どうしたの？」

　母が返事をしてくれる。優しい声だった。

「わたし知ってるよ」

　だから、母に伝えることにした。

「お母さんが、本当はわたしを愛してくれてるって、わたし知ってるよ」

「……」

　母は驚いたように目を丸くしたが、取り繕ったように冗談を言うみたいにして笑う。

「当たり前じゃない。どうしたの、急に？」

「狂ったフリ、してくれてるんだよね」

　その一言に母は本当に面めん食くらったようだった。

「……何を言っているの？」

「……本当はお母さんだって、わたしを叩きたくないって思ってるの、わたし知ってるんだ」

「……何でそう思うの……？」

　母の声が、震えていた。




「だってお母かあさん、泣きながら謝ってる時より、……わたしを叩たたいてる時が、一番辛つらそうなんだもん……」




　笑え顔がおでそう言うと、母の瞳ひとみが一瞬揺らいだ気がした。

　ここでやめておけばよかった。

　それでも、自分のために母が頑張ってくれていることを知っていた幼いエルは、少しでも母を労ねぎらいたくて。感謝の言葉を言いたくて。

「わたしが幸せにならないように……死なないように叩いてくれてるんだよね。あ……」

　ありがとう、お母さん。

　そう言い終わるよりも早く、──皮膚が弾はじける音がした。

　母の平手がエルの頬ほおを薙ないでいた。

　痛い。だけど、痛いのは辛くない。

　それよりも、自分を打った母が、辛そうにしているのが、エルには辛かった。

　だから、自分を打った手に、優しく両手を添えると、改めて母のほうを見た。

　優しい母が、そこに居た。

「ありがとう。お母さん」

　母が、反対側の手を振り上げた。

　しかし、それが振り下ろされるよりも早く、「うう……っ」唇を噛かみ締しめた母の、嗚お咽えつが聞こえて、そのまま母はエルのベッドに顔をうずめて泣き崩れてしまった。

「ありがとう、お母さん……。わたしは、痛くないよ」

　母はもう、何も言わなかった。

　泣き崩れた母のむせび泣く声だけが、ずっと聞こえていた。




　すると、

　──ポタリ。

　赤いしずくが、白いシーツを汚した。

　話してる途中に叩かれたので、多分、唇を切ってしまったのだ。

　痛い。

　口元を押さえたけど、指の間から血がポタリと落ちた。

　それだけのことで、母は眼めの色を変えてエルの顔を覗のぞき込こんだ。

　さっきまで泣いていたのに、顔を真まっ青さおにしてエルを心配してくれている。

「違うよ、鼻血じゃない。ちょっと唇が切れただけ」

　そう言って口元を押さえる手を離し、鼻の下を見せてみせた。

　──その時、鼻の下を何か液体が伝うのを感じた。

「──あれ？」

　見下ろすと白いシーツに赤い斑点が広がっていく。

　体を支えていられなくなった。

　そのままエルは後ろに倒れて動かなくなった。




　昏こん睡すいから目が覚めた時、母は部へ屋やの中で首を吊つって死んでいた。

　プラプラと揺れる足の先が、そこを見ろと言わんばかりに揺れていて、目で追ったら、一枚の手紙があった。




『生きて』




　たった一言、母の字で、そう書いてあった。











　　　＊






　──目を覚ます。

　薄暗い室内。またしても裕ユタカは、自分がどこに居るのか分からなかった。

　半開きの扉の向こうに、街で見かけたキャスケットの女の子が顔を覗のぞかせていた。

　ああ、そうか。彼女は無事だったのか。

「……怪け我がしてないか？」

　そう聞くのが精一杯だった。

　クマのヌイグルミに連れ去られ、自分達たちの身の安全が保証されているというわけでもないのに、裕はエルが死んでしまった事に心を囚われていた。

　頭の中で何度も、空中で消し飛んでしまった彼女の姿が思い浮かぶ。

　裕を助けようとして、彼女は死んだのだ。

「っ……」

　震える唇を噛かみしめる。

　感情を表に出すな。眼めの前の少女を不安にさせるだけだ。いつも前向きなのが、自分の取り柄じゃなかったのか。

　そう言い聞かせた。

　そんな裕を静かに見下ろしたまま、キャスケットの女の子は言った。

「何か勘違してるみたいだから、教えてやるよ」

　吐き捨てるような、冷たい声音だった。

「はじめまして、超能力者。あたしの名前はカレン──」

　女の子がドアを押すと、慣性の力でゆっくりと扉が開いていく。

　開き切ったドアの向こう。彼女の足下に、まるで彼女に寄り添うようにして、一匹のクマのヌイグルミが佇たたずんでいた。




「──あたしが、クマのヌイグルミを操る超能力者だ」





〈to be continued…〉







あとがき







　初めまして、未味なり太です。未味と書いて、「ひつじあじ」と読みます。

　幼い頃、「将来、何になりたいか？」を問われ、幼稚園児だった私は「消防車」と答えていました。もし、ラノベ作家になれなかったら、今頃私は、顔を真っ赤に塗って、「うーうー」言いながら、そこら中を走り回っていた事でしょう。うーうー。

　本書を作成するにあたって、様々な方々のご尽力をお頂いております。

　暴走を繰り返す私を、最後まで引っ張って下さった、担当編集のＹさん。大の大人が、主人公がヒロインの胸を揉もむか揉まないかの話で盛り上がったあの夜は、今年一番の良い思い出です。続いて、ご多忙の中、素敵なイラストを描いてくれたらいか様。イラストに、何度元気を頂いた事か。そして、新人賞の選考より、私の作品を読み、評価下さった全すべての皆様。本書の発行に携わって下さった全ての皆様。また、作業の場を提供してくれたリバティシステムワークス様。ラジオにお招き下さったＦＭ香川様。応援してくれた学友達、並びにコンビニ店員の方々。本当にありがとうございました。

　最後に、この本を手に取って下さった読者のあなたに、心より御礼申し上げます。









　著者

　未味なり太（ひつじあじ・なりた）

　　初めまして。未味なり太と申します。

　　生まれてこの方、女性のパンチラというものを見たことがありません。24年の人生の中で、いったい私は何を得てきたのか……。そんな葛藤に駆られている時に、ＭＦ文庫Ｊ様から受賞の連絡を頂きました。
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　イラスト

　らいか

　　はじめまして、こんにちは！

　　本書を手に取って頂きありがとうございます。
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　　少しでも楽しんでいただけたら幸いです。
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